
秋田県文化財調査報告書第３７８集

狐　　森　　遺　　跡

日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅩⅠ

秋 田 県 教 育 委 員 会

２００４・３



シンボルマークは、北秋田郡森吉町白坂（しろざか）遺跡

出土の「岩偶」です。

縄文時代晩期初頭、１９９２年８月発見、高さ７㎝、凝灰岩。



秋 田 県 教 育 委 員 会

２００４・３

きつね せ　きも　り い

狐　　森　　遺　　跡

日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅩⅠ



 

―　　―１

序

　本県には、これまでに発見された約４，６００箇所の遺跡のほか、先人の

遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、

地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造して

いくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根

幹をなすものであります。本教育委員会ではこれら地域開発との調和を

図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおり

ます。

　本報告書は、日本海沿岸東北自動車道の建設事業に先立って、平成１０

年度から２ヵ年にわたって琴丘町で実施した狐森遺跡の発掘調査成果を

まとめたものであります。

　調査では、縄文時代前期の竪穴住居跡と掘立柱建物跡や膨大な量の遺

物が見つかり、縄文時代の人々の営みを考えるうえで、貴重な情報を得

ることができました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました日本道路公団東北支社秋田工事事務所、琴丘町教育

委員会、五城目町教育委員会、八郎潟町教育委員会、山本町教育委員会

など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

　　平成１６年３月

秋田県教育委員会　　　　　　　　　

教育長　小　野　寺　　清　　



例　　　言

１．本書は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書である。

２．本書は、平成１０・１１年度（１９９８・１９９９年度）に発掘調査をした、秋田県山本郡琴丘町鹿渡字狐森

に所在する狐森遺跡の調査成果を収めたもので、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化

財発掘調査報告書としては、２１冊目にあたる。

３．調査内容については、これまで秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料などで公表しているが、本

報告書を正式なものとする。

４．本報告書の執筆・編集は、村上義直・高橋忠彦が行った。

５．本書に使用した図は、日本道路公団東北支社秋田工事事務所提供の工事路線計画図１，０００分の１

『日本海沿岸東北自動車道琴丘北地区』および建設省国土地理院発行の５０，０００分の１地形図『森岳』、

『五城目』と２５，０００分の１地形図『鹿渡』である。

６．遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版　標準土色帖』１９９８年版に拠った。

７．第５章の自然科学分析は下記に委託した。

　　放射性炭素年代測定、樹種同定分析：株式会社古環境研究所

　　放射性炭素年代測定、出土石器等の岩質鑑定：パリノ・サーヴェイ株式会社

８．一部遺物の作図作業は下記に委託した。

　　土器・石器の実測及びトレース：株式会社シン技術コンサル

９．本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導・ご助言を賜わりました。記して感謝申し

上げます。（五十音順）

　　岡田康博・小笠原雅行・小野貴博・木村鐵次郎・木村将来・茅野嘉雄・児玉大成・斉藤岳

　　鈴木克彦・中村美杉・成田滋彦・秦光次郎・藤田亮一・三宅徹也

凡　　　例

１．遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出順に連番としたが、柱穴様ピットだけは検出順

に２２１以降の番号を付した。これらの中には精査と整理作業の過程で欠番としたものもある。遺構の

種類に用いた略記号は下記の通りである。

　　　ＳＩ：竪穴住居跡　　　　　　ＳＫ：土坑　　　　　　　　　　ＳＢ：掘立柱建物跡

　　　ＳＤ：溝跡　　　　　　　　　ＳＲ：土器埋設遺構　　　　　　ＳＮ：焼土遺構

　　　ＳＫＰ：柱穴様ピット　　　　ＳＫＦ：フラスコ状土坑　　　　ＳＤ：溝状遺構

　　　ＳＱ：集石遺構

２．土層番号に用いた数字はローマ数字を遺跡基本層序に、算用数字を遺構内層序に使用した。

３．遺物の縮尺は、主に土器が１�３、剥片石器類が１�２、礫石器類を１�３とした。
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第１章　は じ め に

　　第１節　調査に至る経過

　日本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市にかけての日本海沿岸や県内の高速交通体系の改善

など、地域の生産活動と県民生活に必要な情報や物資の交流を促進することを目的として計画された

総延長３４０㎞の高速道路である。このうち、秋田県内では、国土交通省によって一部事業化されてい

る象潟仁賀保道路及び仁賀保本荘道路、秋田外環状道路、琴丘能代道路、大館西道路と連結して、小

坂ＪＣＴで東北自動車道に接続する。１９９７（平成９）年２月に新潟市～青森市までが日本海沿岸東北自

動車道として路線指定され、このうちの秋田南Ｉ・Ｃ～昭和男鹿半島Ｉ・Ｃ間の２５．７㎞については、同

年１１月１３日に開通している。また、２００１（平成１３）年７月には河辺Ｉ・Ｃ～秋田空港Ｉ・Ｃ間が、２００２（平

成１４）年には、３月に琴丘・森岳Ｉ・Ｃ～能代南Ｉ・Ｃ間（１７．１㎞）、９月に昭和・男鹿半島Ｉ・Ｃ～琴丘・

森岳Ｉ・Ｃ間（２０．７㎞）、１０月には岩城Ｉ・Ｃ～秋田空港Ｉ・Ｃ間（１４．８㎞）が既に開通している。

　狐森遺跡に係る昭和～琴丘間の２０．７㎞については、１９９１（平成３）年１２月に整備計画区間に、１９９３（平

成５）年１２月には実施計画認可を経て１９９４（平成６）年１１月に路線が発表された。

　これを受けて県教育庁文化課では、路線上における埋蔵文化財の確認のため、１９９６（平成８）年９・

１２月に分布調査を実施し、その結果、狐森遺跡を含む新たに発見した遺跡１６箇所と、周知の遺跡３箇

所の計１９遺跡が予定路線内に存在することが明らかとなった。

　狐森遺跡の確認調査は、１２，０００㎡を対象として１９９８（平成１０）年８月４日から８月２２日にかけて実施

され、縄文時代前期の捨て場を伴う集落跡として、工事区域内遺跡面積は９，４００㎡であるとされた。

　なお、狐森遺跡は平成１０年には県営ほ場整備事業に伴い、平成１２年は一般国道７号琴丘能代道路建

設事業に伴い発掘調査が行われている。

　　第２節　調査要項

　遺　 跡　 名　　　狐森遺跡（略記号３ＫＭ）

　遺跡所在地　　　秋田県山本郡琴丘町鹿渡字狐森３３番地外

　調 査 期 間　　　平成１０年４月２７日～１１月２７日

　　　　　　　　　　平成１１年４月２６日～１１月１２日

　調 査 面 積　　　９，４００㎡（平成１０年：２，４００㎡、平成１１年：７，０００㎡）

　調査主体者　　　秋田県教育委員会

　調査担当者　　　平成１０年度

　　　　　　　　　　磯村　　亨（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　　　　村上　義直（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　　　　加藤　　竜（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　　　　千葉　史宏（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）
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　　　　　　　　　　戸嶋　正明（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　　　　　　　　　　平成１１年度

　　　　　　　　　　村上　義直（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　　　　佐藤　錠司（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事、鳥海町派遣職員）

　　　　　　　　　　千葉　史宏（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　　　　　　　　　　鎌田　　勉（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　調査協力機関　　　日本道路公団東北支社秋田工事事務所　琴丘町教育委員会

　総務担当者　　　平成１０年度

　　　　　　　　　　菅原　　晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課主査）

　　　　　　　　　　佐藤　幸嗣（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　八文字　隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　平成１１年度

　　　　　　　　　　菅原　　晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課主査）

　　　　　　　　　　佐々木敬隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　八文字　隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　平成１２年度

　　　　　　　　　　菅原　　晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課主査）

　　　　　　　　　　佐々木敬隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　八文字　隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　成田　　誠（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　平成１３年度

　　　　　　　　　　土橋　謙一（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　平成１４年度

　　　　　　　　　　土橋　謙一（秋田県埋蔵文化財センター総務課主事）

　　　　　　　　　　平成１５年度

　　　　　　　　　　藤原　康悦（秋田県埋蔵文化財センター総務課副主幹）
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第１図　日本海沿岸東北自動車道（昭和～琴丘間）と関連遺跡
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第２図　工事計画と調査範囲
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第２章　遺跡の環境

　　第１節　遺跡の位置と立地

　遺跡のある琴丘町は、西側の東部承水路から東側の出羽丘陵の間にある狭小な平野部を中心に集落

が点在する町である。旧八郎潟の東岸に沿って南北に延びる平野のほぼ中央を、国道７号とＪＲ奥羽

本線が南北に平行しており、遺跡はこのＪＲ奥羽本線鹿渡駅から南東へ２．７㎞ほどの北緯４０度１分４４秒、

東経１４０度５分２４秒に位置している。

　琴丘町を含む旧八郎潟東岸地域は、出羽丘陵地の北寄りに位置し、東は奥羽脊梁山地から分岐する

太平山地に連なる七座山地・房住山山地、北は白神山地、西は日本海に面している。遺跡の東側で南

北に聳える房住山山地と北の七座山地を結ぶ山頂部は、標高３００～４００ｍの高位浸食小起伏面群で、西

側にはこれらの山腹をとりまくように丘陵頂部の標高が４０～１００ｍの斉高性のある浸食小起伏面群が

発達している。また、この丘陵頂部の東側で山地に接する地形は急斜面となっており、西側では低位

段丘面が平野面とともに低地面を形成し、この地域では山地、丘陵地、台地・低地の三段化した地形

が規則正しく連なっている。平野面を形成する水系は、遺跡から北に７．５㎞ほどを西流するこの地区

最大の三種川の他は、遺跡周辺で鹿渡川や鯉川川が八郎潟干拓地の東部承水路に注ぎ込んでいるに過

ぎない。

　狐森遺跡は、鯉川川水系により侵食を受ける鹿渡丘陵地、第四紀更新世に形成された潟西層の砂お

よび泥層上に立地し、遺跡の標高は１３～１８ｍであ

る。

　遺跡周辺の地質は下位から新第三紀中新世の小

谷沢層、女川層、船川層、天徳寺層、鮮新世の笹

岡層、第四紀更新世の潟西層、段丘堆積物、完新

世の段丘堆積物、沖積低地堆積物で構成されてい

る。山地から湖岸に向かって地質時代の古い地層

から若い地層が順に重なっているが、地層が褶曲

しているため、南北の褶曲軸に沿って同一層が繰

り返し露出している。このため湖岸に近い丘陵地

の一部では、船川層の泥岩、女川層の珪質頁岩が

みられる。また、鹿渡丘陵地、森山高岳山山地に

それぞれ火山岩類層がみられ、遺跡の南北にそれ

ぞれ分布する。鹿渡丘陵地にみられる火山岩類は

馬ノ松火山岩類と呼ばれおり、岩種は石英安山岩、

角閃石安山岩など多種にわたる。森山、高岳山で

は石英安山岩がみられる。狐森遺跡から出土した

石器の原材は、潟西層や段丘礫層に由来している。
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第３図　遺跡の位置
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第４図　遺跡周辺の地形
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　　第２節　歴史的環境

　遺跡のある琴丘町は、八郎潟東部承水路（八郎潟残存湖）東岸に位置する町である。町の東側には出

羽丘陵が南北に連なり、承水路東岸との間には狭小な平野が存在し、多くの遺跡が平野に面した丘陵

先端部に立地している。近年の道路整備事業や大規模ほ場整備事業に伴う発掘調査により、琴丘町を

含む旧八郎潟東岸地域における旧石器時代以降の歴史が明らかにされてきた。

　家の下遺跡は、町内北部の標高２４ｍほどの低丘陵上（森岳段丘面）にあり、縦長剥片を素材とするナ

イフ形石器や米ヶ森型台形石器が出土しており、ＡＴ降灰以前（約２５，０００年前）に位置付けられている。

秋田市以北で調査された旧石器時代の遺跡としては、能代市此掛沢Ⅱ遺跡に次いでの旧石器時代の調

査であるばかりでなく、その石器組成などからほぼ同時期の遺跡と考えられている。また、堂の下遺

跡のナイフ形石器は、ほぼ両遺跡と同時期と考えられるが、両遺跡の旧石器の出土点数が１５，０００点以

上であるのに対して、堂の下遺跡の旧石器は１０点である。同時期における出土石器の点数、石器組成、

遺跡の立地の違いなどからも、２５，０００年前前後の能代山本地域における旧石器時代の遺跡が多様で

あったことがうかがえる。

　家の下遺跡から南へ５㎞に狐森遺跡がある。遺跡は平野部に張り出した、標高１５ｍ前後の丘陵先端

部にあり、これまでに３次にわたる発掘調査が行われている。平成１０・１１年に行われた調査では、縄

文時代前期（円筒下層様式）全般にわたる捨て場が確認され、多量に出土した礫石錘や半円状扁平打製

石器からは、遺跡内で行われた当時の生業の実態が解明されつつある。同遺跡では、縄文時代中期前

半の竪穴住居や後期前半の土坑なども見つかっており、長期間にわたって営まれた遺跡であることが

わかってきている。狐森遺跡から南東２．５㎞の標高５０～６０ｍの丘陵上にある小林遺跡では、中期後半

の竪穴住居跡や陥し穴状土坑などが確認されている。中期の遺跡としては、狐森遺跡と同時期の竪穴

住居跡が見つかった宝竜前遺跡が、標高１５ｍ前後の丘陵末端に立地している。縄文時代後期には、家

の下遺跡で後期前半のフラスコ状土坑が多数調査され、堂の下遺跡においては、後期後半の竪穴住居

跡が見つかっている。縄文時代晩期になると、家の下遺跡や狐森遺跡などが立地する段丘面に、高石

野Ⅰ遺跡（旧：高石野遺跡）がある。昭和５７年の琴丘町教育委員会による調査では、縄文時代後期後半

から晩期の中頃までの遺物が多数出土しており、中でも晩期前半の大洞Ｂ・ＢＣ式に伴う土製品が多

く、特に海獣を模したと思われる土製の土笛は、琴丘町のシンボルにもなっている。

　旧石器時代から縄文時代の遺跡の多くは、既述のとおり平野に面した標高２０ｍ前後の丘陵先端部に

立地していることが概観できる。特に、縄文時代にあっては海進・海退が繰り返され、これら縄文時

代の遺跡は、当時八郎潟の汀線近くに面していたことが考えられ、海進・海退が縄文人の住環境や生

業に大きく影響を与えたものと想像され、遺跡の立地と検出遺構や出土遺物の状況もそれを強く反映

した結果であると考えられる。

　平安時代になると、小林遺跡では竪穴住居や掘立柱建物のある大規模な集落が現れ、製鉄炉や鉄製

品なども見つかっていることから、製鉄から鍛冶までを集落内で行っていたことがわかってきた。小

林遺跡から北へ３．５㎞にある盤若台遺跡と金仏遺跡や泉沢中台遺跡でも平安時代の製鉄関連遺構の他

に竪穴住居や掘立柱建物などが多数見つかっており、これら遺跡群が製鉄を中心とする生産遺跡で

あったことがわかってきた。平安時代にこの地域で、盛んに製鉄が行われたのは、原料となる砂鉄が

第２章　遺跡の環境
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容易に獲得できたからである。このことは、堂の下遺跡で１３世紀ころの製鉄炉や大量の鋳型が見つか

り、製鉄から鋳造まで行われていたことでも明らかである。堂の下遺跡の製鉄及び鋳造技術が、小林

遺跡などの平安時代の技術とは別の系譜であり、北陸地方の技術がもたらされたものであることが、

現在整理作業の進めている段階でわかってきている。中世の琴丘地区では、大規模な製鉄業と鋳造業

が営まれ、鋳造品はおそらくは、八郎潟から日本海に出る海運によって消費地に供給されたことが考

えられる。これまで、琴丘地域の古代から中世の歴史については明確ではなかったが、既述のとおり、

近年の発掘調査結果からこの地域における当時の社会を解明できるようになってきた。江戸時代には

羽州街道が整備され、現在の国道７号とほぼ平行して八郎潟東岸を通っており、旧石器時代からの歴

史をたどることが可能になってきたと言える。
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３章　調査の概要

　　第１節　遺跡の概観

　狐森遺跡の範囲（第９６図参照）は広く、当調査区はその一部にすぎない。今回の道路公団部分の調査

と前後して、国土交通省部分（平成１２年度）、ほ場整備事業部分（平成１０年度）のそれぞれの狐森遺跡の

調査が行なわれている（位置関係については第９６図を参照）。

　当調査区は、出羽丘陵から西に延びる台地の先端部と基部との間の部分にある。調査区の中央部が

台地の尾根筋にあたり、南北の台地の側縁に向かってなだらかに傾斜している。台地の縁は、南側が

低地へと向かう緩斜面で、北側は急斜面になっている。南側の縁については低地と約１ｍ比高があり、

水田造成にともない斜面の先端が削平されている。調査区内の標高は１３～１８ｍほどで、調査区中央の

なだらかな尾根筋にあたる部分が最高地点である。台地の南北にある低地は大きな沢である。北側の

沢を挟んだ台地には金仏遺跡（平成１１年度調査）、南側の沢を挟んだ台地には兵ヶ沢遺跡（平成１０年度

調査）がある。

　今回の調査結果から、当遺跡は縄文時代前期・中期、古代の遺跡であることがわかった。このうち

主体となる時期は縄文時代前期の後半で、南側の緩斜面には大規模な捨場が広がっていることがわ

かった。

　縄文時代の遺構は調査区の全域で検出したが密度は高くない。フラスコ状土坑は調査区中央部より

南側で多く検出されている。土器埋設遺構は中央部でややまとまる傾向にある。その他、柱穴様ピッ

トは調査区の全域で検出されたが、建物としての復元には至らなかったものが多い。

　古代以降については、炭窯、掘立柱建物跡などの遺構が調査区の南側で検出されている。遺物は、

土師器、須恵器や鉄滓が少量出土しているが、遺構から出土したものはほとんどなかった。

　　第２節　調査の方法

　調査は工事工程に合わせ、４回に分けて行なわれた。１回目は平成１０年度の側道部分の調査、２回

目は同年の側道南部分の調査、３回目は同年のＢＯＸ部分の調査、４回目は平成１１年度の調査である。

この中で１・２回目の調査は特に緊急を要するもので、工事用の仮杭を基準にして急遽グリッド設定

を行なった。このため、側道部分では他の部分とは異なるグリッド設定が行なわれる結果となった。

調査の方法や各区のグリッド設定の基準は以下のとおりである。

　調査の方法は、グリッド法を採用した。側道部分以外の調査区については日本海沿岸東北自動車道

建設工事のセンター杭（ＳＴＡ．Ｎｏ．２０４＋００）を基点として真北方向をとり、４ｍ×４ｍの方眼杭を

打設してグリッドを設定した。具体的には、基点にＭＡ５０の呼称を付し、西に行くに従いＭＢ、ＭＣ、

ＭＤ……というアルファベットを、北に行くに従い５１、５２、５３……という二桁の算用数字を用い、こ

れを組み合わせた記号で位置を示した。その際、４ｍ方眼の南東隅に位置する杭を当該グリッドの名

称とした。側道南部分については、工事用の仮杭に平行した「ア」～「エ」ラインを算用数字で区切

　　第２節　調査の方法
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るかたちで交点に杭を打設し、４ｍ×４ｍの方眼によるグリッドを設定した。算用数字は他の設定と

同様に北に行くに従い大きな番号になる。グリッドの呼称に用いた杭は他と同じ南東杭である。グリッ

ドの呼称はア－１、ア－２とういう具合になる。

　検出した遺構は発見順に（柱穴様ピットは２２１番から）略記号および番号を付して区別した。

　調査は表土（耕作土）の掘り下げ、包含層の掘り下げ、遺構精査という手順で進めた。表土除去は重

機で、遺物が多く含まれている包含層や遺構確認面までの掘り下げは手作業で行った。出土した遺物

については遺跡名・出土位置・出土層位・出土年月日を記録し、必要に応じて写真撮影記録を行った。

遺物番号を付したものは出土レベルも記録した。検出遺構・遺物は、３５㎜判モノクロネガフィルム・

リヴァーサルフィルム・カラーネガフィルムで撮影記録した。

　　第３節　調査の経過

　狐森遺跡の調査は２ヶ年に渡って行なわれた。平成１０年度は先に工事が行なわれる側道部分とＢＯ

Ｘ部分の調査を行ない、平成１１年度はそれ以外の部分の調査を行った。

　平成１０年

　４月下旬～８月下旬までは側道部分の調査、側道南部分の確認調査、調査区全体の確認調査などを

行った。このうち、側道部分の調査は主に５～６月、側道南部分の確認調査は４～５月、調査区全体

の確認調査は７～８月にかけて行った。側道部分以外の調査は、これらの確認調査の結果を受けて行

なわれる運びとなった。この中で側道部分の調査は特に緊急を要し、周辺工事との調整をはかりなが

ら、断続的に行われた。

８月２１日：側道南部分の調査を開始。方眼杭打設作業、表土の掘り下げを実施。

８月２４日：ＢＯＸ区の方眼杭打設作業開始（２５日終了）。

８月２５日：捨て場から縄文時代前期の土器が多数出土。

９月８日：ＢＯＸ区の本格的な調査にさきがけベルトコンベア等の機材搬入を実施。直線上に並ぶ３

つの焼土を竪穴住居跡の地床炉と認定。

９月９日：側道南側部分の調査が終了。

９月１０日：ＢＯＸ区の本格的な調査を開始。

１０月９日：ＢＯＸ区の東側からＳＫＦ０５を検出（後にＳＫＦ１４も検出）。

１０月２０日：ＳＢ１３を検出。

１０月２３日：捨て場からの遺物量が急増。

１０月２７日：ＳＫＦ０５覆土中で焼土層を確認。

１１月１８日：ＳＫＦ２０を検出。

１１月１９～２０日：大雪（約３０㎝の積雪）と寒波のため調査時間を短縮。

１１月２７日：終了写真撮影、調査区内のレベリング、機材の整理を行ない本年度の調査を終了。

　平成１１年

４月２６日：調査開始。資材の運搬、条件整備等を実施。

４月２７日：重機による表土除去を開始。

　　第３節　調査の経過
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５月１０日：方眼杭打設作業開始。

５月１２日：ベルトコンベア等機材の搬入。

５月１３日：作業員説明会を実施。

５月１７日：作業員が就労。事務所、プレハブ等の環境整備を実施。

５月１９日：南側調査区（昨年度調査ＢＯＸ区の南側）の本格的な調査を開始。

６月１日：多量の出土遺物に対処するため、自動注記システムによる注記を開始（現場事務所）。

６月３日：捨場からの遺物量が増加。

６月１５日：捨場遺物出土状態写真撮影（Ⅳ層面）。

７月２日：鹿渡小学校３年生、遺跡見学・体験発掘実施。

８月２日：南側調査区の調査を終了。

９月９日：ＳＢ６０を検出。

９月１６日：ＳＢ６６を検出。

１０月１日：ＳＢ６６柱穴底面から石錘等を含む礫が多数出土。

１０月２６日：ＳＲ８４、８５検出。

１１月９日：ＳＩ０１を検出。地床炉などを確認。

１１月１２日：調査終了写真撮影。調査完了。

　　第４節　整理作業の方法と経過

　２ヵ年の調査では、１８リットルコンテナに換算すると縄文土器等１，５５０箱、石器１，０２０箱の遺物が出

土した。この膨大な遺物に対処するために遺物の洗浄・注記作業を毎日、発掘調査現場でも行なった。

それにもかかわらず、全ての遺物の洗浄を終えたのは平成１３年の夏であった。

　整理作業は、主に秋田県埋蔵文化財センター中央調査課で行なった。遺物は洗浄・注記をしたのち、

集計、分類、接合作業などを行なった。一部の土器の実測は株式会社シン技術コンサルへ、石質の肉

眼鑑定はパリノサーヴエイ株式会社に委託した。遺構図面については村上が中心となって第２原図を

作成し、それをトレースしたものを原稿とした。

第３章　調査の概要
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第４章　調査の記録

　　第１節　層序

第Ⅰ層　表土　１０ＹＲ３／２～３／３　黒褐色～暗褐色　シルト　層厚１０㎝前後。

第Ⅱ層　古代～縄文時代の遺物包含層

　Ⅱａ層　１０ＹＲ３／２　黒褐色　シルト　層厚２０㎝前後。

　Ⅱｂ層　１０ＹＲ３／３　暗褐色　シルト　層厚２０㎝前後。

第Ⅲ層　縄文時代前期～中期初頭の遺物包含層

　Ⅲａ層　１０ＹＲ３／３　暗褐色　シルト（捨場西側に分布）　層厚２０～４０㎝。

　Ⅲｂ層　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　シルト　層厚２０～４０㎝。

　Ⅲｃ層　１０ＹＲ３／３　暗褐色　シルト　層厚２０～４０㎝。

　Ⅲｄ層　１０ＹＲ３／２　黒褐色　シルト（捨場東側の一部）　　層厚２０㎝。

第Ⅳ層　縄文時代前期の遺物包含層

　Ⅳａ層　７．５ＹＲ３／４　暗褐色　シルト　層厚３０～３５㎝。

　Ⅳｂ層　１０ＹＲ　３／２～３／３　黒褐色～暗褐色　シルト　層厚２０～３０㎝。

第Ⅴ層　漸移層　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色～１０ＹＲ４／４　褐色　シルト　層厚１０㎝。

第Ⅵ層　地山

　Ⅵａ層　７．５ＹＲ４／６　褐色　シルト。

　Ⅵｂ層　７．５ＹＲ５／６　明褐色　細粒砂。

　調査では、Ⅰ層からⅥ層までを確認した。Ⅰ層は表土で層厚は１０㎝ほどである。Ⅱ～Ⅳ層までは遺

物包含層である。Ⅱ層は黒褐色～暗褐色の土層で２層に分けられる。層厚はともに２０㎝前後で古代～

縄文時代の遺物を少量含む。Ⅳ層と類似するため、Ⅲ層がみられない部分（台地平坦面）では分層が

困難であった。Ⅲ層は調査区南側斜面の捨場に広がるにぶい黄褐色～暗褐色の土層で縄文時代前期の

土器を中心とする大量の遺物を含む。４層に分けられるが、中心をなすのはⅢｂ、Ⅲｃ層でⅢａ、Ⅲ

ｄは部分的な層である。これらのⅢ層には地山ブロックや焼土ブロックなどが含まれているため人為

的な堆積層と考えられる。各層の厚さは２０～４０㎝ほどであるが、Ⅲ層の各層を合わせた厚さが７０㎝に

達する部分もある。Ⅳ層は２層に分けられる。Ⅳａ層は台地平坦面に存在する暗褐色の土層で縄文時

代前期の遺物を含む。層厚は３０～３５㎝ほどである。Ⅳｂ層は台地平坦面から南側斜面にかけて広く分

布する黒褐色の土層である。層厚は２０～３０㎝ほどで捨場では縄文時代前期の土器を大量に含む。遺物

は本層の上位で多く出土するため、捨場が形成される前の地表面と考えられる。Ⅴ層は漸移層で１０㎝

前後の層厚である。Ⅵ層は地山である。ほとんどの遺構はⅥａ層で確認した。Ⅵ層より下は台地の基

盤層と考えられるが調査では確認できなかった。
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第８図　基本土層位置図
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　　第２節　縄文時代の遺構と遺物

　１．遺構と出土遺物

　調査で確認した遺構は縄文時代と古代以降の大きく２つの時期に分けられる。縄文時代の遺構には、

竪穴住居跡、掘立柱建物跡、竪穴状遺構、フラスコ状土坑、土坑、土器埋設遺構、焼土遺構、溝状遺

構、柱穴様ピット等がある。古代以降の遺構には、掘立柱建物跡、土坑、集石遺構、溝状遺構、炭窯

等がある。

　遺構構築期を決める判断要素としては、遺物や遺構プランの特徴を最優先したが、他に覆土も参考

にした。当遺跡の縄文時代の遺構の覆土は総じてしまりが強く、粘性を伴う傾向がある。由来はⅣ～

Ⅴ層にあるものと考える。これに対して、古代以降のものは、しまりの弱い黒褐色土を覆土とするも

のが多い。従って遺物や遺構プランで時期決定できないものについては覆土の特徴から、おおよその

時期を推測した。

（１）竪穴住居跡

　ＳＩ２２（第１２図、図版６）

位置：イ－２、ウ－１・２、エ－１・２グリッド

規模：長軸（北西－南東）４．６ｍ以上、短軸（北東－南西）３．４ｍ以上

　Ⅵ層で直線上に並ぶ３つの焼土を確認したため、竪穴住居に伴う地床炉と判断した。その後、北側

で住居の壁の一部を確認した。南側は、壁、柱穴ともに確認できなかった。

　当遺構はⅥ層を掘り込んでつくられている。床面は締まりが強い。床面や住居周辺でいくつかの柱

穴様ピットを確認したが、規則的な配置は認められなかった。遺構の覆土は２層で、この上にⅢｂ、

Ⅲｃ層などの縄文時代前期の遺物包含層が堆積しているため、当遺構はこれよりは古いといえる。遺

物は出土しなかった。

　時期については複数の炉の存在、住居の規模、包含層との関係等から縄文時代前期後半の竪穴住居

跡と考える。

　ＳＩ１０１（第１３図、図版６）

位置：ＭＦ６３・６４・６５、ＭＧ６３・６４・６５グリッド

規模：長軸（東北東－西南西）７．５ｍ以上、短軸（北北東－南南東）６ｍ前後

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みを確認し、掘り下げを行なったところ地床炉を検出した。そのため竪穴

住居跡と判断した。プランの西側は、調査区外にあるため全体のプランは不明である。北側について

は壁を確認することができなかった。

　当遺構はⅥ層を掘り込んでつくられている。床面には主柱穴と推測される５つの柱穴（Ｐ１～５）

と２つ地床炉（ＳＮ１・２）がある。地床炉は１．５ｍの間隔で形成されている。このうちＳＮ２の炉

上からは約３㎝の間層を挟み、長さ０．６ｍの扁平な礫が出土した。

　遺構の時期については、複数の炉の存在や柱穴の配置、住居の規模等の特徴から縄文時代前期後半

から中期前半の竪穴住居跡と考える。

第４章　調査の記録
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第１２図　ＳＩ２２竪穴住居跡

ＳＩ２２
１　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色
２　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山斑状に多く混じる



（２）掘立柱建物跡

　調査時に確認したものと図上復元したものがある。図上復元したものについては、柱穴の平面形・

深さ・覆土の特徴等を参考に遺構プランを推定した。桁行きの柱列が直線的なものと、そうでないも

のの２つに分けられる。後者は竪穴住居の可能性もある。

　ＳＢ１３・１９（第１４図、図版７）

位置：ＭＥ３６、ＭＦ３５～３７、ＭＧ３４～３６グリッド

規模：長軸９．８ｍ、短軸２．８ｍ（ＳＢ１３）　

　　　長軸１０．７ｍ、短軸４．１ｍ（ＳＢ１９）

　１２基の柱穴による方形状の配列をⅥ層で確認し、これを掘立柱建物跡ＳＢ１３とした。その後の精査

で、長軸方向が東よりにずれる一回り大きい柱穴の配列を確認したため、これを掘立柱建物跡ＳＢ１９

とした。

　ピットの大きさ深さとも、ＳＢ１９の方が大きく、しっかりとした構造であったと推測できる。これ

らの遺構の確認面は通常のⅥ層の締まりであり、竪穴住居跡の床面のように特に固く締まった場所は

なかった。ピットの配列はロングハウスの柱穴配置に似ているが、ともに焼土は存在しないため、掘

立柱建物跡と判断した。この２つの遺構は、ほとんど同じ場所にあるため、建て替えによる新旧の建

物跡の可能性が高い。ＳＢ１９のＰ３からは、使用痕のある剥片が２点、剥片５点が出土したが、時期

決定になるような遺物は確認できなかった。

　時期については、柱穴の配置プランから縄文時代前期後半から中期前半にかけての遺構と考える。

　ＳＢ２４（第２４図、図版７）

位置：ウ－２・３グリッド

規模：長軸（北北東－南南西）２．０ｍ、短軸（西南西－東南東）１．８ｍ

　Ⅵ層で確認した５基の柱穴による５角形状配列を掘立柱建物跡とした。

　時期決定になるような遺物の出土状態は確認できなかったが、柱穴の覆土は平安時代の遺構と異な

るため、縄文時代の遺構と判断した。

　ＳＢ６０（第１５・１６図、図版８）

位置：ＭＡ４３～ＭＥ４３、ＭＣ４３、ＭＣ～ＭＥ４４グリッド

規模：長軸（西北西－東南東）１３．６（Ｐ１～６）ｍ、短軸（北北東－南南西）２．４８（Ｐ１１～１２）ｍ

　当初、Ⅵ層で確認した６基の柱穴（Ｐ１・２・３・１０・１１・１２）による方形配列を掘立柱建物跡と

して精査を行なったが、その後の精査によって遺構は東側に延びることが判明した。最終的には、１

間×５間の規模と判断した。長軸方向はＮ７８°Ｗである。桁行き方向の柱穴の配置にほとんどずれが

ないため、かなり精度の高い建築物だったと推測する。柱穴の配列をみるとロングハウスのようであ

るが、焼土が伴わないため、作業場か倉庫のような施設であったと考える。遺物は、Ｐ１・２・３・

５・６・８・９・１０・１１・１２から出土したが量は少ない。遺物の種類は、土器片、石器、被熱した礫

等である。石器の中には、石錐、削器等が含まれている。

　遺構の時期については桁行きの方向がＳＢ６６と大差ないことから、ＳＢ６６に近い時期と考える。新

旧関係については不明である。
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第１３図　ＳＩ１０１竪穴住居跡
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―　　　　―２５・２６
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第１４図　ＳＢ１３・１９掘立柱建物跡

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物

―　　　　―２７・２８

ＳＢ１３
Ｐ１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
Ｐ２　１０ＹＲ３／２　黒褐色
Ｐ３　１０ＹＲ３／２　黒褐色　地山粒微量含む
Ｐ４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック含む
Ｐ５　１０ＹＲ３／３　暗褐色
Ｐ６　１０ＹＲ３／２　黒褐色
Ｐ７　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～３㎜の地山ブロック少量含む
Ｐ８　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック状にやや多く混じ
Ｐ９　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山粒微量含む
Ｐ１０　１０ＹＲ４／４　褐色　　径約５㎜の炭化物微量含む
Ｐ１１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
Ｐ１２　１０ＹＲ３／２　黒褐色

ＳＢ１９
Ｐ１３　註記なし。
Ｐ１４　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　径５約㎜の炭化物まばらに含む　
Ｐ１５　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山ブロック状に混じる　
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土ブロック状に微量混じる
Ｐ１６　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色
Ｐ１７　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山ブロック状に少量混じる
Ｐ１８　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　
Ｐ１９　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約１０㎜の地山ブロックやや多く含む
Ｐ２０　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山ブロック状に混じる
Ｐ２１　１０ＹＲ３／４　暗褐色　にぶい黄褐色ブロック状に混じる　
　　　　　　　　　　　　　　焼土ブロック状に混じる
Ｐ２２　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径１０㎜程度の地山ブロックやや多く含む

その他
Ｐ２４　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色
Ｐ２５　１０ＹＲ３／２　黒褐色　　
　　　　　　　　　　下部は１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色がブロック状に多く混じる
Ｐ２６　１０ＹＲ３／２～１０ＹＲ３／３　黒褐色～暗褐色　
Ｐ２７　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　焼土ブロック含む
Ｐ２８　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　地山ブロック状にやや多く含む
Ｐ２９　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック状に少量含む　
　　　　　　　　　　焼土ブロック微量含む
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―　　　　―２９・３０

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
１５３２３６Ｐ１
３４３４５４Ｐ２
３６３６４２Ｐ３
２６３４３４Ｐ４
２９３２３２Ｐ５
２６５４５６Ｐ６
３０５０５０Ｐ７
４４４６５６Ｐ８
３０３８４６Ｐ９
６２０２４Ｐ１０
２７２４２８Ｐ１１
９３４３８Ｐ１２
２９－－Ｐ１３
２２３２３８Ｐ１４
２４４０４２Ｐ１５
２３３８４０Ｐ１６
１６３８４４Ｐ１７
２３２６２８Ｐ１８
１８２２２８Ｐ１９
２７３２３６Ｐ２０
２３２８２８Ｐ２１
２３２６３６Ｐ２２
２８２６３６Ｐ２３
３０１６２０Ｐ２４
６７３６４０Ｐ２５
３４４４６４Ｐ２６
２１３０３２Ｐ２７
２２２８２８Ｐ２８

ＳＢ６６

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
１５３６４２Ｐ１
２３３４５２Ｐ２
３１３８５４Ｐ３
６２８４６Ｐ４
２５４４４４Ｐ５
３１４０４４Ｐ６
２１１８２０Ｐ７
９２２３４Ｐ８
２９３０３４Ｐ９
３４３２３４Ｐ１０
７３４５０Ｐ１１
１２３６４０Ｐ１２

ＳＢ６０
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第１６図　ＳＢ６０掘立柱建物跡

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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第１７図　ＳＢ６６掘立柱建物跡

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物

―　　　　―３３・３４

Ａ－Ｂ
Ｐ１６
１　１０ＹＲ３／２　 黒褐色　径５～１０㎜の地山ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径約１㎜の炭化物僅かに含む
２　７．５ＹＲ３／４　 暗褐色　径１㎜の地山粒少量含む
３　１０ＹＲ３／２　 黒褐色　径１～２㎜の地山粒少量含む　
　　　　　　　　　 　　　　径１～５㎜の炭化物少量含む
４　１０ＹＲ４／４　 褐色　　地山斑状に多く含む　径約１㎜の炭化物僅かに含む。
５　１０ＹＲ４／６　 褐色　　径１～２㎜の地山粒少量含む
６　１０ＹＲ５／４～６　にぶい黄褐色～黄褐色　木の根による撹乱土混じる。

Ｐ７
１　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　地山土多く含む　径１～５㎜の炭化物少量含む
　　　　　　　　　 　　　　径２～５㎜の焼土ブロック少量含む
２　１０ＹＲ４／４　 褐色　　地山斑状に多く含む　径約１～２㎜の炭化物少量含む
３　７．５ＹＲ３／３～４　暗褐色　径約１～２５㎜の地山ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径１～３㎜の炭化物少量含む
４　７．５ＹＲ３／３　 暗褐色　径１～５０㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径１～５㎜の炭化物少量含む
５　１０ＹＲ３／２～３　 黒褐色～暗褐色　径５～１０㎜の地山ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　径１～５㎜の炭化物少量含む
６　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径１～５㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径１～２㎜の炭化物少量含む
　　　　　　　　　 　　　　径１㎜の地山粒僅かに含む
７　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色　径１～２㎜の炭化物僅かに含む

Ｃ－Ｄ
Ｐ１５
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径１㎜以下の炭化物僅かに含む
２　１０ＹＲ３／３～４　 暗褐色　径１～２０㎜の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　 　　　　径１㎜の炭化物含む
３　１０ＹＲ３／３～４　 暗褐色　径１～１０㎜の地山ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　　　 　　　　径１㎜の炭化物僅かに含む
４　１０ＹＲ６／４～６／６　にぶい黄橙色～明黄褐色
５　１０ＹＲ５～４／４　　　にぶい黄褐色～褐色
６　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色　径２～１０㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径１㎜の炭化物やや多く含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径２㎜の焼土ブロック多く含む

Ｐ８
１　１０ＹＲ３／２～３　 黒褐色～暗褐色　径１～２㎜の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　径１～５㎜の炭化物やや多く含む
２　１０ＹＲ４／３～４／４　にぶい黄褐色～褐色
３　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径２～５㎜の地山ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径２～５㎜以下の炭化物少量含む
４　１０ＹＲ４／４　 褐色　径約２～１０㎜の地山ブロックやや多く量含む
　　　　　　　　　 　　　径１～５㎜の炭化物少量含む
５　１０ＹＲ４～３／２　　 灰黄褐色～黒褐色　径１～３㎜の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　径２～５㎜の炭化物やや多く含む
６　１０ＹＲ５～６／６　 黄褐色～明黄褐色
７　１０ＹＲ４／３～３／３　にぶい黄褐色～暗褐色　径２～１０㎜の地山ブロックやや多く含む
８　１０ＹＲ５～６／６　 黄褐色～明黄褐色　　　径５～１０㎜の地山ブロック斑状にやや多く含む
９　１０ＹＲ３／２～３　 黒褐色～暗褐色　　　　径２～１０㎜の地山ブロックやや多く含む

Ｅ－Ｆ
Ｐ１４
１　１０ＹＲ４～３／３　暗褐色～褐色　径２～５０㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　径１～５㎜の炭化物僅かに含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　径１㎜以下の焼土粒僅かに含む
２　１０ＹＲ４／４　 褐色　　にぶい黄褐色混じる　径１～５㎜の炭化物僅かに含む
３　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径２～２０㎜の地山ブロックやや多く含む　
　　　　　　　　　 　　　　径約１㎜の炭化物僅かに含む
４　１０ＹＲ４／４　 褐色
５　１０ＹＲ４／４　 褐色　　黒褐色少量混じる　径１～３０㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径約１㎜の炭化物僅かに含む

Ｐ９
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径１～２㎜の炭化物少量含む
２　７．５ＹＲ３／４　 暗褐色　１０ＹＲ３／３やや多く混じる
３　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色　１０ＹＲ３／２～３
　　　　　　　　　 　　　　　　　黒褐色～暗褐色ブロック少量含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径１～２㎜の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径約１～５㎜の炭化物少量含む
４　７．５ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色　径１～１０㎜の１０ＹＲ３／２～３
　　　　　　　　　 　　　　　　　黒褐色～暗褐色ブロックやや多く含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径１～２㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　　　　径１～５㎜の炭化物僅かに含む
５　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径２０～３０㎜の１０ＹＲ３／２～３
　　　　　　　　　 　　　　黒褐色～暗褐色ブロック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径８～１０㎜の地山ブロック少量含む



　ＳＢ６６（第１５・１７図、図版８・９）

　位置：ＭＡ～ＭＣ４３・４４、ＭＤ～ＭＦ４４、ＭＧ～ＭＩ４４・４５グリッド

規模：長軸３０．６８ｍ（Ｐ２５～２６）、短軸２．２７（Ｐ８～１５）ｍ

　当初、Ⅵ層で確認した６基の柱穴（Ｐ６・７・８・１５・１６・１７）による方形配列を１つの掘立柱建

物跡として精査を行なったが、その後の精査により、遺構は東西に延びることが判明した。長軸方向

はＮ８２°Ｗである。ＳＢ６０と同様、桁行き方向の柱穴の配置にほとんどずれがないため、かなり精度

の高い建築物だったと推測する。南北に並ぶＰ２３、Ｐ２４を境に東に１間×５間、西に１間×４間の掘

立柱建物が構築されていたと考えられるが、東西の建物は直線上にあるため一連の建物とした。東側

の構造については、Ｐ１０、Ｐ２８、Ｐ１３を結ぶラインで収束するようにもみえるため、構築当初は１間

×４間の東西対称の建物だったものを後に東に一間増設したことも考えられる。なお、Ｐ２３、Ｐ２４を

当遺構に伴うものとした理由については、２つの柱穴を結ぶ軸方向と建物の梁行の方向が一致するこ

と、２つの柱穴を結ぶラインから東西それぞれの建物との距離がほぼ同じであること、当遺構に伴な

わない周辺の柱穴に比べともに深く、２つの柱穴は対と考えられること等の点があげられる。

　遺物は、Ｐ１～３・７～９・１１・１３～１７・２０～２２・２５・２６から出土している。遺物量が比較的多い

ものは、Ｐ１・２・１５・１６・２０である。このうち、Ｐ１５・１６からは石器、礫などが集中して出土した。

Ｐ１５には石錘２点、台石１点が、Ｐ１６には石錘３点、半円状扁平打製石器１点、敲石１点、石皿片１

点、台石片１点が含まれている。これらの遺物は、礫とともに底面付近に敷詰められるような状態で

出土した。このような遺物の出土状態は他の柱穴にはみられず、地鎮のような行為を推測させる。

　遺構の機能については、ＳＢ６０と同様に倉庫か作業場のような施設であったと考える。時期につい

ては、ＳＢ６０と桁行きの方向が大差ないため、ＳＢ６０に近い時期の遺構と推測するが、新旧関係は不

明である。柱穴から出土した土器には円筒下層ａ・ｂ式期のものと、円筒下層ｄ式期のものが混じっ

ているため、遺構の下限は下層ｄ式期に近いと考える。なお、Ｐ８の各層から出土した炭化物の放射

性炭素年代測定では、１層がＢＰ４７９０、５層がＢＰ４９３０という年代が得られている。この結果も考慮

すると、当遺構は縄文時代前期末から中期初頭に構築された可能性が高いといえる。

　ＳＢ８３（第１８図）

位置：ＬＰ４１～４３グリッド

規模：長軸（北東－南西）９．７ｍ以上、短軸（北西－南東）２．５ｍ以上

　遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。東側のプランは先の調査では確認することができなかった。

長軸方向はＮ１８°Ｅである。柱穴は半楕円状に配置されている。その配置からはロングハウスのよう

な構造が推測できるが、炉は確認できなかった。ただし、当遺構を構成する柱穴や周辺の柱穴の覆土

からは焼土が混じっているため、当初存在した炉が撹乱され消失したと考えることもできる。当遺構

の柱穴の覆土は他の柱穴の覆土より、赤みを帯び焼土や地山のブロックが混入している特徴がある。

　遺物は、Ｐ１・２の覆土から出土した。遺物には土器（Ｐ１・２）、石器（Ｐ１・２）等がある。

土器はそれぞれ数点しか出土していない。原体の確認できるものは少ないが、複節縄文を施したもの

（Ｐ２）等がある。石器は剥片（Ｐ１から４点、Ｐ２から１点）が出土している。

　時期については、出土した土器から縄文時代前期後半と考える。

　ＳＢ８７（第１９図、図版１１）
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位置：ＬＳ４２～４５、ＬＴ４３～４４グリッド

規模：長軸（南－北）１４．９ｍ、短軸（東－西）４．５１ｍ

　遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。長軸方向はＮ２°Ｅである。柱穴は楕円状に配置されてい

る。柱穴の配置からロングハウスのような構造が推測できるが、炉は確認できなかった。ただし、当

遺構を構成する柱穴や周辺の柱穴の覆土には焼土が混じっているため、当初存在した炉が撹乱され消

失したと考えることもできる。

　遺物は、Ｐ１・４・５・９・１０・１３・１４～１５の覆土から出土した。遺物には縄文時代前期の土器片

（Ｐ１・５・９・１５）、２次加工のある剥片（Ｐ９）、剥片（Ｐ４・５・９・１０・１５）、石核（Ｐ１３）、

半円状扁平打製石器（Ｐ４）、石錘（Ｐ９・１０）、礫・礫片（Ｐ１・４・１４から各１点、Ｐ１５から２点）

等がある。

　時期については、出土した土器から縄文時代前期後半と考える。

　ＳＢ１０７（第２１図）

位置：ＭＤ４９、ＭＥ４９～５０グリッド

規模：長軸（西北西－東南東）４．５２ｍ、短軸（北北東－南南西）２．０４ｍ

　図上復元した遺構である。遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。長軸方向はＮ７７°Ｗである。

ＳＢ１０８とプランが重複し、かつ長軸方向がほぼ同じため建て替えによるものと考える。遺物は、Ｐ

１から剥片２点、Ｐ６から礫が１点出土している。

　時期については、ＳＢ６０・６６と長軸方向がほぼ同じであるため、これらに近い時期の遺構と考える

こともできる。

　ＳＢ１０８（第２２図）

位置：ＭＤ４８～４９、ＭＥ４８～４９グリッド

規模：長軸（西北西－東南東）４．８３ｍ、短軸（北北東－南南西）２．４ｍ

　図上復元した遺構である。遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。軸方向はＮ７９°Ｗである。ＳＢ

１０７とプランが重複し、かつ長軸方向がほぼ同じため、建て替えによるものと考える。遺物は、Ｐ３・

４・６から縄文土器片が少量出土した。文様が確認できるものは１点のみで、斜行縄文が施されてい

る。胎土の特徴から縄文前期後半の土器と考える。

　時期についてはＳＢ６０・６６と長軸方向がほぼ同じであるため、これらに近い時期の遺構と考えるこ

ともできる。

　ＳＢ１０９（第２０図、図版１１）

位置：ＬＲ４３～４４、ＬＳ４２～４５、ＬＴ４３～４５グリッド

規模：長軸（北西－南東）１３．４５ｍ、短軸（北北東－南南西）３．７９ｍ

　図上復元した遺構である。遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。長軸方向はＮ４５°Ｗである。柱

穴の配置からロングハウスのような構造が考えられるが、炉は確認できなかった。当遺構と重複する

ＳＢ８７と柱穴の配置を比較すると桁行き方向の柱列が直線的であることが特徴といえる。　

　遺構の機能としては、倉庫や作業場のような施設と考える。

遺物は、Ｐ１・３・４・１０～１３から出土した。遺物には、縄文時代前期後半の土器（Ｐ１・３・４・

１０・１１）、削器（Ｐ１）、半円状扁平打製石器（Ｐ４・１２から２点）、石錘（Ｐ３）、２次加工のある剥
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片（Ｐ４から１点）、剥片（Ｐ１・４・１０・１２から各１点、Ｐ１１から２点、Ｐ３から３点、Ｐ４から

１１点）、敲石（Ｐ４）、ベンガラ小塊（Ｐ４）、礫・礫片（Ｐ１・１１・１２から各２点、Ｐ３・４から各

４点、Ｐ１０から１点）等がある。

　時期については、周辺の遺物出土状況から縄文時代前期後半と考える。

　ＳＢ１１０（第２３図、図版１１）

位置：ＬＱ４６～４７、ＬＲ４５～４６グリッド

規模：長軸（北東－南西）８．５２ｍ、短軸（北西－南東）４．３７ｍ

　図上復元した遺構である。遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。長軸方向はＮ６０°Ｅである。遺

構プランの中軸線付近にＳＮ７０があるため、これを地床炉とする竪穴住居跡の可能性もある。ただし、

ＳＮ７０は包含層中（黒褐色土）に形成されているため、当遺構を竪穴として捉えた際の掘り込みは確

認できていない。遺物はＰ４から石錘の未製品１点、剥片２点、礫・礫片４点が出土した。

　時期については、周辺から出土した土器から縄文時代前期後半と考える。

　ＳＢ２１６（第２４図、図版１０）

位置：ＬＱ３９・４０、ＬＲ３９・４０、ＬＳ３９・４０グリッド

規模：長軸（西北西－東南東）７．８２ｍ、短軸（北北東－南南西）２．８５ｍ

　遺構を構成する柱穴はⅥ層で確認した。長軸方向はＮ８１°Ｗである。Ｐ１に対応する位置の柱は撹

乱により確認できなかった。柱穴の配置からロングハウスのような構造が考えられるが、炉は確認で

きなかった。遺構の機能としては、倉庫や作業場のような施設と考える。

　遺物はＰ１～３から出土した。遺物の種類は、縄文前期後半の土器（Ｐ１・３）、石器（Ｐ１から

１点、Ｐ２から２点、Ｐ３から４点）等である。土器は出土量が少なく微細なものばかりである。石

器は全て剥片である。

　時期については、ＳＢ６０・６６と長軸方向がほぼ同じであるため、これらに近い時期の遺構と考える

こともできる。

（３）竪穴状遺構

　炉はもたないが住居に準じた施設と判断した遺構である。

　ＳＫＩ５９（第２５図、図版１１）

位置：ＭＦ４４、ＭＧ４４グリッド

規模：長軸（東－西）２．３ｍ、短軸（北－南）１．８５ｍ

　Ⅵ層で円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。底面は硬く締まり、周囲のⅥ層との比較では締

まりが明らかに異なる。底面からは７基の柱穴様のピットを検出したが、このうち中央部のピットは

ＳＢ６６を構成する柱穴であることがわかった。その他のピットは浅く、配置にも規則性がないため、

この遺構に付随するものかどうかは不明である。上屋構造に伴う柱穴は遺構外に存在する可能性もあ

る。

　遺物は覆土から縄文時代前期の下層ａ・ｂ式期の土器片、２次加工のある剥片、剥片、礫等が少量

出土した。ＳＢ６６との新旧関係は明らかにできなかった。

　遺構の時期については縄文時代前期後半と考える。
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第１８図　ＳＢ８３掘立柱建物跡
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ＳＢ８３
Ｐ１　１　１０ＹＲ３／３ 暗褐色　径２㎜の黄褐色ブロック・
　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物僅かにに含む
Ｐ２　註記なし
Ｐ３　１　７．５ＹＲ４／３ 褐色 径３～３０㎜の地山ブロック、
　　　　　　　　　　　　　　　  径５～１０㎜の焼土ブロックやや多く含む
Ｐ４　１　１０ＹＲ３／２ 黒褐色　黄褐色ブロック径２～４０㎜少量含む
Ｐ５　１　１０ＹＲ４／３ にぶい黄褐色　黄褐色ブロック状に含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上層に少なく、下層に多い）
  径２～１０㎜の焼土ブロック僅かに含む　
 　　 径５～１０㎜の炭化物僅かに含む



第１９図　ＳＢ８７掘立柱建物建物跡
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　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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ＳＢ８７
Ｐ１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ５　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ６　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ７　１０ＹＲ３／３～３／４　暗褐色～にぶい黄褐色　地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土少量混じる
Ｐ８　１０ＹＲ３／３～３／４　暗褐色～にぶい黄褐色　焼土僅かに混じる
Ｐ９　１０ＹＲ３／３～３／４　暗褐色～にぶい黄褐色　焼土僅かに混じる
Ｐ１０　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む　
　　　　　　　　　　　　　　径２㎜程度の炭化物僅かに含む
Ｐ１１　註記なし
Ｐ１２　１０ＹＲ３／３～３／４　暗褐色～にぶい黄褐色　地山ブロック、
　　　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の焼土ブロック僅かに混じる
Ｐ１３　１０ＹＲ３／３　暗褐色～にぶい黄褐色
Ｐ１４　１０ＹＲ３／４　にぶい黄褐色　径５～７㎜の炭化物、
　　　　　　　　　　　　　　　　　径５㎜の焼土ブロック僅かに混じる
Ｐ１５　７．５ＹＲ３／３　暗褐色

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
３０４０２４Ｐ１
３０２８３２Ｐ２
２１２０３２Ｐ３
３０３０３０Ｐ４
３７３４３８Ｐ５
２０２０３０Ｐ６
３４２８３２Ｐ７
２３３０３０Ｐ８
２９３４４２Ｐ９
３３２８３２Ｐ１０
４５３４５２Ｐ１１
３８３０３２Ｐ１２
１７２８３２Ｐ１３
１５２６３０Ｐ１４
２３２８３２Ｐ１５

ＳＢ８７
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Ｐ１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ２　１０ＹＲ３／３～４　暗褐色～にぶい黄褐色　地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の焼土ブロック僅かに含む
Ｐ３　１０ＹＲ３／３～４　暗褐色～にぶい黄褐色　地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の焼土ブロック僅かに含む
Ｐ４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック僅かに含む
Ｐ５　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ６　註記なし

Ｐ７　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ８　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック僅かに含む
Ｐ９　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ１０　１０ＹＲ３／３　暗褐色　
Ｐ１１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　　焼土僅かに含む

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
３９２４３４Ｐ１
４３２６３４Ｐ２
３６２４３２Ｐ３
４９２６２８Ｐ４
１０２４３２Ｐ５
３３２６２６Ｐ６
４０３０３４Ｐ７
２７２４３４Ｐ８
３６２２２４Ｐ９
１４３４３６Ｐ１０
１３２８３２Ｐ１１

ＳＢ１０９



第２１図　ＳＢ１０７掘立柱建物跡

―　　　　―４３・４４

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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Ｐ１　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山ブロック・炭化物少量含む
Ｐ２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量、炭化物やや多く含む
Ｐ３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック僅かに含む　炭化物少量含む
Ｐ４　１０ＹＲ４／４　褐色　炭化物少量含む　焼土少量混じる
Ｐ５　１０ＹＲ３／３　暗褐色　炭化物少量含む
Ｐ６　１０ＹＲ３／２　黒褐色　炭化物やや多く含む　焼土僅かに混じる

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
１８２３２８Ｐ１
２７－２４Ｐ２
２４２８３２Ｐ３
１６３０４４Ｐ４
２６２８３２Ｐ５
２５３０３６Ｐ６

ＳＢ１０７



第２２図　ＳＢ１０８掘立柱建物跡

―　　　　―４５・４６

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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Ｐ１　１０ＹＲ４／４　褐色　地山ブロック・炭化物少量含む
Ｐ２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　炭化物やや多く含む　焼土僅かに混じる
Ｐ３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　炭化物少量含む
Ｐ４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック・炭化物少量含む
Ｐ５　１０ＹＲ４／４　褐色　炭化物少量含む　焼土少量混じる
Ｐ６　１０ＹＲ３／３　暗褐色　炭化物やや多く含む

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
２４３６３８Ｐ１
２７３２３６Ｐ２
１９３０３２Ｐ３
３６３２４８Ｐ４
２９３０３４Ｐ５
２２３２３４Ｐ６

ＳＢ１０８



第２３図　ＳＢ１１０掘立柱建物跡

―　　　　―４７・４８

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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Ｐ１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ３　１０ＹＲ３／３～４　暗褐色～にぶい黄褐色　地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　径２㎜の焼土ブロック僅かに含む
Ｐ４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む　
Ｐ５　註記なし
Ｐ６　１０ＹＲ３／２～３　黒褐色～暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ７　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む
Ｐ８　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック少量含む　
　　　　　　　　　　　　　　径約２㎜の炭化物僅かに含む

深度（㎝）短軸（㎝）長軸（㎝）ピット番号
１６２６２６Ｐ１
３１２６２８Ｐ２
３１２０３０Ｐ３
３１２２２２Ｐ４
１９２６３０Ｐ５
２９３２３８Ｐ６
４４３０２６Ｐ７
３４２４２６Ｐ８

ＳＢ１１０



第２４図　ＳＢ２４･２１６掘立柱建物跡、ＳＫ２３土坑

―　　　　―４９・５０

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物
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１　７．５ＹＲ４／４　褐色　径２～３㎜の炭化物僅かに含む
　　　　　　　　　 　　　径２～３㎜の黄褐色ブロック状に僅かに含む
２　１０ＹＲ６／６　 明黄褐色
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３　１０ＹＲ５／４　黄褐色　にぶい黄褐色少量混じる
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５　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　　黄褐色少量混じる　
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　ＳＫＩ１０４（第２５図、図版１２）

位置：ＭＣ６１・６２、ＭＤ６１・６２グリッド

規模：長軸（北東－南西）２．５ｍ、短軸（北西－南東）２．１ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積である。当遺構はⅥ層を掘り込んでつ

くられている。底面からは３基の柱穴を確認した。このうち、中央部のＰ２は７０㎝の深さがあるため

主柱穴と推測する。切り合い関係は、Ｐ４は当遺構よりも古く、ＳＫ１０３は当遺構より新しい。遺物

は出土しなかった。

　時期については縄文時代前期後半と考える。

（４）フラスコ状土坑

　ＳＫＦ０４（第２６図、図版１２）

位置：ＬＱ・ＬＲ３４グリッド

規模：開口部　長軸（北北西－南南東）１．０５ｍ、短軸（西北西－東南東）０．９５ｍ

　　　底　部　長軸（北北西－南南東）１．２１ｍ、短軸（西北西－東南東）１．０ｍ

　Ⅳ層で確認した。開口部から底面にかけての断面は ｢く ｣の字状である。頸部から底面までは２０㎝

ほどの深さしかなく、フラスコ状というより袋状に近い形態である。底面はほぼ平坦で、底面から径

２０㎝程の礫が折り重なるような状態で出土した。遺物は覆土から、縄文時代前期の土器片、削器、石

箆、石匙、石錘、２次加工のある剥片、礫などが出土した。また、ピットからは径１０㎝ほどの円礫が

出土した。撹乱部分からは半円状扁平打製石器が出土した。時期は縄文時代と考えるが詳細な時期に

ついては不明である。

　ＳＫＦ０５（第２６図、図版１２）

位置：ＬＱ３３・３４グリッド

規模：開口部　長軸（北西－南東）１．６ｍ、短軸（北東－南西）１．２ｍ

　　　底　部　径約１．９ｍ

　Ⅵ層で確認した。開口部から底面にかけての断面は ｢く ｣の字状である。底面はほぼ平であるが縁

辺部がやや斜傾している。開口部は北西部分が広く不自然な形になっているが、これは古い段階で撹

乱を受けた結果と考える。覆土には焼土ブロックを含む層が多くあるが、３・６層は焼土層で遺構の

埋没過程における窪みを利用して火が焚かれたと推定する。１０層は炭化物を多量に含む黒色土である

が、貯蔵物の保存等に使用された敷物が炭化して形成された層の可能性がある。底面付近でＳＫＦ１４

と切り合っているが新旧関係を明らかにすることはできなかった。出土した遺物には、土器、石器、

礫等がある。土器は縄文時代前期後半のものが出土した。石器は掻器、石錘、剥片、台石、ベンガラ

の付着した礫等が出土した。遺構の時期は縄文時代と考えるが詳細な時期については不明である。

　ＳＫＦ０６（第２６図、図版１３）

位置：ＭＡ・ＭＢ３４グリッド

規模：開口部　長軸（東－西）１．０６ｍ、短軸（南－北）０．９２ｍ

　　　底　部　直径約１．５ｍ

　Ⅵ層で確認した。確認面から底面までの深さは０．５ｍ程で、底面はほぼ平である。覆土は自然堆積

　　　　　第２節　縄文時代の遺構と遺物

―　　―５１



第４章　調査の記録

―　　―５２

第２５図　ＳＫＩ５９・１０４竪穴状遺構
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－ １ ７ 
（－ ３ １ ） 

－ １ ０ 
（－ １ ４ ） 

ＳＫＩ５９
１　７．５ＹＲ３／４ 暗褐色　地山ブロック微量混入
２　７．５ＹＲ４／４ 褐色　炭化物少量含む
３　７．５ＹＲ４／４ 褐色　地山混じる
４　７．５ＹＲ３／３ 暗褐色　炭化物少量含む
５　７．５ＹＲ４／４ 褐色　粘質土　径５㎜程度の地山ブロック含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量含む
６　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　
７　７．５ＹＲ４／６　褐色　粘質土　しまり強い
８　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　
９　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　粘質土
１０　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　しまり弱い

ＳＫ１０３
１　１０ＹＲ３／４　暗褐色
２　１０ＹＲ３／４　暗褐色　径２０㎜の地山ブロック・炭化物少量含む　
３　１０ＹＲ４／６　褐色

ＳＫＩ１０４
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ４／４　褐色　地山ブロック斑状に混じる
３　１０ＹＲ４／６　褐色
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第２６図　ＳＫＦ０４・０５・０６・１４フラスコ状土坑

ＳＫＦ０４
１　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　焼土ブロック含む
２　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山斑状に多く混じる
３　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約１０㎜の炭化物やや多く含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　径約５㎜の焼土ブロック僅かに含む
４　７．５ＹＲ５／４　にぶい褐色　 炭化やや多く含む
　　　　　　　　　　　　　　　　径約１０㎜の焼土ブロック僅かに含む

ＳＫＦ０６
１　１０ＹＲ３／４　 暗褐色 径約５㎜の炭化物少量含む
２　７．５ＹＲ４／４　褐色 径約５㎜の炭化物やや僅かに含む
３　７．５ＹＲ３／３　褐色 径約１０㎜の焼土ブロック少量含む
  下位に粘土ブロック含む
４　７．５ＹＲ５／６　明褐色　砂質土
５　７．５ＹＲ４／４　褐色　
６　７．５ＹＲ３／３　褐色 炭化物・焼土ブロック少量含む

ＳＫＦ０５
１　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径３㎜程度の焼土ブロック・炭化物微量含む
　　　　　　　　　　　　　 径３～１０㎜　の円礫少量含む
２　５ＹＲ４／４　 にぶい赤褐色　焼土粒少量含む
３　２．５ＹＲ４／６　赤褐色　焼土　径約１㎜の炭化物微量含む
４　１０ＹＲ５／８　 黄褐色　径約１㎜度の炭化物微量含む
５　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径２～５㎜の炭化物少量含む　
　　　　　　　　　　　　 径２㎜の焼土ブロックを微量含む
　　　　　　　　　　　　 径３０㎜の地山ブロック少量含む　
　　　　　　　　　　　　 径１０～３０㎜の円礫微量含む
６　２．５ＹＲ４／４　にぶい赤褐色　焼土　径１０㎜の炭化物微量含む
７　７．５ＹＲ３／４　暗褐色　径１～５０㎜の地山ブロック多量含む　
　　　　　　　　　　　　　 径１～５㎜の炭化物少量含む
　　　　　　　　　　　　　 径３㎜の焼土ブロック微量含む
８　７．５ＹＲ５／６　明褐色　地山土
９　１０ＹＲ４／６　 褐色　 径１０～５０㎜の地山ブロック多量含む　
　　　　　　　　　　　 径約３㎜の炭化物少量含む
　　　　　　　　　　　 径１～３㎜の焼土ブロック少量含む
１０　１０ＹＲ１．７／１　黒色　 径１０～３０㎜の炭化物多量に含む
１１　１０ＹＲ３／３ 暗褐色　径約５㎜の炭化物少量含む　
　　　　　　　　　　　　　 径約３㎜の焼土ブロック少量含む
１２　１０ＹＲ４／４ 褐色　 径１０～３０㎜の円礫を少量含む　
　　　　　　　　　　　　 径約１㎜の炭化物を微量含む

ＳＫＦ１４
１　７．５ＹＲ３／４　暗褐色　 径約５㎜の炭化物少量含む　
　　　　　　　　　　　　　 径約３㎜の焼土ブロック微量含む
　　　　　　　　　　　　　 径１０～２０㎜の地山ブロック少量含む
２　７．５ＹＲ３／４ 暗褐色　 径約１０㎜の円礫少量含む　
　　　　　　　　　　　　　 径１㎜の焼土粒微量含む
３　７．５ＹＲ４／６ 褐色　 地山土多量混じる径５㎜の
　　　　　　　　　　　　 焼土ブロックを少量含む　
　　　　　　　　　　　　 径約５㎜の炭化物微量含む
４　５ＹＲ４／４　　にぶい赤褐色　径約３㎜の炭化物微量含む　
　　　　　　　　　　　　　　　　　径約１０㎜焼土ブロック多量含む
５　７．５ＹＲ３／４ 暗褐色　 地山土少量混じる　
　　　　　　　　　　　　　 暗褐色、径約１㎜の炭化物微量含む
６　７．５ＹＲ４／４ 褐色　 地山土少量混じる　
　　　　　　　　　　　　 径約３㎜の炭化物微量含む　
　　　　　　　　　　　　 径約５㎜の焼土ブロック少量含む
７　５ＹＲ３／６ 暗赤褐色　径約１㎜の炭化物微量含む　
　　　　　　　　　　　　　　 径１～１０㎜の焼土多量含む
８　１０ＹＲ３／４　　暗褐色 径約３㎜の炭化物少量含む　
　　　　　　　　　　　　　 焼土微量含む　
　　　　　　　　　　　　　 径約３０㎜地山ブロック一部で含む
９　１０ＹＲ４／６　　褐色　　 径約１㎜の炭化物微量含む



と考える。最下層には焼土や炭化物が含まれるため、遺構周辺で当時火を使用していたと考える。遺

物は、覆土から土器、石器等がポリ袋で２袋づつ出土した。土器は縄文時代前期後半のもので、石器

には削器、石篦、石斧、半円状扁平打製石器、石錘、剥片等がある。時期は縄文時代と考えるが詳細

な時期については不明である。

　ＳＫＦ１４（第２６図、図版１２）

位置：ＬＱ３３・３４グリッド

規模：開口部　径約１ｍ

　　　底　部　径約１．４ｍ

　Ⅵ層で確認した。底面はほぼ平である。底部から開口部への立ち上がりは急角度であるため、底面

と確認面付近の径の差はあまりない。遺構東側部分の覆土は根により撹乱を受けている。当遺構の覆

土を切って径１２㎝の小ピットが掘り込まれている。２層は円礫を多く含む層でＳＫＦ０５の１層と類似

する。３、６層は地山土に由来する埋め戻し層と考えられるが、それらの下層には焼土を多く含む４、

７層が位置するため、繰り返し埋め戻しが行なわれていたと考えられる。底面付近でＳＫＦ０５と切り

合っているが新旧関係を明らかにすることはできなかった。遺物は、覆土から、土器片、石器が出土

している。土器は縄文時代前期後半のものが出土している。石器は、削器、石核、剥片、石皿、被熱

痕のある礫等が出土している。

時期は縄文時代と考えられるが詳細な時期については不明である。

　ＳＫＦ２０（第２７図、図版１３）

位置：ＭＧ３５グリッド

規模：開口部　長軸（北西－南東）１．１２ｍ、短軸（南西－南東）０．７９ｍ

　　　底　部　径約１．５３ｍの円形

　Ⅵ層で確認した。開口部から底部にかけての断面は ｢く ｣字状であり、遺構の頸部は狭くなってい

る。底面はほぼ平坦である。覆土は自然堆積と考える。確認面の覆土からは土器底部が出土した。２

層は焼土層であるため、遺構の埋没過程で生じた窪地を利用して火が焚かれていたと考える。遺物は、

覆土から土器片、石器、礫等が出土した。土器はポリ袋で３袋出土したがほとんどは円筒下層ａ・ｂ

式である。石器はポリ袋で１袋出土した。石錘、２次加工のある剥片、剥片等が含まれている。時期

については縄文時代と考えるが詳細な時期は不明である。

（５）土坑

　ＳＫ０２（第２７図、図版１３）

位置：ＬＴ３６グリッド

規模：長軸（北北東－南南東）１．１９ｍ、短軸（西南西－東南東）０．８６ｍ

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの掘り込みは、ごく浅いた

め、壁の立ち上がりは不明瞭である。覆土には炭化物や焼土を含む。遺物は、底面の緩やかな窪みか

ら半円状扁平打製石器が１点出土した。

　遺構の性格については、覆土に含まれる焼土や炭化物の存在から焼成に関係した遺構と推測する。

時期は縄文時代と考えられるが詳細な時期は不明である。

第４章　調査の記録

―　　―５４
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第２７図　ＳＫＦ２０フラスコ状土坑、ＳＲ２１土器埋設遺構、ＳＫ０２・１０・１１土坑

ＳＫＦ２０
１　７．５ＹＲ４／３　褐色
２　５ＹＲ５／６　 明赤褐色（焼土）褐色混じる
３　７．５ＹＲ４／３　褐色
４　７．５ＹＲ４／３　褐色　　７．５ＹＲ４／４　褐色混じる
５　１０ＹＲ６／６　 明黄褐色　　砂混じる
６　７．５ＹＲ４／３　褐色　径約１０㎜の焼土ブロック少量含む
　　　　　　　　　 　　　径約５㎜の炭化物やや僅かに含む
７　７．５ＹＲ４／４　褐色　径約５㎜の炭化物やや僅かに含む
８　７．５ＹＲ３／３　褐色　径２０～３０㎜の地山ブロックやや多く含む

ＳＫ０２
１　１０ＹＲ２／２　黒褐色　径２㎜の炭化物、
　　　　　　　　　　　　　径５㎜の地山ブ
　　　　　　　　　　　　　ロック少量含む

ＳＫ１０
１　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色
２　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色

ＳＫ１１
１　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径約１㎜の炭化物僅かに含む
２　７．５ＹＲ３／４　暗褐色
３　１０ＹＲ４／４　 暗褐色　径２～５㎜の地山ブロック多く含む
４　７．５ＹＲ４／４　褐色　　径１㎜以下の焼土粒、炭化物僅かに含む
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ＳＫ１１　Ｐ３
１　１０ＹＲ３／４　 暗褐色　径１～５㎜の炭化物僅かに含む
　　　　　　　　　　　　　 径１～２㎜の焼土ブロック少量含む
２　１０ＹＲ４／４　 褐色　　地山斑状に多く混じる
　　　　　　　　　　　　　 径１㎜以下の炭化物少量含む

ＳＫ１１　Ｐ４
１　１０ＹＲ４／４　 褐色　暗褐色斑状に多く混じる
　　　　　　　　　 　　　地山斑状にやや多く混じる
　　　　　　　　　 　　　径１～２㎜の焼土ブロック・
　　　　　　　　　 　　　炭化物少量含む
　　　　　　　　　 　　　径１～１０㎜の粘土ブロック
　　　　　　　　　 　　　少量含む
２　７．５ＹＲ４／６　褐色　径１０～２０㎜の粘土ブロック
　　　　　　　　　 　　　やや多く含む

ＳＫ１１　Ｐ５
１　７．５ＹＲ３／４　暗褐色　径約１㎜以下の炭化物
　　　　　　　　　 　　　　僅かに含む
２　７．５ＹＲ６／４　褐色　　径約１～２０㎜の地山ブ
　　　　　　　　　 　　　　ロックやや多く含む
３　７．５ＹＲ４／４　褐色　　径２～５㎜の地山ブロ
 　　　　ック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径２～５㎜の炭化物
　　　　　　　　　 　　　　少量含む
　　　　　　　　　 　　　　径約１㎜の焼土粒多く
　　　　　　　　　 　　　　含む
４　１０ＹＲ４／６　 褐色　　径１～２㎜の地山ブロ
　　　　　　　　　 　　　　ック多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径約１０㎜の炭化物少量
　　　　　　　　　 　　　　含む
　　　　　　　　　 　　　　径１０～２０㎜の焼土ブロ
　　　　　　　　　 　　　　ック僅かに含む
５　ＳＫ１１覆土



　ＳＫ１０（第２７図、図版１３）

位置：ＭＪ３６グリッド

規模：長軸（北－南）０．４７ｍ、短軸（東－西）０．４３ｍ

　Ⅵ層で２個の礫を囲む灰黄褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。壁は底面から急角度

で立ち上がる。覆土は自然堆積と考える。遺構の性格や時期を特定する遺物は出土しなかったが、覆

土から出土した炭化物の放射性炭素代測定では、ＢＰ４８４０±６０という結果が得られた。

　ＳＫ１１（第２７図、図版１３）

位置：ＭＢ・ＭＣ３４グリッド

規模：長軸（東－西）１．７８ｍ、短軸（南－北）１．４ｍ

　Ⅵ層で暗褐色の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。遺構の南西側は倒木痕により壊されてい

る。底面は平で壁は急角度で立ち上がる。覆土は自然堆積と考える。遺物は土器や石器などが、覆土

の上層部から出土している。当遺構はＳＫＰ１～５と切り合うが、当遺構より古いものがＰ３で、新

しいものがＰ１・５である。Ｐ２・４については新旧を明らかにできなかった。遺構の性格は不明で

ある。

　遺物の出土量は土器・石器それぞれ１８リットルコンテナの半分ほどである。土器は縄文時代前期の

円筒下層ａ・ｂ式期の土器と下層ｄ式期の土器が混在している。石器は石匙、石箆、石錘、擦石、石

箆、石核、剥片等が出土している。遺構の時期については、下層ｄ式期かそれ以降と考える。

　ＳＫ２３（第２４図、図版７）

位置：ウ－３グリッド

規模：長軸（東－西）０．４ｍ、短軸（南－北）０．３ｍ

　Ⅵ層で確認した。ＳＢ２３のプラン内に位置するが関係は不明である。底面はほぼ平で東壁の立ち上

がりは急であるのに対し西壁はやや緩やかである。覆土からは石核、剥片などの石器を検出した。土

器を全く含まないため、デポのような性格と考える。時期は縄文時代と考えられるが詳細については

不明である。

　ＳＫ３１（第２８図、図版１３）

位置：ＭＧ２８・２９グリッド

規模：長軸（北北西－南南東）１．４ｍ、短軸（西南西－東南東）１．０４ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。遺構の所々が、木の根による撹乱を受

けているため、底面、壁の立ち上がりとも不明瞭である。覆土から縄文時代前期後半の土器７点と剥

片２点が出土したが、遺構の性格は不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明

である。

　ＳＫ３３（第２８図、図版１４）

位置：ＭＫ２７グリッド

規模：径０．８ｍほどの円形

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。遺構の南側が撹乱を受けている。底面

は丸底気味で壁は緩い角度で立ち上がる。遺物は２層から土器片が多く出土した。出土遺物は縄文時

代前期後半の土器片（３０数点）、剥片（４点）等である。遺構の性格については不明である。時期は
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縄文時代前期後半以降と考える。

　ＳＫ５４（第２８図、図版１４）

位置：ＭＪ３８グリッド

規模：長軸（北東－南西）１．１ｍ、短軸（北西－南東）０．７８ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は凹凸があり、北西壁よりには

ピット状の掘り込みがある。壁の立ち上がりは場所によって異なり、南壁が急角度である他は緩い角

度で立ち上がる。遺物は、縄文前期後半の土器片が３点出土した。性格は不明である。時期は縄文時

代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ５５（第２８図、図版１４）

位置：ＬＲ４０グリッド

規模：長軸（北－南）１．３５ｍ、短軸（東－西）１．０５ｍ

　Ⅵ層で褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は平坦で、壁は急角度で立ち上がる。

覆土は自然堆積である。遺物は、縄文時代前期後半の土器３点と石器の剥片が５点出土した。性格は

不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ７１（第２８図、図版１４）

位置：ＭＣ４４・４５グリッド

規模：長軸（北西－南東）１．０７ｍ、短軸（北東－南西）１．０ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は丸底気味である。壁は緩い角度

で立ち上がる。底面にはＰ１、壁際にはＰ２があり、覆土はともに７層と似ていることから、当遺構

に伴うものと判断した。西側の柱穴との新旧関係は明らかにできなかった。遺物は、覆土から縄文時

代前期後半の土器片２点、剥片が１点出土した。Ｐ１の覆土からは、縄文時代前期後半の土器片３点

が出土した。遺構の性格や時期については不明であるが、中央部に位置するＰ１の存在から、上屋構

造が存在した可能性が考えられる。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ７２（第２８図、図版１４）

位置：ＬＰ４９グリッド

規模：長軸（北西－南東）（０．７５）ｍ、短軸（南西－北東）（０．６）ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。遺構の約半分が撹乱を受けているため、

底面や壁は不明瞭である。南側でＳＫＰ２２１と切り合い、当遺構が新しいことがわかった。性格は不

明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ７３・７４・７５・７７（第２９図、図版１４）

位置：ＬＰ・ＬＱ５１グリッド

規模：ＳＫ７３　長軸（北西－南東）　１．１ｍ、短軸（南西－北東）０．７２ｍ、ＳＫ７４長軸（北西－南東）

０．６ｍ、短軸（南西－北東）０．４９ｍ、ＳＫ７５長軸（北東－南西）０．８８ｍ、短軸（北西－南東）０．７３ｍ、

ＳＫ７７（北西－南東）１．９５ｍ

　Ⅵ層で褐色～暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面における土色の違いや土

層断面観察から複数の遺構の切り合いであることがわかった。形状がはっきりしているものは、ＳＫ

７３・７４・７５である。ＳＫ７３は楕円形の土坑で、壁は急角度で立ち上がる。覆土は埋め戻しの様相を示
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している。ＳＫ７４はピット状の土坑で、はっきりとした底面はなく、壁の立ち上がりは直線的ではな

い。ＳＫ７５は掘り込みの浅い土坑で、底面の高さはＳＫ７７の底面より僅かに低い程度である。ＳＫ７７

は確認面からの掘り込みが浅いため、遺構の南側が消失している。新旧関係はＳＫ７７→ＳＫ７３・７４・

７５である。ＳＫ７３～７５の新旧は不明である。遺物はＳＫ７５覆土から、剥片が１点出土している。性格

はそれぞれ不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ７６（第２８図、図版１４）

位置：ＬＲ５１・５２グリッド

規模：長軸（北北東－南南東）２．４ｍ、短軸（西南西－東南東）０．７２ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。長方形状のプランをもつ。確認面から

底面までは浅い。遺物は、覆土から縄文時代前期後半の土器片４点、両面調整石器１点、掻器１点、

剥片４点が出土した。遺物の密度が低い地区にもかかわらず覆土から様々な遺物が出土しているため、

これらの遺物は埋納あるいは廃棄したものと考える。遺構プランや出土遺物から縄文時代の墓の可能

性がある。なお、当遺構の西側にＳＤ１００があり、長軸方向が一致するため関連した施設の可能性が

ある。

　ＳＫ８６（第２９図、図版１４）

位置：ＭＥ・Ｆ５３グリッド

規模：長軸（北西－南東）１．０ｍ、短軸（南西－北東）０．８ｍ

　Ⅵ層で褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。壁は緩い角度で立ち上がる。遺物は出土

しなかった。性格は不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ８８（第２９図、図版１５）

位置：ＭＥ５７グリッド

規模：径約０．６ｍの円形。

　Ⅵ層で褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平坦で、壁は急角度で立ち上

がる。覆土は自然堆積である。遺物は、縄文時代前期後半の土器が１７点出土した。性格は不明である。

時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ８９（第２９図、図版１５）

位置：ＭＥ・Ｆ５７グリッド

規模：径約１ｍの円形。

　Ⅵ層で黒褐色～暗褐色の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平で壁は急角度で立

ち上がる。覆土は２～４層のしまりが強いのが特徴で、２層には炭化物や地山ブロックが混入してい

た。遺物は、縄文時代前期後半の土器片が３０点、剥片が５点出土した。性格については不明である。

時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ９４（第２９図、図版１５）

位置：ＭＥ５５グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．７７ｍ、短軸（北東－南西）０．５７ｍ

　Ⅵ層で黒褐色土と暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。壁は急角度で立ち上がる。

遺物は出土しなかった。性格については不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については
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第２８図　ＳＫ３１・３３・５４・５５・７１・７２・７６土坑

ＳＫ３１
１　１０ＹＲ３／４　暗褐色　径１０～２０㎜の地山ブロ
　　　　　　　　　　　　　ック少量混入
２　１０ＹＲ３／４　暗褐色　径１～５㎜の地山ブ
　　　　　　　　　　　　　ロック多量混入
３　１０ＹＲ５／６　黄褐色　地山ブロック　

ＳＫ３３
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　黄褐色筋状に流れ込む
３　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径２～３㎜の地山ブロ
　　　　　　　　　　　　　ック少量含む
４　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　黒褐色混じる
５　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　暗褐色混じる

ＳＫ５４
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　炭化物少量含む
２　１０ＹＲ４／６　 褐色
３　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色
４　７．５ＹＲ４／６　明褐色　暗褐色混じる

ＳＫ５５
１　１０ＹＲ４／４　 褐色
２　１０ＹＲ５／２　 灰黄褐色　黒褐色（粘土状）少量混じる　
　　　　　　　　　 　　　　　径２～３㎜の炭化物少量含む
３　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色
４　１０ＹＲ４／４　 褐色
５　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色　径２～３㎜の地山ブロック微量含む
６　１０ＹＲ５／２　 灰黄褐色　粘土質　地山ブロック状に少量混じる
７　７．５ＹＲ５／６　明黄褐色　
※１～７ともしまり強い　

ＳＫ７２
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎝程度微量含む
２　１０ＹＲ４／４　褐色　　地山混じる
（ＳＫＰ２２１）
３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　焼土粒微量含む
４　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　黒褐色やや多く混じる　
　　　　　　　　　　　　　　　　黄褐色少量混じる
５　１０ＹＲ４／４　褐色　黒褐色やや多く混じる　
　　　　　　　　　　　　径２～１５㎜の地山ブロックやや多くむ

ＳＫ７１
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎜程度の地山ブロック少量含む　
　　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の炭化物微量含む
　　　　　　　　　　　　　焼土少量混じる
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック状に微量含む
３　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山少量混じる
４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５～１０㎜の地山ブロック　やや多く含む
５　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　暗褐色微量混じる
６　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　
７　１０ＹＲ３／２　黒褐色　地山ブロック状に微量含む

ＳＫ７６
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～２０㎜の地山ブロック微量含む
２　１０ＹＲ４／４　褐色　地山ブロック状に少量混じる
３　１０ＹＲ４／４　褐色　地山ブロック状に微量含む
４　１０ＹＲ４／６　褐色　地山ブロック少量含む
５　１０ＹＲ４／４　褐色
６　１０ＹＲ３／３　暗褐色　地山ブロック状に少量混じる



不明である。

　ＳＫ９９（第２９図、図版１５）

位置：ＬＴ５０グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．８５ｍ、短軸（北東－南西）０．７７ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの掘り込みが浅いため、壁

と底面の境界は不明瞭である。覆土は人為堆積の可能性がある。遺物は、覆土から縄文時代前期後半

の土器片が約４０点、剥片が３点、礫が２点出土した。性格については不明である。時期は縄文時代と

考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ１０３（第２５図、図版１２）

位置：ＭＤ６１グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．７７ｍ、短軸（北東－南西）（０．７１）ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平坦であるが、底面の南東

部に一段深い掘り込みがある。壁は急角度で立ち上がる。ＳＫＩ１０４を切ってつくられているため、

ＳＫＩ１０４より新しいといえる。遺物は、覆土から縄文時代前期後半の土器片５点出土した。性格は

不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ１０５（第２９図、図版１５）

位置：ＭＣ５６グリッド

規模：長軸（北東－南西）１．２８ｍ、短軸（北西－南東）０．９３ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平で、壁は急角度で立ち上

がる。底面のしまりは強い。覆土は人為堆積の可能性がある。遺物は、覆土から石匙が出土した。性

格については不明である。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ１０６（第３０図）

位置：ＬＧ４７グリッド

規模：長軸（北西－南東）１．３４ｍ、短軸（北東－南西）０．８７ｍ

　Ⅵ層でにぶい黄褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの掘り込みが浅いた

め、壁と底面の境界は不明瞭である。覆土は人為堆積の可能性がある。遺物は出土しなかった。性格

については不明である。中央に柱穴状のピットがあり、当遺構を切って掘り込まれている。時期は縄

文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ２０１（第３０図、図版１５）

位置：ＭＩ３８グリッド

規模：約０．５ｍの不整円形

　Ⅵ層で褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平坦である。覆土から土器片

が多数出土した。遺物は土器片がポリ袋で２つ、使用痕のある剥片と剥片が各１点出土した。土器片

は小片がほとんどある。文様には斜行縄文、羽状縄文がみられる。これらの遺物は当遺構に廃棄され

たものと考える。時代は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＫ２０２（第３０図、図版１５）

位置：ＭＪ３８グリッド
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規模：長軸（北－南）０．９１ｍ、短軸（東－西）０．８７ｍ

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの深度は浅く、底面は丸み

をおびる。遺物は出土しなかった。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＫ２０３（第３０図、図版１５）

位置：ＭＪ３８グリッド

規模：長軸（北東－南西）０．５３ｍ、短軸（北西－南東）０．４８ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの深度は浅いが、底面、壁

の区別は明瞭である。壁は垂直に近い角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中央部にピット

状の掘り込みがある。遺物は出土しなかった。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明で

ある。

　ＳＫ２０４（第３０図、図版１６）

位置：ＭＪ３７グリッド

規模：長軸（北－南）０．７２ｍ、短軸（東－西）０．６７ｍ

　Ⅵ層で褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近い角度

で立ち上がる。遺物は剥片１点と小礫１点が出土した。時期は縄文時代と考えられるが詳細について

は不明である。

（６）土器埋設遺構

　ＳＲ０９（第３０図、図版１６）

位置：ＭＪ３５グリッド

規模：径０．１４ｍ

　Ⅵ層で確認した。土器埋設時の掘り形は確認できなかった。土器は底部付近のみで胴～口縁部がな

いため、削平された可能性がある。土器の特徴から、時期は縄文時代前期後半の円筒下層式期と考え

る。

　ＳＲ１２（第３０図、図版１６）

位置：ＬＱ３４グリッド

規模：径０．２ｍ

　Ⅵ層で確認した。確認面から土器底面までの深さは１２㎝である。土器埋設時の掘り形は確認できな

かった。口縁部付近がないため、削平された可能性がある。土器の特徴から、時期は縄文時代前期後

半と考える。

　ＳＲ１５（第３１図、図版１６）

位置：ＭＢ３４グリッド

規模：径０．１４ｍ

　Ⅵ層で確認した。確認面から土器底面までは５㎝ほどしかない。土器埋設時の掘り形は土器より一

回り大きい。胴部から口縁部にかけて欠損しているため、削平された可能性がある。土器の特徴から、

時期は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＲ２１（第２７図）
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第２９図　ＳＫ７３～７５・７７・８６・８８・８９・９４・９９・１０５土坑

Ｓ Ｋ ７ ３ 

Ｓ Ｋ ７ ７ 

Ｓ Ｋ ７ ５ 

Ｓ Ｋ ７ ４ 

Ｓ Ｋ Ｐ ２ ２ ３ 

Ｓ Ｋ Ｐ ２ ４ ０ 

Ｓ Ｋ Ｐ ２ ４ １ 

Ｓ Ｋ ８ ６ Ｓ Ｋ ８ ８ 

Ｓ Ｋ ８ ９ 

Ｓ Ｋ ９ ４ Ｓ Ｋ ９ ９ Ｓ Ｋ １ ０ ５ 

Ａ 

Ｅ 

Ｄ
 

Ｂ 
Ｆ Ｈ 

Ｃ
 

Ｇ 

Ａ Ｂ 

Ｆ Ｅ 

Ｄ
 

Ｃ
 

Ｈ
 

Ｇ
 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ Ｂ 

１ ６ ． ３ ０ ０ ｍ １ 

２ 

３ 

１ ６ ． ３ ０ ０ ｍ 

１ 

Ｓ 

１
 ６
 ．
 
３
 ０
 ０
 ｍ
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
 ６
 ．
 
３
 ０
 ０
 ｍ
 

１
 

１ ６ ． １ ０ ０ ｍ 

１ 

１ ６ ． ４ ０ ０ ｍ 

１ 

２ 
３ 

１ ６ ． ４ ０ ０ ｍ 

地山ブロック １ ２ ２ 

３ 

４ 

１ ６ ． ３ ０ ０ ｍ 

１ ２ 

１ ６ ． ０ ０ ０ ｍ 

１ 
２ 

３ 

４ 

カ
ク
ラ
ン 

１ ６ ． ４ ０ ０ ｍ 

１ 

０ ２ ｍ 

Ｓ Ｋ ７ ３ 
Ｓ Ｋ ７ ７ Ｓ Ｋ ７ ５ 

Ｓ
 Ｋ
 Ｐ
 ２
 ２
 ３
 

Ｓ
 Ｋ
 ７
 ５
 

Ｓ
 Ｋ
 ７
 ７
 

Ｓ
 Ｋ
 ７
 ４
 

Ｓ
 Ｋ
 ７
 ４
 

Ｓ
 Ｋ
 Ｐ
 ２
 ４
 １
 

ＳＫ８６
１　１０ＹＲ４／４　褐色　径５㎜程度の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　しまり強い

ＳＫ８８
１　１０ＹＲ４／４　褐色
２　１０ＹＲ３／４　にぶい黄褐色
３　１０ＹＲ４／６　褐色
※１～３ともしまり強い　

ＳＫ８９
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径１０㎜程度の炭化物少量含む
　　　　　　　　　　　　　地山ブロック状に少量混じる
３　１０ＹＲ４／４　褐色　
４　１０ＹＲ４／４　褐色　黄褐色少量混じる
※全体的にしまるが２～４がとくにしまる

ＳＫ９４
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径５㎜程度
　　　　　　　　　 の地山ブロック微量含む
２　１０ＹＲ３／２．５　黒褐色～暗褐色

ＳＫ７３・７４・７５・７７
Ａ－Ｂ
１　１０ＹＲ４／４　褐色
２　１０ＹＲ４／４　褐色　にぶい黄褐色やや多く混じる
３　１０ＹＲ４／４　褐色　暗褐色やや多く混じる
Ｅ－Ｆ
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径３～１０㎜の地山ブロック少量
　　　　　　　　　　　　含む
Ｃ－Ｄ
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～２０㎜地山ブロックやや多く
　　　　　　　　　　　　　含む　
　　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の炭化物微量含む
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　にぶい黄褐色少量混じる
３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　にぶい黄褐色少量混じる　部分的
　　　　　　　　　　　　　に赤褐色化
４　１０ＹＲ４／４　褐色　にぶい黄褐色、地山少量混じる
５　１０ＹＲ４／６　褐色　黒褐色混じる
Ｇ－Ｈ
１　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山ブロック状に少量
　　　　　　　　　　　　　　　　混じる　
　　　　　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の炭化物微量
　　　　　　　　　　　　　　　　含む

ＳＫ９９
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径１０㎜程度の地山
　　　　　　　　 ブロック少量含む
　　　　　　　　 径５㎜程度の炭化物やや
　　　　　　　　 多く含む
２　１０ＹＲ４／４　 褐色　径１０㎜程度の地山
　　　　　　　　 ブロックやや多く含む
３　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　１がブロック状
　　　　　　　　 に沈下した部分
４　７．５ＹＲ５／６　明褐色　暗褐色少量混じる

ＳＫ１０５
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径１０㎜の地山
　　　　　　　　　ブロック少量含む
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第３０図　ＳＫ１０６・２０１・２０２・２０３・２０４土坑、ＳＲ０９・１２・３０土器埋設遺構

ＳＫ１０６
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～５㎜の炭化物少量含む
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２０～３０㎜の地山含む
３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～５㎜の炭化物少量含む　焼土微量含む
４　１０ＹＲ４／４　褐色　径５㎜の地山ブロックを多量含む

ＳＫ２０１
１　７．５ＹＲ４／４　褐色
２　７．５ＹＲ４／６　褐色

ＳＫ２０２
１　１０ＹＲ２／３　 黒褐色
２　７．５ＹＲ５／６　明褐色

ＳＫ２０３
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色
２　７．５ＹＲ４／４　褐色

ＳＫ２０４
１　１０ＹＲ４／４　 褐色　　炭化物・焼土多く含む
２　７．５ＹＲ５／６　明褐色　径約５㎜の炭化物少量含む
３　７．５ＹＲ４／４　褐色　　炭化物少量含む
４　７．５ＹＲ５／６　明褐色　径約５㎜の炭化物少量含む
５　７．５ＹＲ４／４　褐色　　径５～１０㎜の炭化物、焼土少量含む

ＳＲ０９
１　１０ＹＲ５／３　にぶい黄褐色 ＳＲ１２

１　７．５ＹＲ４／４　褐色　地山ブロック多く含む

ＳＲ３０
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径２～３㎜の地山ブロック
　　　　　　　　　　　　　微量含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　１０ＹＲ３／１　黒褐色混じる
　　　　　　　　　　　　　径５㎜程度の地山ブロック
　　　　　　　　　　　　　少量含む
３　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径５㎜程度の地山ブロック
　　　　　　　　　　　　　少量含む



位置：ＭＧ３５グリッド

規模：径０．１７ｍ

　ＳＫＦ２０の覆土で確認した。底部付近しか残っていないため、土器埋設時の掘り形は確認できな

かった。ＳＫＦ２０の埋没過程で生じる窪地を利用してつくられた土器埋設遺構と考えられる。胴部か

ら口縁部にかけて欠損しているため、削平された可能性がある。時期は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＲ３０（第３０図、図版１６）

位置：ＭＪ２８グリッド

規模：径０．２５ｍ

　Ⅳ層で確認した。確認面から土器底面までの深さは約３０㎝で、掘り込みはⅥ層に達している。土器

埋設時の掘り形は底部から下の部分で確認した。２層は土器埋設時に深く掘り過ぎた部分を埋め戻し

た層とみられる。時期は縄文時代後期後半と考える。

　ＳＲ６２（第３１図、図版１６）

位置：ＬＰ４５グリッド

規模：径０．２８ｍ

　Ⅳａ層で確認した。断割りにより、伏せた形で埋設された土器であることが判明した。明瞭な掘り

形は確認できなかったが、遺構周辺に褐色土と焼土粒が混入した部分（１層）が認められた。遺構周

辺は固く締まっている。Ⅳａ層を掘り込んでつくった土器埋設遺構と考える。土器の特徴から、時期

は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＲ６９（第３１図、図版１６）

位置：ＬＰ４６グリッド

規模：径０．２５ｍ

　Ⅳａ層で確認した。確認面から土器底面までの深さは約２５㎝である。土器埋設時の掘り形は部分的

に確認できた。遺構周辺は固く締まっている。Ⅳａ層を掘り込んでつくった土器埋設遺構と考える。

土器は斜位に埋設されている。南西に隣接して石錘が出土した。土器の特徴から、時期は縄文時代前

期後半と考える。

　ＳＲ７８（第３１図、図版１７）

位置：ＬＳ５０グリッド

規模：径０．２４ｍ

　Ⅴ層で確認した。当遺構はⅤ・Ⅵ層を掘り込んでつくられている。確認面から土器底面までの深さ

は約２０㎝である。土器埋設時の掘り形は径４０㎝ほどである。土器の内部に土器片が多く入り込んでい

るため、遺構がつくられてからあまり時間の経たないうちに撹乱された可能性がある。土器の特徴か

ら、時期は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＲ８４（第３１図、図版１７）

位置：ＭＢ４０グリッド

規模：径０．１５ｍ

　Ⅵ層で確認した。確認面から土器底面までの深さは５㎝である。土器埋設時の掘り形は土器よりも

一回り大きい。土器は掘り形底面を少し埋め戻した後、正立させた状態で埋設している。口縁部付近
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がないため、削平された可能性がある。南に１ｍ離れたところにはＳＲ８５がある。土器の特徴から、

時期は縄文時代前期後半と考える。

　ＳＲ８５（第３１図、図版１７）

位置：ＭＢ３９

規模：径０．１２ｍグリッド

　Ⅵ層で確認した。確認面から土器底面までの深さは約２０㎝である。土器埋設時の掘り形は径２０㎝ほ

どである。土器は掘り形底面に正立させた状態で埋設している。口縁部付近がないため、削平された

可能性がある。北に１ｍ離れたところにはＳＲ８４がある。土器の特徴から、時期は縄文時代前期後半

と考える。

（７）焼土遺構

　ＳＮ０３（第３１図、図版１７）

位置：ＬＲ３４グリッド

規模：長軸（南西－北東）０．５ｍ、短軸（北西－南東）０．３８ｍ

　Ⅵ層で焼土の広がりを確認した。確認面からは礫が出土した。焼土と捉えた範囲はブロック状の焼

土が密集した部分であり、その場で形成された焼土か疑問が残るところもある。時期は縄文時代と考

えられるが詳細については不明である。

　ＳＮ１８（第３２図、図版１７）

位置：ＬＳ３５グリッド

規模：長軸（北東－南西）０．５５ｍ、短軸（北西－南東）０．４８ｍ

　Ⅵ層で焼土の広がりを確認した。南東部が撹乱の影響を受けている。被熱は最深部で確認面下約１０

㎝に及ぶ。時期は縄文時代と考えられるが詳細については不明である。

　ＳＮ６１（第３２図、図版１７）

位置：ＬＯ・ＬＰ４５グリッド

規模：長軸（北北西－南南東）０．７８ｍ、短軸（西南西－東南東）０．７８ｍ

　Ⅳ層で焼土の広がりを確認した。被熱は最深部で確認面下約１０㎝に及ぶ。遺構の周囲は固くしまり、

土器片が多く出土した。当遺構に伴う掘り込みがないため、当時の生活面上に近いレベルで形成され

た焼土と推測する。時期は周辺の遺物の出土状態から、縄文時代前期後半と考える。

　ＳＮ７０（第３２図、図版１７）

位置：ＬＱ４６グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．８ｍ、短軸（北東－南西）０．６４ｍ

　Ⅳ層で焼土の広がりを確認した。中央部が特に焼土の発達が良い。被熱は最深部で確認面下約１０㎝

に及ぶ。遺構の周囲は固く締まり、土器片が多く出土した。当遺構に伴う掘り込みがないため、当時

の生活面上に近いレベルで形成された焼土と推測する。時期は周辺の遺物の出土状態から、縄文時代

前期後半と考える。

　ＳＮ１０２（第３２図、図版１７）

位置：ＭＥ６４グリッド
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規模：長軸（南－北）０．５ｍ、短軸（東－西）０．４４ｍ

　Ⅵ層で焼土の広がりを確認した。南側が焼土の発達が良い。被熱は最深部で確認面下約１３㎝に及ぶ。

確認面に縄文土器片が突き刺さるような状態で出土した。時期の詳細については不明である。

（８）溝状遺構

　ＳＤ２５（第３２図、図版１７）

位置：イ－３グリッド

規模：長さ（西北西－東南東）３ｍ以上、幅（北北東－南南西）０．２～０．３ｍ

　Ⅳ層で確認した。覆土はⅢ層である。底面はほぼ平で壁は急角度で立ち上がる。遺物は、土器片ポ

リ袋で２袋、半円状扁平打製石器２点、剥片ポリ袋１袋　が出土した。時期はⅢ層が堆積しているこ

とによって縄文時代前期後半と考える。測道南側土層ベルト断面で溝状の掘り込みを確認したが同一

のものである可能性が高い。

　ＳＤ１００（第３２図、図版１４）

位置：ＬＲ５１グリッド

規模：長さ（北北西－南南東）０．９ｍ、幅（西南西－東北東）０．３３ｍ

　Ⅵ層で確認した。ＳＫ７６の西に平行する位置にある。覆土は記録できなかった。底面はほぼ平坦で

ある。遺物は出土しなかった。ＳＫ７６と長軸方向が一致するため、関連した施設の可能性がある。

（９）柱穴様ピット（付図）

　北側調査区の主に４２ライン以北で多く検出した。覆土には、地山ブロックが混入しているものが多

い。縄文時代の遺構覆土の特徴である粘性としまりがあるものを縄文時代の柱穴として扱った。本来

は建物を構成したものである可能性が高いが、検出数が膨大なため、復元できたものは僅かな数に留

まった。

（１０）捨て場（第１１図、図版１・５）

　調査区南側の緩斜面で検出した。その広がりは調査区外東西にも及ぶ。縄文時代前期後半の遺物を

包含するが、時期は主に２時期に分けられる。１つは円筒下層ａ・ｂ式前後の時期、１つは円筒下層

ｄ式前後の時期である。遺物量は前者の方が多い。これら２時期の遺物は円筒下層式が中心であるが、

大木系の土器も含まれている。

　捨て場では人為的な堆積層を確認した。この層（Ⅲ層）は黄褐色土を主体とする層で、所々に焼土

を含む。これらの層は、捨て場上位にある台地平坦面から運び出されたと考える。具体的には、遺構

構築に伴い生じた排土を捨てたものと考える。

　遺物分布の特徴として、調査区内の捨て場中央部の緩やかな谷からの遺物出土量が少ないことがあ

げられる。そのため、この谷が何らかの境界として機能していた可能性がある。

　捨て場からは大量の土器や石器が出土した。土器については、胎土に植物繊維を含んだものが多い

ためか保存状態が悪く、復元できたものは少ない。また、文様については不明瞭なものが多かった。

　石器は、石錘、半円状扁平打製石器、円盤状石製品の出土量が多い。
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第３１図　ＳＲ１５・６２・６９・７８・８４・８５土器埋設遺構

ＳＲ６２
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　褐色混じる　径２㎜程度の焼土粒微量含む

ＳＲ６９
１　７．５ＹＲ３／４　暗褐色
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色

ＳＲ１５
１　７．５ＹＲ４／４　褐色
２　７．５ＹＲ４／６　褐色　　炭化物僅かに含む
３　７．５ＹＲ３／４　暗褐色
４　７．５ＹＲ４／６　褐色（Ⅵａ層　シルト）
５　７．５ＹＲ５／６　明褐色（Ⅵｂ層　細粒砂）

ＳＲ７８
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色
２　１０ＹＲ４／４　 褐色
３　１０ＹＲ４／４　 褐色　焼土粒含む
４　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　粘質土
５　７．５ＹＲ４／４　褐色
６　１０ＹＲ４／４ 褐色

ＳＲ８４
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎜の地山・焼土ブロック僅かに含む
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　褐色少量混じる

ＳＲ８５
１　１０ＹＲ２／３　暗褐色　径約１０㎜の地山ブロック僅かに含む
２　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色
３　１０ＹＲ５／３　にぶい黄褐色　暗褐色少量混じる
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第３２図　ＳＮ０３・１８・６１・７０・１０２焼土遺構、ＳＤ２５・１００溝跡
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ＳＮ０３
１　７．５ＹＲ３／３　暗褐色　径３～３０㎜の焼土
　　　　　　　　　 　　　　ブロックを多く含む
　　　　　　　　　 　　　　径約１㎜の炭化物を
　　　　　　　　　 　　　　僅かに含む

ＳＮ１８
１　５ＹＲ５／４　にぶい赤褐色（焼土）

ＳＮ６１
１　５ＹＲ４／４　 にぶい赤褐色　黒褐色少量
　　　　　　　　　 　　　　　　　混じる
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色　径２～３㎜の
　　　　　　　　　 　　　　炭化物少量含む

ＳＮ７０
１　５ＹＲ５／４　 にぶい赤褐色
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色　５ＹＲ５／４　にぶい赤褐色少量混じる
　　　　　　　　　　　　　　炭化物僅かに含む

ＳＮ１０２
１　１０ＹＲ５／８　 明赤褐色　焼土
２　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　　土器多く含む
３　１０ＹＲ４／３　 にぶい黄褐色
４　７．５ＹＲ４／４　褐色
※１～４ともに硬化
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第３３図　遺構内出土遺物（１）
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第３４図　遺構内出土遺物（２）
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第３５図　遺構内出土遺物（３）
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第３６図　遺構内出土遺物（４）
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第３７図　遺構内出土遺物（５）
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第３８図　遺構内出土遺物（６）
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第３９図　遺構内出土遺物（７）
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第１表　柱穴様ピット一覧（１）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
２２１ LP４９ ４０ ２２ ３１４ LR４４ １４ １７ ４００ LO４６ １８ １９ 
２２２ MG４４ ３６ ２５ ３１５ LR４４ １４ １３ ４０１ LO４９ ２６ １３ 石錘、土器底部出土 
２２３ LP５２ ３０ ３０ ３１６ LR４４ １４ ８ ４０２ LO４９ ２４ ２４ 
２２４ LS４１ ３８ ８ ３１７ LR４４ ２６ ２２ ４０３ LO４９ １６ ８ 
２２５ LS４０ ２２ １８ ３１８ LR４４ １４ ８ ４０４ LP４９ ３４ ３２ 
２２６ LS４０ ２６ ５ ３１９ LR４５ ５２ １８ フレイク出土 ４０５ LO４９ ３０ ２６ 
２２７ LS４０ ２４ １１ ３２０ LR４５ １２ １６ ４０６ LO４９ ４２ ２０ 
２２８ LS４０ ２８ ３８ ３２１ LQ４５ ３２ ６ ４０７ LO４９ １６ － 
２２９ LT３９ ２４ １０ ３２２ LQ４５ ３４ ２０ ４０８ LO４９ ２２ ２２ 
２３１ LT４０ １６ １０ ３２３ LQ４５ ２０ ２０ ４０９ LO４９ ２６ ３２ 
２３２ LT４０ ２４ １２ ３２４a LQ４５ ２４ １７ 土器片、小円礫出土 ４１０ LO４９ １８ １８ 
２３３ LT４０ ２２ １４ ３２４b LQ４５ １８ １７ ｂ→ａ ４１１ LO４９ ２０ １０ 
２３４ LT４０ ２０ １０ ３２５a LQ４５ ３４ ９ 土器片、フレイク、小円礫出土。Bを切る。 ４１２ LO４９ ２８ １９ 
２３５ LT４１ ２０ ４ ３２５b LQ４５ ２２ １８ ｂ→ａ ４１３ LO５０ １６ １０ 
２３６ LT４１ １８ ５ ３２６a LQ４５ ２４ １５ 焼土粒小微量混入 ４１５a LO５０ ８４ － b→ａ、c→ａ、径（b～a～c） 
２３７ LT４１ １６ ５ ３２６b LQ４５ ２４ ９ ｂ→ａ ４１５b LO５０ ８４ ２６ 径（b～a～c） 
２３８ LT４１ ２２ ６ ３２７a LQ４５ ３８ １７ 焼土粒極小微量混入 ４１５c LO５０ ８４ ２６ 径（b～a～c） 
２３９ LT４０ ２６ ５ ３２７b LQ４５ ２８ ２０ 焼土粒極小微量混入 ４１６ LO５０ ２２ ２０ 
２４０ LP５２ ３２ ３４ ３２８ LQ４６ ２０ ５ 小円礫、フレイク出土 ４１７ LO５０ ４０ ３２ 
２４１ LP５２ ２８ １２ ３２９ LQ４５ １８ １２ ４２０ LO５０ ２２ １３ 
２４２ LR４５ ２４ １０ ３３０ LQ４５ １６ １１ ４２１ LO５０ ２２ １７ 
２４３ LR４５ ２０ １２ ３３１ LQ４５ ２０ － ４２２ LO５０ １８ ６ 
２４４ LR４５ ２０ １５ ３３２ LQ４５ １８ １８ ４２３ LO５１ ３２ ４６ 土器片出土 
２４５ LR４５ １４ １１ ３３３ LQ４５ １２ ７ ４２４ LO５０ ２２ － 
２４６ LR４５ ２０ ９ 土器片出土 ３３４ LQ４５ ２８ １８ ４２５ LO５１ ２４ ９ 
２４７ LR４５ ２８ ８ ３３５ LQ４５ ２８ １８ 焼土粒微量混入 ４２６ LN５１ ３０ ３３ 
２４８ LR４５ ２０ ３ ３３６ LQ４５ ２０ ６ ４２７ LN５２ ２４ ３１ 
２４９ LR４５ ２６ １８ 土器片出土 ３３７ LQ４５ １６ ７ ４２８ LO５２ ２４ １４ 
２５０ LR４５ ２０ ２３ ３３８ LQ４５ １４ １１ ４２９ LO５２ ２０ １５ 
２５１ LR４５ ２０ ２３ ３３９ LQ４４ １４ ６ ４３０ LO５２ ２４ ３ 
２５２ LR４５ ２４ １７ ３４０ LP４５ ２８ １９ ４３１ LO５２ ２０ １２ 
２５４ LR４５ ２６ １７ フレイク出土 ３４１ LP４５ １８ ９ ４３３ LP５２ ２２ １８ 
２５５ LR４５ １８ １８ ３４２ LP４５ １４ １５ ４３４ LP５１ １８ １１ 
２５６ LR４５ １８ １９ ３４３ LP４５ ２４ １０ ４３５ LP５１ ２６ １８ 楕円形の扁平礫出土 
２５７ LR４５ ２２ １５ ３４４ LP４５・４４ ２２ ２２ ４３６a LP５０ ２８ １３ 
２５８ LR４５ ２０ １５ 土器片、フレイク出土 ３４５ LP４５ １４ １２ 出土礫 ４３６b LP５０ ２８ １２ 
２５９ LR４５ ２４ ７ ３４６ LP４５ ２０ １４ ４３７ LP５０ ３４ １４ 
２６０ LR４５ ２０ １６ 炭化物少量混入 ３４７ LP４５ １４ １３ ４３８ LP４９・５０ ３０ １６ 
２６１ LR４５ ２０ １２ ３４８ LP４５ ２８ １３ ４３９ LP５０ ２６ １５ 
２６２ LR４５ ４４ ２８ 土器片出土 ３４９ LP４５ １６ １３ ４４０ LP５０ ２４ ２４ ４４０→４４１ 
２６３ LR４５ ２８ １２ ３５０ LP４５ １２ １７ ４４１ LP５０ １８ １３ 
２６４ LR４５ ２２ ２０ ３５１ LP４５ ２０ １８ ４４２ LP５０ ２８ １９ 
２６５ LR４５ １８ １２ ３５２ LP４５ １４ １０ ４４３ LP５０ ２４ ３５ 
２６６ LR４５ ２４ １４ ３５３ LP４５ ３４ ３６ ４４４ LP５０ ２２ １２ 
２６７ LR４５ ３２ ３０ ３５４ LP４５ １８ ２４ ４４５ LP５０ ２８ ２２ 
２６８ LR４５ １２ １５ ３５５ LP４５ ２２ ２０ ４４７ LP４９・５０ ３４ １９ 
２６９ LR４５ １２ ６ ３５６ LP４５ １８ １３ ４４８ LP５０ ２０ １０ 
２７０ LR４５ １６ ６ ３５７ LP４５ １８ ２０ ４４９ LP５０ ２０ ９ 土器片出土 
２７１ LR４５ １２ １６ ３５８ LP４５ １６ ３０ ４５０ LP５０ ２４ ２７ 
２７２ LR４５ ２２ １７ ３５９ LP４５ ３２ ８ ４５１ LR４７ ２４ １５ 
２７３ LR４５ １２ ６ ３６０ LP４５ ２０ ２２ ４５２ LR４８ ５２ ２１ 焼土粒極小微量混入 
２７４ LR４５ １６ ６ 偏平小礫出土 ３６１ LP４５ １８ ２３ ４５３ LR４７ ５４ ４７ 
２７５ LR４５ ２６ ３７ ３６２ LP４５ １６ １６ ４５４ LR４７ ２２ １６ 
２７７ LR４５ ２０ １９ ３６３ LP４５ ２４ １３ ４５５a LR４７ ４８ ２５ 径（４５５ａ～ｂ） 
２７８ LR４５ ２０ ２０ フレイク数点出土 ３６５ LP４４ １６ １７ ４５５b LR４７ ４８ １９ 径（４５５ａ～ｂ） 
２７９ LR４５ ２６ １３ ３６６ LP４４ １８ ９ ４５６ LR４７ ５４ ９ 
２８０ LR４５ ４６ ２９ ３６７ LP４４ １８ ９ ４５７ LR４７ ３０ ４３ 
２８１ LR４５ ３２ ２９ ３６８ LP４４ ２２ ２０ ４５８ LR４７ ２２ ２３ 
２８２ LR４５ １６ １８ ３６９ LP４４ ２４ ６ ４５９ LR４７ ２０ ２０ 
２８３ LR４５ １０ １２ ３７０ LP４４ １４ １７ 焼土粒極小微量混入 ４６０ LR４７ ２８ ２１ 
２８４ LR４５ ２６ １８ ３７１ LP４４ ３０ １６ 焼土粒極小微量混入 ４６１ LR４７ ４２ １６ 径（４６１～４６２） 
２８５ LR４５ ３０ １６ ３７２ LP４３ １８ １０ ４６２ LR４７ ４２ ２８ 径（４６１～４６２） 
２８６ LR４５ １４ １２ ３７３ LP４３ ２６ １７ ４６３ LR４６ １４ ２１ 
２８７ LR４５ ２６ １８ 焼土粒極小微量混入 ３７４ LP４３ ２６ ７ ４６４ LR４７ ２４ ３２ 
２８８ LR４５ ２８ １３ ３７５ LP４４ ２６ １２ 焼土粒極小微量混入 ４６５ LR４７ ３０ １２ 
２８９ LR４５ ２６ １９ フレイク、土器片出土 ３７６ LP４４ ２８ １７ ４６６ LR４７ ５４ １５ 径（４６６～４６７） 
２９０ LR４５ ２２ ９ ３７７ LQ４４ ２４ １２ ４６７ LR４７ ５４ ３１ 径（４６６～４６７） 
２９２ LR４６ １２ ５ ３７８ LQ４４ ２２ １１ ４６８ LR４７ １６ １４ 
２９３ LR４６ １６ ５ 焼土粒極小微量混入 ３７９ LQ４４ １８ ４ ４６９ LR４７ ２０ １４ 
２９４ LR４６ １２ １２ ３８０ LQ４４ ２４ １１ ４７０ LR４７ ３０ ４０ 
２９５a LR４６ ２０ ３１ ３８１ LQ４４ ２２ １８ ４７２ LR４７ １６ １４ 
２９５b LR４６ ４６ ９ 土器片出土 ３８２ LQ４４ １６ ８ ４７３ LR４７ １４ ２１ 
２９５c LR４６ ２８ １６ ３８３ LQ４４ ２２ １５ ４７４ LR４７ １６ ２０ 
２９６a LR４６ ４０ １７ ｂ→ａ ３８４ LQ４４ ２２ １１ ４７５ LR４７ ３２ １１ 
２９６b LR４６ ４０ 〃 焼土粒極小少量混入 ３８５ LQ４４ ２４ １６ ４７６ LR・LS４７ ２２ ２０ 
２９７ LR４６ ２８ ２３ 土器片出土 ３８６ LQ４４ １６ ７ ４７７ LR４７ １４ ７ 
２９８a LR４６ ３０ １５ ｂ→ａ、ｃ→ａ ３８７ LQ４４ ２４ １３ ４７８ LR４７ １８ ２２ 
２９８b LR４６ １６ １２ ３８８ LQ４４ １６ １５ ４７９ LR４７ ２０ ２９ 
２９８c LR４６ ２８ ２５ ３８９ LQ４４ １８ １７ ４８０ LR４７ ２０ ２１ 
２９９ LR４６ １６ ２０ ３９０ LQ４４ ３０ １６ ４８１ LR４７ ５４ １７ 
３００ LR４６ ２２ １６ ３９１a LO４５ ５０ １１ ｂ→ａ　径（３９１a～b～c） ４８２ LR・LS４７ １８ １０ 
３０１ LR４６ １６ １６ ３９１b LO４５ ５０ １５ 径（３９１a～b～c） ４８３ LR・LS４７ ４４ ２５ 
３０２a LR４６ １６ １６ ３９１c LO４５ ５０ ２０ ｃ→ｂ径（３９１a～b～c） ４８４ LR・LS４７ ２２ １４ 
３０２b LR４６ ２８ ７ ３９１d LO４５ ２０ １３ ４８５ LR・LS４７ ２４ １２ 
３０３ LR４６ １６ ９ ３９２ LO４５ ４０ １６ ４８６ LS４７ ２８ ９ 
３０４ LR４６ ２４ １５ ３９３a LO４５ ５０ ６ 径（３９３a～b～c） ４８７ LS４７ ２２ １６ 
３０５ LR４６ １６ １０ ３９３b LO４５ ５０ ２３ 径（３９３a～b～c） ４８８ LS４８ １６ １５ 
３０６ LR４６ １２ ２０ ３９３c LO４５ ５０ ２１ 径（３９３a～b～c） ４８９ LS４７ ２２ １３ 
３０７ LR４４ ２２ １１ 土器片出土 ３９４ LO４５ ２４ ２２ ４９０ LS４７ ２８ １０ 
３０８ LR４４ ２６ １８ フレイク出土 ３９５ LO４５ ２４ ３１ ４９１ LS４７ ３２ １８ 
３０９ LR４４ ２６ ２８ ３９６a LO４６ １８ １５ ４９２ LS４７ １２ ２３ 
３１０ LR４４ １８ ２ ３９６b LO４６ １８ １５ ４９３ LS４７ ２４ １６ 
３１１ LR４４ ２８ １３ ３９６c LO４６ １８ ２０ ４９４ LS４７ １８ １９ 
３１２a LR４４ １８ １８ ｂ→ａ ３９７ LO４６ １４ ２６ ４９５ LS４７ ２２ １３ 
３１２b LR４４ １４ ７ ３９８ LO４６ １６ ６ ４９６ LS４７ ４８ ２０ 
３１３ LR４４ ２０ ２６ ３９９ LO４６ １６ ７ ４９７ LS４７ ４６ １６ 
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番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
４９８ LS４７ ２６ ２９ ５９４ LS４５ ３４ ２２ ７０５ MB４４ ３８ ２３ 焼土粒小少量・白色粘土塊少量混入 
４９９ LS４７ １４ ９ ５９５ LS４５ １２ ６ ７０６ MA４４ ３０ ６ 土器片出土 
５００ LS４８ １２ ６ ５９６ LS４５ １２ ７ ７０７ MB４４ ３４ １１ 
５０１ LS４８ １８ ２８ ５９７ LS４５ ２２ １１ ７０９ MB４４ ９２ 
５０２ LS４８ １６ １１ ５９８ LS４５ １６ １１ 

７１１ MB４４ ２０ １１ 遺構底部より出土 
焼土粒少量混入、土器片・石器 

５０３ LS４７ ２４ ２１ ５９９ LS４５ １８ １０ 
５０４ LS４７ １２ １８ ６００ LS４５ ２８ ９ 

７１３ MB４４ ２２ １２ 出土 
焼土粒極小少量混入、フレーク 

５０５ LS４７ ３４ １９ ６０１ LS４５ ３６ １９ 
５０６ LS４７ ３０ １３ ６０２ LS４５ ２８ ２８ ７１５ MB４４ １４ １６ 
５０７ LS４７ ３２ ３３ ６０３ LS４５ ４２ ３６ ７１６ MB４４ ２８ １１ 土器片出土 
５０８ LS４７ ３０ ７ ６０４ LS４５ ２６ １３ ７１７ MB４５ １８ １２ フレーク出土 
５０９ LS４７ ３８ ３９ ６０５ LS４５ １２ １９ ７１８ MB４５ ２０ １１ 土器片出土 
５１０ LS４７ ４０ １８ ６０６ LS４５ ２４ ６ 

７２０ MB４５ ５０ １４ 土 
木根による撹乱あり、土器片出 

５１１ LS４７ １２ ８ ６０７ LS４５ １２ ９ 
５１２ LS４７ ２０ ２６ ６０８ LS４５ １６ １８ ７２１ MB４５ ３４ ３７ 焼土粒極小微量混入 
５１３ LS４７ １８ １４ ６０９ LS４５ １６ １３ ７２２ MB４４ ２０ １１ 土器片出土 
５１４ LS４７ １８ ２２ ６１０ LS４５ １７ 

７２４ MB４４ １８ ６ 出土 
焼土粒極小少量混入、フレーク 

５１５ LS４６ ３０ １０ ６１１ LS４５ １６ ２２ 
５１６ LS４６ ２６ １２ ６１２ LS４５ ２６ ２１ ７２５ MA４３ １８ １４ 
５１７ LS４７ ３２ １９ ６１３ LS４５ ３８ ３７ ７２６ MB４４ １４ １０ 
５１８ LO４７ ２２ １０ ６１４ LS４５ ２４ １３ ７２７ MB４４ ２０ ７ 
５１９ LO４７ ２２ ２３ ６１５ LS４４ ２０ ３５ ７３０ MB４４ ３４ ２０ 焼土極小からやや大多量混入 
５２０ LP４７ １８ ６ ６１６ LS４４ ２４ ９ ７３３ MB４４・４５ ３６ － 焼土粒極小微量混入 
５２１ LO４７ １８ １１ ６１７ LS４５ ２０ ２２ 

７３４ MB４４ １４ ５１ 入 
焼土粒極小少量混入、土器片混 

５２２ LO４７ ２０ １２ ６１８ LS４５ ３２ １８ 
５２３ LO４７ １２ １３ ６１９ LS４５ １２ １０ ７３５ MB４４ １４ ９ 
５２４ LO４７ １６ １２ ６２０ LS４５ １８ １５ ７３６ MB４４ １０ １０ 
５２５ LO４７ ２４ １０ ６２１ LS４５ １４ １６ ７３７ MB４４ ４６ ４４ 焼土粒極小微量混入 
５２６ LO４７ ６２ １５ ６２２ LS４５ ２２ １７ ７３９ MB４４ ２４ １６ 焼土粒極小微量混入 

５２７ LP４７ １６ １８ は不明 
５２７，５２８，５２９は切り合うが、新旧 ６２３ LS４５ ２６ ２７ ７４１ MB４４ ２２ ９ 

６２４ LT４５ ３０ ２０ ７４３ MB４４ １０ ２９ 
５２８ LP４７ ３２ ３８ ６２５ LT４５ ２４ １４ ７４４ MB４４ １４ １５ 土器片出土、１１２３→７４４ 
５２９ LP４７ ３６ ２５ ６２６ LT４５ ２４ ２２ ７４６ MB４３・４４ ２７ ２２ 
５３０ LP４７ ２２ １５ ６２９ LT４６ １６ １０ ７４８ MC４３ ２２ １７ 
５３１ LP４７ ２２ ２１ 焼土粒含む ６３０ LT４５・４６ ２２ １７ ７５０ MA４４ ３８ １２ 
５３２ LP４７ ３２ ２０ ６３１ LT４５・４６ ２２ ２５ ７５３ MA４４ ２６ １９ 
５３３ LP４７ ５０ ３２ 土器片出土 ６３２ LT４６ １８ １６ ７５４ MA４４ ２２ １４ 
５３４ LP４７ ２２ １９ ６３３ LT４５ ４２ １６ ７５５ MA４４ ２４ ２５ 土器片出土 
５３５ LP４７ ３８ ８ ６３４ LT４５ ２４ １４ ７５６ MA４４ １８ １０ 
５３６ LP４７ ３２ １７ ６３５ LS４５ ４２ ２３ ７５７ MA４４ ２０ １５ 土器片、フレーク出土 
５３７ LP４７ ３２ １５ ６３６ LT４５ １８ １２ ７５８ MA４５ １６ １０ 
５３８ LP４７ ２０ ８ ６３７ LT４５ ２８ ８ ７５９ MA４５ ４０ ３５ 土器片出土 
５３９ LP４７ ２２ － ６３８ LT４５ １６ １７ ７６０ MA４５ ２０ ２０ 
５４０ LP４７ ３０ ７ ６３９ LT４５ ３２ １３ ７６１ MA４５ ２２ ２９ 土器片、石器出土 
５４１ LP４７ ３８ １１ ６４０ MA・LT４５ ４２ ２１ ７６３ MA・MB４４ ２８ １１ 
５４２ LP４７ １４ ６ ６４１ LT４５ ５２ １９ ７６４ MA４３ ３２ １４ 
５４３ LO４６ １６ ５ ６４２ LT４５ ３４ １４ 径（６４２～６４３） ７６５ MA・MB４３ １４ １４ 
５４４ LO４６ １４ １３ ６４３ LT４５ ３４ ９ 径（６４２～６４３） ７６６ MA４３ １２ ６ 土器片出土 
５４５ LO４６ ２８ １０ 径（５４５～５４６） ６４４ LT４５ ２０ １０ ７６７ MA・MB４３ ２０ ９ 
５４６ LO４６ ２８ １７ 土器片出土、径（５４５～５４６） ６４５ LT４５ ２０ １３ ７６８ MB４３ ２０ １５ 
５４７ LO４６ ３２ ４ ６４６ LT４５ １６ １２ ７６９ MB４３ ３６ １１ 
５４８ LO４６ １２ ７ ６４７ LT４５ ２２ ３６ ７７０ MB４３ ２０ ２１ 
５４９ LO４６ １８ ５ ６４８ LT４５ ４０ ２０ 径（６４８～６４９） ７７１ MB４３ １０ ５ 
５５０ LO４６ １８ ２ ６４９ LT４５ ４０ １４ 土器片出土、径（６４８～６４９） ７７３ MA４３ ２６ ７ 
５５１ LO４６ １４ １９ 礫出土 ６５０ LT４５ ３２ １９ 土器片、円礫出土 ７７４ MA４３ ２４ ８ 土器片出土 
５５２ LO４６ １２ ５ ６５１ LS４５ ２０ １９ ７７６ MA４３ ２７ 土器片出土 
５５３ LO４６ １８ １４ ６５２ LT４５ ２６ ６ ７７７ MA４３ １４ ３ 
５５４ LO４６ ２０ ２３ ６５３ LT４５ １８ １１ ７７９ MA４３ ２０ ２４ 
５５５ LO４６ ３０ １９ ６５４ LT４５ ３２ １６ ７８０ MA４３ １４ ９ 
５５６ LP４６ １２ － ６５５ LT４５ ２２ １１ ７８１ MA・MB４３ ２６ １５ 土器片出土 
５５８ LP４６ ２４ ２２ ６５７ LT４５ ２４ １２ ７８２ MB４３ １６ ６ 土器片出土 
５５９ LP４６ ３２ ９ ６５８ LT４５ ２６ ３０ ７８３ MB４３ ４２ ７ 
５６１ LP４６ １８ ９ ６５９ LT４４・４５ ２６ １３ ７８５ MB４３ ２８ １１ 
５６３ LP４８ ３０ ２３ ６６０ LS４５ ２４ １０ 

７８６ MB４３ ４４ ３１ り 
焼土極小やや多量混入、柱痕あ 

５６４ａ LP４８ ２０ ２４ ５６５と切り合う ６６１ LS４４ ２０ ７ 
５６４ｂ LP４８ ２４ １７ ６７２ LT４５ ２４ １４ ７８７ MB４３ １６ ９ 
５６５ LP４８ １６ １０ 根固め礫出土 ６７３ LT４５ ２６ １１ ７８８ MB４３ １８ １０ 
５６６ LO４７ ３２ ３０ ６７４ LT４５ ２８ １１ ７８９ MA・MB４３ ２６ １５ 
５６７ LO４７ ３８ ２３ ５６８と切り合う ６７５ LT４５ ２０ １９ ７９０ MB４３ １４ ８ 
５６８ LO４７ ３６ ２６ ６７６ LS４４ ３０ ３３ ７９１ MB４３ ２４ ９ 
５６９ LO４７ ３０ ２９ ６７８ LS４４ ３２ ３７ ７９２ MB４３ １６ ８ 
５７０ LO４７ ２２ ２０ 焼土粒含む、５７１→５７０ ６７９ LS４４ ２０ ２８ ７９３a MB４３ ２８ １２ ｂ→ａ 
５７１ LO４７ ２６ ２２ ６８１ LS４４ １４ １３ ７９３b MB４３ １８ １２ 
５７２ LO４８ ６２ １３ 径（５７２～５７３） ６８２ LS４４ ２２ １０ ７９４ MB４３ ３０ ８ 
５７３ LO４８ ６２ ９ 径（５７２～５７３） ６８３ LS４４ ２２ ２５ 焼土粒小微量混入 ７９５ MB４３ ２４ ６ 
５７４ LO４８ ７０ ９ ６８４a LS４４ ２２ ３７ ７９６ MB４３ １８ ９ 焼土粒極小微量混入 
５７５ LO４８ ２２ １７ ６８４b LS４４ １４ ２１ 

７９７ MB４３ ２２ ９ 南西部分に集中 
焼土極小少量混入、焼土は遺構 

５７６ LO４８ ２０ ２０ ６８５ LS４４ ２０ １２ 
５７７ LP４８ ２０ ２４ ６８６ LR４４ ２４ １７ ７９８ MA４３ ２２ １２ 
５７８ LP４８ ２４ １０ ６８７ LR４４ ４６ ２１ ７９９ MB４３ １６ ５ 
５７９ LP４８ ２０ １７ ６８９ LR４４ ２３ １５ ８００ MB４３ １４ ４ 
５８０ LP４８ ２６ ２３ ６９０ LR４４ ２８ ２９ ８０１ MB４３ ２２ １３ 
５８１ LP４８ １６ １１ ６９１ LQ４３ ３０ ２１ ８０２ MB４３ １４ ９ 
５８２ LP４８ ２２ ３４ ６９２ LQ４３ １６ １４ ８０４a MB４３ ４６ １１ 焼土粒少量混入径（８０４ａ～b） 
５８３ LP４８ １８ ７ ６９３ LQ４４ ４４ ３５ ８０４b MB４３ ４６ ９ ｂ→ａ　径（８０４ａ～b） 
５８４ LP４８ ２２ ２７ ６９４ LQ４３ １６ １４ ８０６ MB４３ ３８ ７ 径（８０６～８０７） 
５８５a LP４８ ２０ ２６ ６９６ LR４３ ２６ １９ ８０７ MB４３ ３８ ３ 径（８０６～８０７） 
５８５b LP４８ ２２ ２５ ６９７ LR４３ ２４ ２６ ８０８ MB４３ １６ ４ 
５８６ LP４８ ２４ ２０ ６９８ LR４３ １６ １２ ８０９ MB４３ ３４ ９ 
５８７ LP４８ ２６ ３７ ６９９ LR４３ １４ １２ ８１１ MB４３ １５ ４ 
５８８ LP４８ １６ ２２ ７００ LR４３ １８ １２ ８１３ MC４３ １６ １３ 
５８９ LS４６ １８ １６ ７０１ MA４４ ２２ ６ 焼土塊混入、土器片出土 

８１５ MC４４ ２６ １１ 出土 
焼土粒極小微量混入、フレーク 

５９０ LS４６ ２８ ８ 
７０２ MA４４ ２２ ８ り 

土器片、フレイク出土　柱痕あ 
５９１ LS４５ ２２ ２５ ８１６ MC４４ ２０ １４ 焼土粒極小少量混入 
５９２ LS４５ ３４ ２９ ７０３ MA４４ ２６ ７ ８１７ MC４４ １２ ９ フレーク出土 
５９３ LS４５ ２８ ９ ７０４ MA４４ ２８ ２９ 焼土粒極小微量混入 

第２表　柱穴様ピット一覧（２）
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第３表　柱穴様ピット一覧（３）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 

８１８ MC４４ １４ ４ 出土 
焼土粒極小微量混入、フレーク ９２４ MC４５ ２０ ６ 焼土粒極量微量混入 １０３０ ME４５ ２０ １４ 

９２５ MC４５ ３０ ２１ 焼土粒極量微量混入 １０３１ ME４５ １８ ６ 
８１９ MC４４ ４８ ５５ ９２６ MC４４ ２０ ２０ １０３２ ME４５ ４０ ２０ 

８２０ MC４４ １４ １２ 焼土粒微量混入、フレーク出土 
９２７ MC４４ ２０ １３ 中央部に撹乱あり １０３３ ME４５ ２８ ２１ 
９２８ MC４４ １８ ２２ １０３４ ME４５ ３０ ２０ 

８２１ MC４４ ２０ １２ ９２９ MC４４ １４ １０ １０３５ ME４５ ２０ １７ 
８２３ MC４４ ７ １６ ９３０ MD４４ ２２ ９ 土器片出土 １０３６ ME・MD４５ ２４ １０ 
８２４ MC４４ ２４ １２ ９３１ MD４５ １６ ８ １０３７ MD４５ １４ １５ 
８２５ MC４４ ２０ １５ 土器片出土 ９３２ MD４５ １２ ５ １０３８ MD４５ １８ １１ 

８２６ MC４４ ３４ ２９ 土 
焼土粒極小微量混入、土器片出 ９３３ MD４５ １８ ８ １０３９ ME４５ ２４ １２ 

９３５ MD４４ １６ １ １０４０ ME４５ ２６ １６ 
８２７ MC４４ １４ ８ 

９３６ MD４４ ３０ ２３ 土 
焼土粒極小微量混入、土器片出 １０４１ ME４５ ３０ １２ 

８２８ MC４４ ２０ ３ 焼土粒極小微量混入 １０４２ ME４５ ２６ １６ 
８２９ MC４４ ２０ ９ 焼土粒極小少量混入 ９３７ MD４４ １８ １８ １０４３ ME４５ ２０ １０ 
８３０ MC４４ ２２ ２８ 焼土極小少量混入、柱痕跡 

９３８ MD４４ ２４ ２１ 土 
焼土小少量混入、土器片多量出 １０４４ ME４５ ２６ １６ 

８３１ MC４４ １８ １０ １０４６ ME４４ ２０ ７ 
８３２ MC４４ ５０ ４０ 層下部に焼土多量に混入 ９３９ MD４４ ３０ ２４ 土器片出土 １０４８ ME４４ ２０ １２ 
８３３ MC４４ ２２ ２０ ９４０ MD４４ ４２ １４ １０４９ ME４４ ３０ １９ 

８３４ MC４４ ２８ １６ 土 
焼土粒やや多量混入、土器片出 ９４１ MC４４ ２０ １７ １０５０ ME４４ ２６ ６ 

９４２ MD４４ ２８ ８ １０５１ ME４４ １６ ９ 
８３７ MC４４ １６ １３ ９４３ MD４４ ２０ ２２ 土器片出土 １０５２ ME４４ １４ ６ 
８３９ MC４４ １８ １６ ９４４a MD４４ ３０ １９ １０５３ ME４４ １６ ７ 
８４０ MC４３ ２８ ２１ 焼土粒極小微量混入 ９４４b MD４４ １６ ２０ １０５４ ME４４ ２２ １８ 
８４１ MC４３ １２ ８ ９４５ MD４４ ２４ ８ １０５５ ME４４ ２６ ４ 
８４２ MC４３ １８ ８ ９４６ MD４４ １８ ２０ １０５７ ME４４ １２ ５ 
８４３ MC４３ ３４ １０ ９４７ MD４４ ３０ １９ 土器片出土 １０５８ ME４３・４４ １８ １１ 
８４４ MC４３ １２ ７ 焼土粒極小微量混入 ９４８ MD４４ １６ ９ 土器片出土 １０５９ ME４３ ２４ ５ 
８４５ MC４３ ２６ ７ ９４９ MD４４ １０ ６ 土器片出土 １０６０ ME４３・４４ ２４ ８ 
８４６ MC４３ １８ ９ 土器片出土 ９５０ MD４４ １８ １０ １０６２ ME４４ １８ ６ 
８４７ MC４３ １６ １４ ９５１ MD４４ １８ １４ 土器片出土 １０６３ ME４４ ３６ １１ 
８５０ MB４３ ２４ ９ ９５２ MD４３・４４ ２０ １１ １０６４ ME４４ １６ ７ 
８５１ MB４３ ２２ １０ 

９５３ MD４３ １８ １１ 出土 
焼土粒極小少量混入、フレーク １０６５ ME４４ ３０ ８ 

８５２ MB４３ ２８ ７ １０６６ ME４５ １４ １２ 
８５６ MB４３ １８ ８ ９５４a MD４３ ２０ ５ 土器片出土 １０６７ ME４５ １６ １３ 
８５８ MB４２ １６ ６ ９５４b MD４３ １４ － １０６８ ME４５ １８ － 
８５９ MC４２ １８ １１ ９５５ MD４３ １６ １０ １０６９ ME４５ ５２ １４ 
８６０ MC４２ １８ ８ ９５６ MD４３ １６ ８ １０７０ ME４５ ３０ １８ 
８６１ MB４３ ２０ ８ 土器片出土 ９５８ MD４３ ２０ ４ １０７１ ME４５ ２８ ５ 
８６２ MB４２ １４ ９ ９５９ MD４３ ２２ ７ １０７２ ME４５ ２２ １１ 
８６３ MB４２ ２８ ３８ ９６０ MD４３ １８ ５ １０７３ ME４５ ３０ １５ 
８６４ MB４２ １８ ８ ９６２ MD４３ ２０ ９ １０７４ ME４５ ２８ ２０ 
８６５ MB４２ １８ ６ ９６４ MD・ME４３ １８ １０ １０７５ ME４５ ２４ ７ 
８６６ MB４２ ４０ １４ 土器片出土 ９６５ MD４３ １８ １３ １０７６ ME４５ ２４ ２０ 
８６７ MB４２ １８ １３ ９６６ MD４３ ２４ ２１ １０７７ ME４５ ２０ ８ 
８６８ MB４２ ２８ － ９６７ MD４３ １４ ５ １０７８ ME４４ １０ ７ 
８７０ MB４２ ３４ １０ ９６８ MD４３ １８ １０ １０７９ ME４４ ２６ ８ 
８７１ MB４２ １８ ９ ９６９ MD４３ ２２ １０ １０８０ ME４４ ３０ １７ 
８７２ MB４２ ２０ ９ 土器片出土 ９７０ MD４３ １４ １７ 焼土粒極小微量混入 １０８１ ME・MD４５ ４２ ３１ 
８７３ MB・MC４２ ３２ １０ ９７１ MD４４ １６ ９ 土器片出土 １０８２ ME４５ １４ １１ 
８７４ MC４２ ３４ １０ 焼土極小やや多量混入 ９７４ MD４３・４４ ４６ １８ １０８３ ME４５ １８ １１ 
８７５ MC４２ １６ ４ ９７５ ME・MD４４ ２０ １６ １０８５ ME４５ １８ ９ 
８７６ MC４２ ４４ － ９７７ MD４４ １４ ７ １０８６ ME４４ ５０ １６ 
８７７ MC４２ ６４ １５ 焼土粒極小少量混入 ９７８ MD４４ １６ ９ １０８７ ME４４ ３０ １９ 
８７８ MC４３ ２８ ２７ ９８０ MD４４ ３４ １６ １０８８ ME４４ ２４ １３ 
８７９ MC４２ ２８ １０ ９８１ MD４４ ２０ ４ １０８９ ME・MF４４ １８ １０ 
８８０ MC４２ ２８ ４ 焼土粒極小微量混入 ９８２ MD４４ ９ ７ １０９０ MF４４ １８ ６ 
８８１ MC４２ ２０ １０ ９８３ MD４４ ４６ １２ １０９２ MF４４ ２６ ２２ 
８８２ MC４２ ３０ ６ 焼土ブロックやや多量混入 ９８４ MD４４ ２０ １０ １０９３ MF４４ １６ ２６ 
８８３ MC４２ ２０ ６ ９８５ MD４４ １６ － １０９４ MF４４ ８ １２ 
８８４ MC４２ ３６ ５ ９８７ MD４５ １６ ５ １０９５ ME４４ ２２ １５ 
８８５ MC４２ ２２ ８ ９８８ MD４５ ２０ １０．３ １０９６ ME４４ ２４ １１ 
８８６ MC４３ １２ １０ 底面付近に焼土集中 ９８９ MD４５ ２０ ９ １０９８ ME４４ ２０ ２１ 

８８８ MC４３ ２６ １３ 焼土極小微量混入、土器片出土 
９９０ MD４５ １０ ２３ １０９９ MF４４ ２０ ２４ 
９９１ MD４５ ２６ ４ １１００ ME４４ ２０ ２２ 

８９１ MC４３ ２８ １１ 土 
焼土粒極小少量混入、土器片出 ９９２ MD４５ １６ ８ １１０１ MF４４ １６ １０ 

９９３ MD４５ １８ ７ １１０２ ME４４ １６ ７ 
８９２ MC４３ ２６ ２４ ９９４ MD４５ １６ ６ １１０４ MF４５ ２４ ８ 
８９３ MC４３ ４４ ３４ ９９５ MD４４ ２２ １６ １１０５ ME４５ ２２ １８ 
８９５ MC４３ ２０ １５ ９９６ MD４４ ２２ １４ １１０６ ME４５・４６ ６０ １９ １１５４、１１７４と直線上 
８９６ MC４３ ２４ ９ 土器片・フレーク出土 ９９７ MD４４ ２８ １２ １１０７ ME４５ １８ ８ 
８９７ MC４３ １８ ４ ９９８ MD４５ ３２ ３１ １１０８ ME４５ １６ ５ 
８９８ MC４３ ２４ １２ ９９９ MD４４・４５ ３０ ２２ １１０９ ME４５ ２０ ４ 
８９９ MA４３ ２８ １５ 焼土粒極小微量混入 １０００ MD４４ ２０ １４ １１１４ ME４３ ２２ ８ 
９００ MA４３ １８ ９ １００１ MD４４ ２０ ７ １１１５ ME４３ １８ １１ 
９０１ MC４３ １８ １０ １００２ MD４４ ２４ １３ １１１６ ME４３ ２６ ９ 
９０２ MC４３ １４ ８ 土器片出土 １００３ ME４４ ２６ １６ １１１９ MD４３ １８ １５ 
９０３ MC４３ ２０ １２ １００４ MD４４ １４ ２０ １１２０ MD４３ ２０ ２１ 
９０４ MD４３ １８ ６ 焼土粒やや大微量混入 １００５ MD・ME４４ １４ ７ １１２７ ME４６ ２０ ７ 
９０６ MC４２ ４６ １３ フレーク出土 １００７ MD４４ １０ １０ １１２８ ME４６ １４ １９ 
９０８ MC４２ １４ ２ 土器片出土 １００８ ME４４ ２８ ５ １１２９ ME４６ １６ １６ 

９０９ MC４２ ２４ ３ 土器片出土 
白色粘土ブロック状少量混入、 １００９ MD４３ ２６ １２ １１３０ ME４５ １６ ８ 

１０１１ ME４３ ２８ １０ １１３１ ME４６ ２０ ２１ 
９１０ MD４２ １６ １３ フレーク出土 １０１２ ME４３ ２０ ７ １１３２ ME４６ １０ １３ 
９１１ MC４２ ２２ ９ 土器片出土 １０１３ ME４３ ２０ １０ １１３３ ME４６ ２４ １１ 
９１２ MC４２ ２６ ６ １０１４ ME４３ ４０ １８ １１３４ ME４６ ２４ １２ 
９１３ MD４２ １８ ８ １０１５ ME４３ ２０ ７ １１３５ ME４６ １４ １７ 
９１４ MC４４ １８ １１ １０１６ ME４３ ２０ ４ １１３６ ME４６ ２８ ６ 
９１６ MC４４ ２８ ２１ 焼土粒極小微量混入 １０１７ ME４３ ２０ ５ １１３７ ME４６ １６ １１ 
９１７ MC４４ ２２ ９ １０１８ ME４４ ３０ ８ １１３８ ME４６ ２４ ２５ 焼土粒極小少量混入 
９１８ MC４４ ３２ ３３ 中央部に土器片出土 １０１９ ME４４ ２２ １７ １１３９ ME４６ １６ ８ 

９１９ MC４４ ３０ １３ ・土器片出土 
焼土粒極小微量混入、フレーク １０２０ ME４４ ２８ ５ １１４０ ME４６ １８ １０ 

１０２２ ME４４ ２０ ５ １１４１ ME４６ １８ １０ 
９２０ MC４４ ２０ １６ １０２４ ME４４ １６ ３ １１４２ ME４６ １４ １０ 
９２１ MC４４ １８ ２１ 焼土極小少量混入 １０２６ ME４４ １４ ６ １１４４ ME４６ ３０ １２ 
９２２ MC４４ ２６ １４ 焼土粒極量微量混入 １０２７ ME４４ １４ １６ １１４５ ME４６ ２０ ６ 
９２３ MC４４ １８ １２ 焼土粒極量微量混入 １０２９ ME４５ １８ １２ １１４６ ME４６ １６ １４ 
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第４表　柱穴様ピット一覧（４）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
１１４７ ME４６ １４ １１ １２３８ MA４５ ３０ １７ 土器片・フレーク多量出土 １３５５ MH４４ ２４ ９ 土器片出土 
１１４８ ME４６ １６ ７ １２３９ MD４５ ２８ ２４ １３５６ MH４４ ２６ １８ 土器片出土 
１１４９ ME４６ ２８ １５ １２４０ MD４５ １６ １１ １３５９ MH４４ ２４ ２２ 
１１５０ ME４５ ２０ ６ 中央部に木根あり。 １２４１ MD４５ ３０ １８ 

１３６０ MH４４ ３０ ３２ 器片混入 
焼土ブロック極小微量混入、土 

１１５２ ME４６ １６ ６ 
１２４２ MC４５ ６０ ２４ 器片出土 

焼土ブロック極小微量混入、土 
１１５３ ME４５ １８ １４ １３６２ MG４４ ４０ － 
１１５４ MD４５ ５０ １８ １１０６と１１７４と直線上 １２４３ MD４５ １８ ６ １３６５ MH４４ ２０ ８ 焼土ブロック極小少量混入 
１１５５ ME・MD４６ ２８ １３ ブロック極小微量混入 １２４４ MC４５ ２２ ２４ １３６６ MH４４ ３２ １７ 焼土粒極小微量混入、土器片出土 
１１５６ ME４６ １６ １８ １２４５ MD４２ １４ － １３６８ MH４３ ２２ ９ 
１１５７ ME・MD４６ ２８ ７ １２４６ MD４２ １８ － １３６９ MH４３ ２０ １２ 焼土極小微量混入 
１１５８ MD４６ ２０ １３ １２５０ MD４５ ２０ － 土器片・フレーク出土 １３７０ MH４３ ３６ ３５ 土器出土。 
１１５９ MD４６ ２０ ８ １２５１ MD４５ １８ － 

１３７１ MH４４ ２８ ２０ 
る 
覆土は被熱によって赤みをおび 
焼土ブロック小やや多量混入、 

１１６０ MD４６ ２２ ５ １２５３ MD４５ ２４ － 
１１６１ MD４６ ８ ５ １２５８ MD４５ ２２ － 焼土小少量混入、土器片出土 １３７２ MH４４ ２８ １０ 土器片出土 
１１６２① MD４６ １４ ５ １２５９ MD４５ １６ － １３７３ MH４４ ２０ ７ 土器片出土 
１１６３ MD４６ ２０ １０ １２６１ ME４２ ３６ － １３７４ MH４４ ２０ ９ 
１１６４ MD４６ ２６ ７．８ １２６２ MD４２ １８ － １３７５ MH４４ ５０ ２１ フレーク出土、焼土極小少量混入 
１１６５ MD４６ ２８ ８ １２６３ MD４２ ２０ － １３７６ MH４４ ２０ ８ 
１１６６a MD４６ ２４ ７．３ １２６４ MD４２ １８ － １３７７ MH４４ ３０ １４ 
１１６６b MD４６ 〃 ７ １２６５ MD４２ ３８ － 土器片出土 １３７８ MH４４ ２６ １８ 
１１６７a MD４６ ２０ １５ １２６７ MD４２・４３ ２２ － １３７９ MH４４ ３６ １４ 焼土小少量混入 
１１６７b MD４６ ２４ １３ ａ→ｂ １２６９ ME４２ ２４ － １３８０ MH４４ ２４ １９ 
１１６８ MD４６ ３０ １４ １２７０ ME４２ １８ － １３８１ MH４４ ２２ ２７ 土器片出土 
１１６９ MD４６ １６ ５ １２７１ MD・ME４２ ３２ － １３８２ MH４５ ２８ １１ 焼土ブロック状小やや多量混入 
１１７０ MD４６ １６ ５ １２７２a MD４２ ３４ － ｂ→ａ １３８３ MH４５ １６ ７ 土器片出土 
１１７１ MD４６ １８ １５ １２７２b MD４２ ３４ － フレーク出土 １３８４ MH４５ １８ ６ 土器片出土 
１１７２ MD４６ ２６ ７ １２７３ ME４２ １２ － １３８５ MH４５ １４ ５ 
１１７３ MD４６ １８ １７ １２７４ ME４２ ２０ － １３８６ MH４５ ２２ １２ 
１１７４ MD４５ ５８ １７ １１０６と１１５４と直線上 １２７５ ME４２ １６ － １３８８ MH４５ ２０ ９ 
１１７５ MD４６ ２０ ７ 焼土ブロック状小微量混入 １２７６ ME４２ ３０ － １３８９ MH４５ ３０ ３５ 焼土ブロック状やや大少量混入 
１１７６ MD４６ １８ ６ １２７７ ME４２ ２４ － 

１３９０ MH４５ ２４ １３ 土器片出土 
焼土ブロック状極小微量混入、 

１１７７ MC４６ ２８ ９ １２７８ ME４２ ２６ － 焼土小少量混入 
１１７８ MC４６ １８ １２ １１７９→１１７８ １２７９ ME４２ ２０ － 

１３９１ MH４５ ２６ １２ 器片出土 
焼土ブロック極小微量混入、土 

１１７９ MC４６ １４ １７ １２８０ ME４２ ２０ － 
１１８０ MC４６ ３０ １５ １２８２ ME４２ ３０ － １３９２ MH４５ ３０ １７ 焼土ブロック極小微量混入 
１１８１ MC４６ １２ ２１ 礫混入 １２８３ ME４２ １２ － １３９３ MH４５ １８ １９ 
１１８２ MC４６ １８ １３ １２８５ ME４２ １６ － １３９５ MH４５ ２０ ８ 土器片出土 
１１８３ MC４６ ２０ １４ １２８６ ME４２ ３２ － １３９８ MH４５ ２０ １９ 
１１８４ MC４６ ２２ ５ １２８７a ME４２ ２６ － ａ→ｂ １３９９ MH４５ １６ ４ 
１１８５ MC４６ ２０ ６ １２８７b ME４２ ２６ － １４０１ MH４５ １６ １２ 
１１８６ MC４６ ２６ ８ １２９０ ME４２ １８ － １４０２ MH４５ ３０ １１ 
１１８８ MC４６ ２８ １６ １２９１ ME４２ １４ － １４０３ MH４４ ２０ ４ 
１１８９ MC４６ ２０ １６ １２９２ MF４２ ２８ １０ １４０５ MH４４ １６ ８ 土器片出土 
１１９０ MC４６ ２４ ２ １２９３ MF４２ １８ １３ １４０７ MH４４ ２６ ２６ 土器片出土 
１１９２ MC４６ １４ ７ １２９５ MF４２ ２２ ６ １４０８ MH４４ ４０ － 土器片出土 
１１９３ MC４６ １６ １３ １２９６ MF４２ ２８ １０ １４０９ MH４４ ２４ １７ 焼土粒極小微量混入 
１１９４ MC４６ １８ １０ １２９７ MF４２ １８ ６ １４１０ MH４３ ２２ １７ 焼土粒極小微量混入 
１１９５a MC４５・４６ ２６ ３ 土器片出土 １２９８ MF４２ １８ １５ １４１１ MH４３ １６ ９ 
１１９５b MC４５・４６ ２６ ５ １２９９ MF４２ ２６ １７ 土器片混入 １４１２ MH４３ ２４ １２ 
１１９６ MC４５ １８ ３ １３０１ MF４２ ２４ ８ １４１３ MH４３ ２２ ９ 
１１９７ MC４５ ２０ ９ １３０２ MF４３ ２２ １２ １４１４ MH４３ ３０ ２１ 
１１９８ MC４５ ３２ １３ フレーク出土 １３０６ MF４３ １８ ２６ １４１５ MI４２ ３０ １５ 
１１９９ MC４５ ２４ １５ 焼土粒極小微量混入 １３０７ MF４３ ２０ ８ １４１６ MI４２ ３０ １０ 
１２００a MC４６ ４４ １４ 焼土粒極小微量混入 １３０８ MF４３ １８ ６ １４１７ MI４３ ２０ ８ 
１２００b MC４６ ４４ 〃 １３１０ MF４４ １８ １０ １４１８ MI４３ ４０ ７ 
１２０１ MC４６ ２８ １９ 焼土粒極小微量混入 １３１１ MF４３ １８ ９ １４２１ MH４５ ２８ １３ 
１２０２ MC４６ １６ １１ １３１２ MF４３ ２８ ５ １４２３ MH４５ ３０ １０ 
１２０３ MC４６ ３０ １６ １３１３ MF４３ １４ １０ 土器片出土 １４２４ MH４５ ２０ ２０ 
１２０４ MC４６ １６ １５ １３１４ MG４３ ６０ ２１ １４２５ MI４５ ２６ １４ 
１２０５ MC４６ ２０ １３ １３１５ MG４３ ２６ １５ １４２６ MI４５ ２０ １６ 
１２０６ MC４６ １６ ２１ 焼土極小微量混入 １３１６ MG４３ ２２ １６ １４２７ MI４５ ２４ ２６ 土器片出土 

１２０７ MC４６ ２２ ２１ ーク出土。１２０６→１２０７ 
焼土粒小微量混入、土器・フレ １３１８ MG４３ ２０ ５ １４２８ MH４５ ２２ １２ 土器片出土 

１３１９ MG４３ ２８ ９ １４２９ MG４４ ２２ ３１ 土器片・礫出土 
１２０８ MC４６ １８ ８ １３２０ MG４３ ２４ １０ １４３１① MG４４ ３６ １１ 土器片出土 
１２０９ MC４６ １８ １５ １３２１a MG４３ ３４ １０ ｂ→ａ １４３２① MG・MH４４ ２８ ３１ 
１２１０ MB４６ ３０ １２ １３２１b MG４３ ３４ 〃 土器片出土 １４３３ MG４４ ２０ ９ 
１２１１ MB４６ ２２ １１ １３２２ MG４３ ２６ １８ １４３４ MG４４ ２０ － 土器片出土 
１２１２ MB４６ １８ １３ フレーク出土 １３２３ MG４３ ２０ １２ １４３５ MG４４ ２０ １２ 焼土粒極小少量混入、土器片出土 
１２１３a MB４６ ２２ １３ １３２４ MG４２ １８ ７ １４３６ MG４５ １８ １１ 焼土粒極小微量混入 
１２１３b MB４６ ２２ 〃 １３２５ MH４２ １６ １１ １４３７ MG４５ ３０ ２７ 土器片出土 
１２１４ MC４５ １６ ２４ 焼土粒極小微量混入、土器片出土 １３２６ MH４２ ２０ ９ １４３８ MG４５ １８ ８ 
１２１５ MB４６ ２２ ９ １３２７ MH４２ ２０ １２ １４３９ MG４５ ３０ １２ 土器片出土 
１２１６ MC４５ ３０ １１ １３２８ MH４２ ２６ ５ １４４０ MG４５ ２４ １２ 土器片出土 
１２１７ MC４５ １６ １８ 焼土粒極小微量混入、土器片出土 １３３１ MH４２ ２０ ７ １４４１ MG４５ ３０ ３６ 
１２１８ MC４５ ３８ ４１ 焼土ブロック状小微量混入 １３３２ MG４３ ２２ ２５ １４４２ MG４５ ２０ １２ 
１２１９ MB４５ ２０ ７ １３３３ MG４３ ２６ １１ 

１４４３ MG４５ ５０ １９ 器片出土 
焼土ブロック極小微量混入、土 

１２２０ MB４５ ２４ １４ １３３４ MG４３ ２６ １９ 

１２２１ MB４５ ２８ ９ 土器片・フレーク出土 
焼土ブロックやや大微量混入、 １３３５ MG４３・４４ ３６ ３２ １４４４ MG４５ ２０ １０ 土器片出土 

１３３６ MH４４ ２６ １７ １４４５ MG４５ １６ ７ 
１２２２ MB４５ ２８ ２３ 土器片混入 １３３７ MG４４ １８ ９ １４４６ MG４５ ４６ １２ 土器片出土 
１２２３ MB４６ ２４ １７ 焼土粒極小微量混入、土器片出土 

１３３８ MG４４ ３６ ２６ 微量混入 
土器片出土、焼土ブロック極小 １４４８ MG４５ ２４ １０ 土器片出土 

１２２４ MB４６ ２６ ２３ 土器片出土 １４５０ MG４４ １２ ７ 
１２２５ MB４６ １６ １７ １３３９ MH４４ ２６ ２０ １４５２ MG４５ １８ １０ 

１２２６ MB４６ ３６ ２０ 器片出土 
焼土ブロック極小微量混入、土 １３４０ MH４４ ２８ １８ 土器片出土 １４５５ MG４４ １６ １４ 

１３４１ MH４４ ２２ １７ 焼土ブロック小少量混入 １４５６ MG４４ ２０ １６ 
１２２７ MB４６ ２０ １６ 土器片出土 

１３４２ MG・MH４４ ３０ ３１ 器片・フレーク出土 
焼土ブロック極小微量混入、土 １４５７ MG４５ ２８ １７ 土器片出土 

１２２８ MB４６ ２６ １３ １４５８ MG４５ １８ １０ 
１２２９ MB４６ ２０ ２３ 土器片出土 １３４４ MG４４ １８ ６ １４５９ MG４５ １８ １６ 
１２３０ MB４６ ２０ ８ 土器片出土 １３４５ MH４４ １８ ９ １４６０ MG４５ １８ １６ 
１２３１ MB４６ ３０ １ 土器片出土 １３４６ MH４４ ２０ １７ １４６１ MG４４ ４０ １９ 土器片出土 
１２３２ MB４５ ３２ ９ 土器片出土 １３４７ MH４４ ２０ １４ １４６２a MG・MF４５ ９８ ３９ 土器片出土、ａ→ｂ 
１２３３ MB４５ ２４ １７ １３４８ MH４４ １８ ８ 土器片出土 １４６２b MG・MF４５ ９８ 〃 焼土粒極小微量混入、土器片出土 
１２３４ MB４５ ３４ ２３ 土器片出土 １３５０ MH４５ ２０ １８ 土器片混入 

１４６２c MG・MF４５ ９８ 〃 片・フレーク出土、ａ→ｃ 
焼土ブロック小少量混入、土器 

１２３５ MD４５ ２６ １３ 焼土粒極小微量混入、フレーク出土 １３５１ MH４５ ２８ １４ 焼土ブロック小少量混入 
１２３６ MB４５ ２２ ９ １３５２ MH４５ ２０ １０ １４６３ MG４５ １０ １１ 土器片出土 
１２３７ MB４５ ２０ ３ １３５３ MH４５ ２４ １１ 土器片出土 １４６４ MG４５ ２８ １５ 土器片出土 
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第５表　柱穴様ピット一覧（５）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
１４６５ MG４５ ２６ １５ 土器片出土 １５７３ LT５３ ２６ ２０ １６６９ LT５１ ２４ １８ 
１４６７ MG４４ ２０ １１ １５７４ LT５３ ２４ １２ １６７０ LT５１ ３６ １２ 焼土やや多量混入 
１４６８ MG４４ ３６ １１ 土器片出土 １５７５ LT５３ ２２ １２ 

１６７１ LT５１ ３４ ３ 径１０cm）の円が確認面で検出 
土器片出土、北西側に粘土状（ 

１４６９ MG４４ ２０ １６ 土器片出土 １５７６ LS５３ １８ ７ 

１４７１ MG４５ ２４ ２５ 器片出土 
焼土ブロック極小少量混入、土 １５７７ LS５３ ２４ １６ １６７２ LT５１ ２０ ９ 

１５７８ LS５３ ２０ ９ １６７３ LT５１ ２８ ２２ 
１４７２ MF４５ ２０ ９ １５７９ LS５３ ２４ ２４ １６７４ LT５１ １６ １６ 
１４７４ MF４４ ２０ １６ １５８０ LS５３ ４２ １４ 

１６７５ LT５１ ４０ ２７ りあり 
土器片、フレーク出土。柱当た 

１４７６ MF４４ １８ ６ １５８１ LS５３ ２２ １１ 
１４７７ MF４５ ２２ ４ １５８２ LS５３ １６ １１ １６７６ LT５１ １８ ２２ 
１４７８ MF４４ ５０ １３ 土器片・フレーク出土 １５８３ LS５３ ２２ ８ １６７７ LT５１ ２２ ６ 焼土極小微量混入 
１４７９ MF４５ ２０ ９ １５８４ LS５３ ２４ ６ １６７８ MA５１ ２０ １５ 
１４８１ MF４４ ２８ １６ １５８５ LS５３ ２２ １１ １６７９ LT５１ ２０ ７ 焼土極小微量混入 
１４８２ MF４４ ２２ １０ １５８６ LS５４ ２４ ５ １６８０ LT５１ ２２ ６ 
１４８３ MF４４ ２４ ８ １５８７ LS５３ ２２ １０ 石器出土 １６８１ LT５１ ２６ ９ 
１４８５ MF４４ ３４ ７ １５８８ LS５３ ２２ １６ １６８２ LQ５１ ３０ ２４ 
１４８６ MF４４ ２０ ２３ 土器片出土 １５８９ LS５３ １８ ２１ １６８３ LQ５１ ２２ １２ 
１４８７ MF４４ ２６ ９ 土器片出土 １５９０ LS５３ ２６ １７ １６８４ LQ５１ ２８ ５１ 
１４８９ MF４４ １８ ２６ １５９１ LS５３ １８ １５ １６８５ LQ５１ ３２ ２４ 
１４９０ MF４４ ２４ １０ １５９２ LS５３ １６ １４ １６８６ LQ５１ ２８ １０ 
１４９１ MF４５ ２６ １３ １５９３ LS５３ ２６ １２ １５９３→１５９４ １６８７ LR５１ ３４ ２０ 
１４９３ MF４５ ２６ ２１ 焼土ブロック極小微量混入 １５９４ LS５３ ２８ １２ １６８８ LQ５１ ２８ ２３ 
１４９４ MF４４ ２４ １１ １５９５ LS５３ ７８ １５ １５９６→１５９５ １６８９ LQ５１ ２８ ３４ 
１４９５ MF４４ ２０ ２１ １５９６ LS５３ ７８ １７ １５９７→１５９６→１５９５ １６９０ LQ５０ ２２ １１ 
１４９６ MF４４ １４ １１ １５９７ LS５３ ７８ １２ １５９７→１５９６→１５９５ 

１６９１ LS５３ ２４ １８ 量混入 
検出面で石錘出土、焼土極小微 

１４９７ MF４４ ２２ ２３ １５９８ LS５４ ２０ ６ 
１４９９ MF４４ １８ ８ １５９９ LS５４ １６ ２７ １６９２ LQ５０ ２２ ２３ 焼土極小少量混入 
１５０１ LR５１ ４２ １２ １６００ LS５４ ２６ ２０ １６９３ LQ５０ １４ ３ 
１５０２ LR５１ ３０ ４４ １６０１ LS５４ ３０ ８ １６９４ LQ５０ ５６ ２５ 
１５０３ LR５１・５２ ３８ １４ １６０２ LS５４ ３４ ７ 焼土極小微量混入 １６９５ LQ５０ ６８ ２７ 
１５０４ LR５２ ２４ １９ １６０３ LS５４ ２０ １７ １６９７ LQ５０ ２６ ３０ 
１５０５ LR５２ ４０ １９ １６０４ LT５３ ３２ １２ １６９８ LR５０ ２８ ３７ 
１５０６ LR５２ ２８ １７ フレーク出土 １６０５ LT５３ １６ １１ １６９９ LR５０ ４０ ５６ 焼土小やや多量混入 
１５０７ LR５２ ４４ ４２ 焼土極小少量混入 １６０６ LS５３ １２ １３ １７００ LR５０ ３０ ４０ 
１５０８ LR５２ ５４ １７ １６０７ LT５３ ２２ １３ １７０２ LR５０ ３０ １４ 
１５０９ LR５２ ２２ ９ １６０８ LT５３ ２８ ８ １７０３ LR５０ ４０ ４３ 土器・１８cm大の礫・炭化物出土 
１５１０ LR５３ ３４ １８ 土器片、フレーク出土 １６０９ LS５３ １６ ７ １７０４ LR５０ ３２ ２６ 
１５１１ LR５３ ２８ ２３ １６１０ LT５３ ２２ １６ １７０５ LR５０ ２０ １６ 
１５１２ LR５３ ２６ ９ １６１１ LT５３ ２２ １０ １７０６ LR５０ ３０ ２６ 
１５１３ LR５２ ２２ １７ １６１２ LT５３ １８ １０ １７０７ LR５０ ３０ ３０ 土器片出土 
１５１４ LR５２ ２８ ８ 

１６１３ LT５３ ２２ ３０ 能性 
１６１３→１６１４、柱の建て替えの可 １７０８ LR４９ ３０ ５０ 炭化物少量出土 

１５１５ LR５２ ３０ ３５ １７０９ LR５０ ６０ ３９ 
１５１６ LR５２ ５０ ３４ １６１４ LT５３ １４ １２ １７１０ LR５０ ３４ ２９ 
１５１７ LQ５２ ４２ １１ 焼土極小微量混入 １６１５ LT５３ １６ １２ １７１１ LR５０ ３０ ３０ 
１５１８ LQ５２ ２２ １３ １６１６ LT５３ １６ １１ 焼土極小微量混入 １７１２ LR５０ ４０ １７ 
１５１９ LQ５２ １８ １８ １６１７ LT５３ ２２ ２４ １７１３ LS５０ ４２ １８ 
１５２０ LQ５２ ２０ ２８ １６１８ LT５３ ２２ ９ １７１４ LS５０ ５０ ３６ 
１５２１ LQ５２ ３０ １６ 焼土極小少量混入 １６１９ LT５３ ３０ ８ １７１５ LT５０ ２４ １９ 土器片出土 
１５２２ LQ５２ ２２ １３ １６２０ LT５３ １８ １７ １７１６ LT５０ ２４ ２２ 
１５２３ LQ５１ ３２ ２５ １６２１ LT５３ ２０ １１ 焼土極小微量混入 １７１７ LT５０ ２８ １８ 
１５２４ LQ５２ ２４ １９ １６２２ LT５３ １２ ２０ １７１８ LT５０ ４０ １２ 土器片・礫出土 
１５２５ LQ５２ ３８ ２６ １６２３ LT５３ １４ １１ １７１９ LQ５１ ２６ １９ 焼土極小微量混入 
１５２６ LQ５２ ４８ ４ １６２４ LT５３ ２２ ５ １７２０ LT５０ ２４ １３ 
１５２７ LQ５２ ２２ ２８ １６２５ LT５３ ３０ ３６ １７２１ LT５０ ２４ １３ 
１５２８ LQ５２ ２２ １９ 

１６２７ LT５３ ２２ １４ 土粒あり 
焼土極小多量混入、周囲にも焼 １７２２ LT５０ ３０ １４ 

１５２９ LQ５３ ５２ ２９ １７２４ LP４９ ５４ １９ １７２５→１７２４ 
１５３０ LQ５３ ４０ １１ １６２８ LT５３ ２４ ９ １７２５ LP４９ ３２ ２５ 
１５３１ LQ５３ ４６ ２３ １６２９ LT５３ ２２ ３３ １７２６ LP４９ ６６ ２８ 
１５３２ LQ５３ ３４ ２２ １６３０ LT５３ ２０ １０ １７２８ LP４９ ３２ ２２ 
１５３３ LQ５２ ２８ ２０ 焼土極小少量混入 １６３１ LT５３ １８ １７ １７２９ LP４９ ２６ ２７ 
１５３４ LQ５２ １８ １０ 柱抜痕可能性強い １６３２ LT５３ １８ ２７ 礫出土 １７３０ LP４９ ２４ ３４ 
１５３５ LR５２ ２８ ６ １６３３ LT５３ ２８ ２７ 焼土極小少量混入 １７３１ LP４９ ２２ ２６ 
１５３６ LR５４ １４ １２ １６３４ LT５３ ３４ ３５ １７３２ LP４９ １８ ２６ 
１５３７ LR５４ ２０ ２４ １６３５ LT５３ １６ １５ 土器片出土 １７３３ LP４９ ２６ １１ 
１５４０ LR５４ ５０ ２２ １６３６ MA５３ ２０ １３ １７３４ LP４９ ２０ １４ 
１５４１ LR５４ ４０ ２６ 焼土粒極小微量混入 １６３７ LT５３ １８ ３７ １６３８→１６３７ １７３５ LP４９ ２４ ２９ 検出面で礫出土 
１５４２ LQ５４ ２４ １４ １６３８ LT５３ ３６ ３０ 焼土小少量混入、土器片出土 １７３６ LP４９ ３４ ２７ 
１５４３ LQ５４ ４０ １７ １６３９ LT５４ ３０ １４ １７３７ LP４９ ４８ ２８ 
１５４４ LS５２ ２２ １２ １６４０ LT５４ ４０ １４ １７３９ LP４９ ３０ ２４ 
１５４５ LS５２ ３８ ２３ １６４１ LT５４ ２８ ３２ １７４０ LP４９ ２６ ２３ 
１５４６ LS５２ ２０ ３５ １６４２ LT５４ ３６ ８ １７４１ LP４９ ２６ ２１ 
１５４７ LS５２ ３４ ９ 土器片出土 １６４３ LT５４ ２２ １０ １７４３ LQ４９ ２８ １７ フレーク（検出面）出土 
１５４８ LS５２ ２２ １８ 土器片出土 １６４４ LT５４ ３４ １１ １７４４ LQ４９ ３４ １７ 
１５４９ LS５２ ２２ １４ １６４５ LT５４ ２４ １１ １７４５ LQ４９ ２４ ２１ 
１５５０ LS５２ ３２ １５ 焼土粒極小微量混入、土器片出土 １６４６ LT５４ ２０ １２ １７４６ LQ４９ ２８ ９ 焼土小少量混入 
１５５１ LS５２ ２２ １８ 不整形 １６４７ LT５４ ３０ １６ １７４７ LQ４９ ４２ １７ 
１５５２ LS５２ ２０ １４ 焼土小少量混入 

１６４８ LT５４ ２８ １２ く出土 
石錘出土、底部まで炭化物が多 １７４８ LQ４９ ３２ ２４ 

１５５３ LS５２ ２４ ５ １７４９ LQ４９ ２０ １５ 
１５５４ LS５２ １８ １９ １６５１ LT５１ ２０ ９ １７５０ LQ４９ ３０ ２８ 
１５５５ LS５２ １８ １６ 焼土粒極小微量混入 １６５２ LS５１ ２４ １８ １７５１ LQ４９ ２０ ９ 
１５５６ LS５２ ２２ １４ １６５３ LT５１ １８ １７ １７５２ LQ４９ ５０ １１ 
１５５７ LS５２ ３２ ２０ 焼土粒極小微量混入 １６５４ LT５１ １６ １０ １７５３ LQ４９ ２６ ２２ 
１５５８ LS５２ ２０ １７ １６５５ LT５１ ２８ １２ １７５４ LQ４９ １８ １７ 
１５５９ LS５２ ２０ １６ １６５６ LT５１ ２０ １５ １７５５ LQ４９ ４４ ２９ 
１５６０ LS５２ ２２ ２０ １６５７ LS５１ ２６ ２５ １７５６ LQ４９ ３０ １６ 
１５６１ LT５３ ２６ １１ 焼土極小微量混入 １６５８ LT５１ ２４ ３４ １７５７ LQ４９ ２２ １４ 
１５６２ LT５３ ３２ ２１ 焼土極小少量混入 １６５９ LT５１ ２８ ７ １７５８ LR４９ ２６ ２８ 
１５６３ LT５３ ３４ １６ 焼土極小少量混入、土器片出土 １６６０ LT５１ １８ ２１ １７５９ LR５０ ４０ ３２ 
１５６４ LT５３ ３４ ６ 焼土粒極小やや多量混入 １６６１ LT５１ １８ ６ １７６０ LR４９ ４０ ３３ 
１５６６ LT５３ ２０ １０ １６６２ LT５１ ２２ １４ １７６１ LR４９ ２６ １８ 
１５６７ LT５３ ２６ １０ 焼土粒小少量混入 １６６３ LT５１ ２０ １４ 焼土極小微量混入 １７６３ LR４９ ２６ １８ 焼土極小微量混入 
１５６８ LT５３ ２４ １１ １６６４ LT５１ ２０ ４ 焼土極小微量混入 １７６４ LR４９ １８ ２５ 焼土極小微量混入 
１５６９ LT５３ １８ ５ １６６５ LT５１ ３０ ７ 焼土極小微量混入 １７６５ LR４９ ２８ １２ 
１５７０ LT５２・５３ ２０ １５ １６６６ LT５１ １８ ８ 焼土極小微量混入 １７６６ LR４９ ２４ ２２ 
１５７１ LT５３ １８ ２１ １６６７ LT５１ ２２ ８ 焼土極小微量混入 １７６７ LR４９ ５８ ２５ １７６７→１７６８ 
１５７２ LT５３ １８ １３ １６６８ LT５１ ２０ １１ １６６８→１６６９ １７６８ LR４９ ５８ １２ 径（１７６７～１７６８） 
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第６表　柱穴様ピット一覧（６）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
１７６９ LR４９ ３４ ５６ 土器片出土 １８６８ LR４８ ３４ １３ １９６７ LT４８ １６ ２５ 
１７７０ LS４９ ２４ ２９ １８６９ LR４８ ２４ ３０ １９６８ LT４８ ２２ ２５ 
１７７１ LS４９ ２８ ３１ １８７０ LR４８ １８ １６ １９６９ LT４８ ２８ １５ 
１７７２ LS４９ ２４ ９ １８７１ LS４８ ２４ ２７ １９７０ LT４７ ２０ ８ 
１７７３ LS４９ ２２ １７ １８７２ LS４８ ２０ ２１ 土器片出土 １９７１ LT４７ ２２ １９ 
１７７４ LS４９ ３６ ２６ 土器片出土 １８７３ LS４８ １６ ２１ １９７２ LT４７ ２８ ２８ 
１７７５ LS４９ ２０ ２０ １８７４ LS４８ １８ １３ １９７３ LT４７ １８ ２４ 
１７７６ LS４９ ２２ １３ １８７５ LS４８ １４ ７ １９７４ LS４７ ２４ ２５ 
１７７７ LS４９ ２６ １８ １８７６ LS４８ １６ １８ １９７５ LT４７ ２４ ３２ 
１７７８ LS４９ ２８ ６ ２つの小ピットの重複の可能性 １８７７ LS４８ １６ ８ １９７６ LT４７ １４ ５ 
１７７９ LS４９ ２２ １５ １８７８ LS４８ １８ １７ １９７７ LT４７ ２２ ２８ 
１７８０ LS４９ ２０ １５ １８７９ LS４８ ２０ ２３ １９７８ LT４７ ２０ ７ 
１７８１ LS４９ ３０ ２０ １８８０ LS４８ １６ １４ １９７９ LT４７ ３８ ４１ 土器片やや多く出土 
１７８２ LS４９ ２２ １０ １８８１ LS４８ ２０ １２ １９８０ LT４７ ２２ １３ 
１７８３ LS４９ ２６ ２１ １８８２ LS４８ １６ ８ １９８１ LT４７ ２４ １４ 
１７８４ LS４９ ２６ １６ １８８３ LS４８ １８ １５ １９８２ LT４７ ２２ １４ 土器片出土 
１７８５ LS４９ １８ ８ １８８４ LS４８ １６ １３ １９８３ LT４７ ２８ ２２ 
１７８６ LS４９ ２０ １１ １８８５ LS４８ １８ １２ １９８４ LT４７ ２８ １３ 
１７８７ LS４９ ２８ １９ １８８６ LS４８ ３６ ３９ 土器片出土 １９８５ LT・MA４７ ３０ ７ １９８５→２０００ 
１７８８ LS４９ ２０ １３ 土器片出土 １８８７ LS４８ ２２ ２４ １９８６ LT４７ ３０ ８ 土器片出土 
１７８９ LS４９ ２４ １６ １８８８ LS４８ ２０ １７ １９８７ LT４７ ２２ ８ 焼土極小微量混入 
１７９０ LS４９ １８ １８ １８８９ LS４８ ２２ １５ １９８８ LT４７ ２８ ９ 
１７９１ LS４９ １８ ２３ １８９０ LS４８ ２４ １６ １９８９ LT・MA４７ ３０ １６ 焼土粒やや大やや多量混入 
１７９２ LS４９ ３２ １９ １８９１ LS４８ １４ １１ １９９０ LT４７ ２０ ２１ 
１７９３ LS４９ １８ １４ １８９２ LS４８ ２２ １１ １９９１ LT４７ １６ ９ 
１７９４ LS４９ ２２ １３ １８９３ LS４８ ２４ ３１ １９９２ LT４７ ２４ ２９ 
１７９５ LS４９ ２２ １１ １８９４ LQ４８ ２０ １２ １９９３ LT４７ ２８ ２３ 
１７９６ LS４９ ２０ １４ １８９５ LR４８ ２２ １５ １８９５→１８９６ １９９６ LT４７ ３２ １１ 
１７９７ LT４９ ３８ １７ １８９６ LR４８ ２４ １５ １９９７ LT４７ ２２ ２０ 
１７９８ LT４９ ２４ １７ １８９７ LT４８ １４ １３ １９９８ LT４７ ２２ １６ 
１７９９ LT４９ ３０ ８ １８９８ LT４８ ２２ １５．４ １９９９ LT４７ １６ １３ 
１８００ LT４９ ２４ １１ １８９９ LT４８ １８ １５ ２０００ LT４７ ２２ １８ 
１８０２ LT４９ ２０ １８ １９００ LT４８ １８ １１ ２００１ MC５７ ３８ ２８ 
１８０３ LT４９ １８ ２０ １９０１ LQ４８ ２６ ２１ 土器片出土 ２００２ MC５８ ３４ ３６ 
１８０４ LT４９ １４ ９ １９０２ LQ４７・４８ ２６ １５ 径（１９０２～１９０３） ２００３ MC５８ ３８ ３４ 
１８０５ LT４９ １６ １０ １９０３ LQ４７・４８ ２６ － 〃 ２００４ MB５９ ３２ １８．９ 
１８０６ LT４９ １８ １２ １９０４ LQ４７ １４ ２５ ２００５ MB５９ ２８ ８ 
１８０７ LT４９ ３６ ２３ １９０５ LQ４７ １６ １８ ２００７ MA６０ ２０ １８ 
１８０８ LT４９ １４ ８ １９０６ LQ４７ ２２ ２５ ２００８ MA５９ ２６ ５ 
１８０９ LT４９ １８ １４ １９０７ LQ４７ １８ ２６ ２００９ MA５８ ２４ ２１ 検出面より石錐出土 
１８１０ LT４９ ３６ ２２ １９０８ LQ４７ １６ ２１ ２０１０ MA５８ ２４ ２３ 
１８１１ LT４９ ２６ ２４ １９０９ LQ４７ １８ ２４ ２０１１ MA５８ ２４ １７ 
１８１２ LT４９ １８ １４ １９１０ LQ４７ １８ １５ ２０１２ MC５８ ２４ １５ 
１８１３ LT・MA４９ ２２ ８ 土器片出土 １９１１ LQ４７ ２２ １４ ２０１３ MC５８ ２０ １３ 
１８１４ LT４９ ２４ ２６ 焼土極小少量混入 １９１２ LQ４７ １８ ２１ ２０１４ MC５８ ２４ － 
１８１５ LT４９ ２４ １１ 土器片出土 １９１３ LQ４７ １８ ２７ ２０１５ MA５７ ２０ １１ 
１８１６ LT・MA４９ ２０ ４ １９１４ LQ４７ ２２ １４ ２０１６ LT５７ ２２ １５ 
１８１７ LT４９ ５６ １３ 石器出土 １９１５ LQ４７ １８ ２２ ２０１７ LT５７ ２２ ２６ 
１８１８ LT４９ ２２ １０ １９１７ LQ４７ １４ ７ ２０１８ LT５７ ３０ １９ 
１８１９ LT４９ ２２ １４ １９１８ LQ４７ ２２ ５ ２０１９ LT５７ ２４ １５ 
１８２０ LT・MA４９ ２８ ２３ １９１９ LQ４７ １６ １２ ２０２０ LT５７ ２６ １３ 
１８２１ LT・MA４９ ２６ １５ １９２０ LQ４７ ２０ １７ ２０２１ LT５８ ２４ １４ 
１８２２ LT・MA４９ ４４ ２９ １９２１ LQ４７ １８ １６ ２０２２ LT５８ ２２ １２ 
１８２４ LQ４８ １６ ７ １９２２ LQ４７ １６ １７ ２０２３ LT５９ ２８ ２０ 
１８２５ LQ４８ １６ ８ １９２３ LQ４７ １４ ９ ２０２４ LS５９ ２８ １９ 
１８２６ LQ４８ ２８ ２３ １９２４ LQ４７ １８ １７ ２０２５ LT５９ １８ ９ 
１８２７ LQ４８ ２４ １６ １９２６ LQ４７ ２８ １３ ２０５１ MG５５ ４２ １１ 
１８２８ LQ４８ ２０ ２１ 土器片出土 １９２７ LQ４７ ２４ １１ ２０５２ MG５５ ５２ ４１ 
１８２９ LQ４８ ２０ １４ １９２８ LQ４７ ２０ １０ ２０５３ MG５６ ４２ ２０ 
１８３０ LQ４８ ２２ ３１ １９２９ LQ４７ １８ ２１ ２０５４ MH５６ ３９ １５ 
１８３１ LQ４８ １８ １８ １９３０ LQ４７ ２０ １７ ２０５５ MH５６ ３２ １４ 
１８３２ LQ４８ ３８ ３０ １９３１ LQ４７ ２０ ２４ ２０５７ MG５７ ２８ ８ 
１８３３ LQ４８ ２２ ２９ １９３２ LQ４７ １８ ２６ ２０５８ MH５４ ３０ ３０ 
１８３４ LQ４８ ３４ ２５ １９３３ LQ４７ ４０ １７ ２０５９ MH５４ １９ １９ 
１８３５ LQ４８ ２４ ２３ １９３４ LQ４７ １８ １６ ２０６０ MH５４ ５３ ５３ 
１８３６ LQ４８ ２０ １２ １９３５ LQ４７ １８ １６ ２０６３ MF５６ ４２ ２５ 
１８３７ LQ４８ ２２ １７ １９３６ LQ４７ ２４ １４ ２０６４ MF５６ ２６ １５ 
１８３８ LQ４８ ２４ ２２ １９３７ LQ４７ １８ １５ ２０７４ MC５４ ３０ ３１ 
１８３９ LQ４８ ２２ １７ １９３８ LQ４７ １４ １５ ２０７５ MC５４ ２６ ７ 
１８４０ LQ４８ ２６ ２１ フレーク出土 １９３９ LQ４７ １６ ２１ ２０７６ MC５４ ３６ ２５ 
１８４１ LQ４８ ３０ １２ １９４１ LP４７・４８ １８ ３６ ２０７７ MD５４ ２６ ２２ 
１８４２ LQ４８ ４４ １５ 土器片出土 １９４２ LP４７ １８ ８ ２０７９ MD５４ ３０ １６ 
１８４３ LQ４８ ３８ ２５ １９４３ LP４７ ２０ ３７ ２０８０ MD５４ ２２ ７ 
１８４４ LQ４８ ２８ ２４ 土器片出土 １９４４ LQ４７ １６ １０ ２０８１ MD５４ ３２ ３２ ２０７１に含まれる 
１８４５ LQ４８ ２６ １４ １９４５ LQ４７ １４ １５ ２０８３ ＭD５５ ２４ ８ 
１８４６ LQ４８ ２８ １４ １９４６ LQ４６ １２ ２５ ２０８４ MD５４ ２２ ９ 
１８４７ LQ４８ ３６ １８ １９４７ LQ４７ １８ １４ ２０８５ MC５４ ５４ ２０ 
１８４８ LR４８ ２８ ２３ 焼土小少量混入、１８５０→１８４８ １９４８ LQ４６ １４ ９ ２０８６ MC５３ １８ ２１ 
１８４９ LR４８ １４ １８ １８４９→１８５０→１８４８ １９４９ LQ４６ １４ １２ ２０８７ MC５４ １６ １１ 
１８５０ LR４８ ３０ １０ １９５０ LQ４６ １４ ４４ ２０８８ MC５４ １６ ４ 
１８５１ LR４８ ２８ １９ 南側の土坑を切る １９５１ LT４８ １８ １５ ２０８９ MC５３ ３４ １６ 
１８５２ LR４８ ２０ ９ １９５２ LT４８ ２０ １３ ２０９０ MC５４ １０ ８ 
１８５３ LR４８ ２２ ９ １９５３ LT４７・４８ ２８ １２ ２０９１ MC５４ １６ １５ 
１８５４ LR４８ ４４ １４ １９５４ LT４７ ２８ ２８ 焼土やや大微量混入 ２０９２ MC５４ １２ １４ 
１８５６ LR４８ ３８ １９ 土坑に切られる １９５５ LT４７ ２４ １５ ２０９３ MC５４ １８ １１ 
１８５７ LR４８ ３０ １８ １９５６ LT４８ ３２ ２０ ２０９４ ME５３ ２８ ４１ 
１８５８ LR４８ ２２ １３ １９５７ LT４８ ２４ １８ ２０９５ ME５３ ２０ １１ ２０９５→２０９６ 
１８５９ LR４８ ２６ １７ １９５８ LT４８ ６８ １７ ２０９６ ME５３ ３４ ４４ 
１８６０ LR４８ ５２ ３２ 土器片出土 １９５９ LT４８ ２２ １４ 焼土極小微量混入 ２０９７ ME５３ ２０ １１ 
１８６１ LR４８ ２２ １９ １９６０ LT４８ ２２ １２ 土器片出土 ２０９８ ME５３ ２４ １４ 
１８６２ LR４８ ２２ １１ １９６１ LT４８ ２６ １９ ２０９９ ME５３ １８ １２ ２１００→２０９９ 
１８６３ LR４８ ２８ １９ 礫出土 １９６２ LT４８ １８ １２ ２１００ ME５３ ２４ １１ 
１８６４ LR４８ １８ １３ １９６３ LT４８ １８ １６ ２１０１ ME５３ ４０ ２２ 
１８６５ LR４８ １４ １６ １９６４ LT４８ ２０ １４ ２１０２ ME５３ ３４ ２６ 
１８６６ LR４８ ２２ １６ １９６５ LT４８ ２０ ９ １９６６→１９６５ ２１０３ ME５３ ２２ １８ 
１８６７ LR４８ ２２ １４ １９６６ LT４８ １８ １６ ２１０４ ME５３ ２２ ２５ 
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第７表　柱穴様ピット一覧（７）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
２１０５ ME５２ １８ ２６ ２２０４ MD５１ ３４ １２ ２３００ MC５１ １６ ２５ 焼土極小少量混入 
２１０６ ME５２ １６ １０ ２２０５ MD５１ １６ １３ ２２０５→２２０６ ２３０１ MC５１ ２０ ２３ 焼土極小微量混入 
２１０７ ME５２ ２４ ２６ ２２０６ MD５１ ２８ ５ ２２０５を切る ２３０２ MC５１ ７２ １５ 土器片出土 
２１０８ ME５２ １４ １６ 土器片出土 ２２０７ MD５１ １８ １６ ２３０３ MC５０ ２０ ３２ 焼土極小少量混入 
２１１０ ME５２ ３０ １９ ２２０８ MD５１ ２０ １２ ２３０４ MC５０ １６ １１ 
２１１１ ME５２ ２４ ９ ２２０９ MD５１ １４ １９ ２３０５ MC５０ ２４ ２７ 土器片少量出土 
２１１２ ME５１ ２０ １７ ２２１０ MD５１ ５８ １４ ２３０６ MC５０・５１ ２６ ２６ 焼土極小少量混入 
２１１３ ME５１ ２６ １６ ２２１１ MD・MC５１ １２ １６ 焼土極小少量混入 ２３０７ MC５０ １０ ５ 
２１１４ ME５１ ２６ ７ ２２１２ MD５１ １４ １４ ２３０８ MC５０ １４ ７ 
２１１５ ME５１ ３０ １５ ２２１３ MD５０ １６ １１ ２３０９ MC５０ １４ ２３ 
２１１６ ME５１ ２６ ３１ ２２１４ MD５０ １８ １２ ２３１０ MC５０ ２０ １２ 
２１１７ ME５１ １６ ８ ２２１５ MD５０ ２０ ４ ２３１１ MC５０ ２６ ２８ 
２１１８ ME５１ ２４ １５ 土器片出土 ２２１６ MD５０ １６ ７ ２３１２ MC５０ ２０ ９ 
２１１９ ME５１ ２６ １６ ２２１７ MD５０ ２８ ６ ２３１３ MC５０ １４ １４ 
２１２０ ME５１ １４ ９ ２２１８ MD５０ １８ ５ ２３１４ MC５０ １４ ５ 
２１２１ ME５１ １６ １４ ２１２７→２１２１ ２２１９ MD５０ １８ １２ ２３１５ MC５０ ２０ ４ 焼土小微量混入、土器片出土 
２１２２ ME５１ ３４ １１ ２１２３→２１２２ ２２２０ MD５０ １４ ９ ２３１６ MC５０ １０ １１ 
２１２３ ME５１ ２４ １３ ２２２１ MD５０ ２０ ７ ２３１７ MC５０ １８ ８ 
２１２４ ME５１ ２８ ９ ２１２８→２１２４ ２２２２ MD５０ ２４ １５ ２３１８ MC５０ １８ １０ 
２１２５ ME５１ １６ ３０ ２２２３ MD５０ ２４ １５ ２３１９ MC５０ ２６ １４ 焼土極小微量混入 
２１２６ ME５１ ２０ ８ ２２２４ MD５０ １４ １３ ２３２０ MC５０ １４ １２ 
２１２７ ME５１ ２４ ２１ ２２２５ MD５０ ２０ １１ ２３２１ MC５０ ３４ １０ 
２１２８ ME５１ ２２ ３ ２２２６ MD５０ １６ ７ ２３２２ MC５０ ２０ ３６ 
２１２９ ME５０ ２８ ８ ２２２７ MD５０ １４ ５ ２３２３ MC５０ ２８ ２０ 焼土極小少量混入 
２１３０ ME５０ ２８ １４ 土器片出土 ２２２８ MD５０ ２０ １１ ２３２４ MB５３ １６ ６ 
２１３１ ME５０ ２０ ８ 焼土極小少量混入、２１３２→２１３１ ２２２９ MD５０ １４ １３ ２３２５ MB５３ １８ ３０ 
２１３２ ME５０ ４０ ４５ ２２３０ MD５０ ２０ １６ ２３２６ MB５３ ２６ １３ 
２１３３ ME５０ １８ １３ ２２３１ MD５０ １８ ５ ２３２７ MB５３ ２０ １０ 
２１３４ ME５０ ４０ １４ ２２３２ MD５０ ３０ １８ 土器片出土 ２３２８ MB５３ １６ ８ 
２１３５ ME５０ ４０ ２２ 礫出土 ２２３３ MD５０ ２０ ８ 土器片出土 ２３２９ MB５３ ２０ ２２ 
２１３６ ME４９ ３０ ９ 土器片混入 ２２３４ MD５０ １６ １１ ２３３０ MB５３ ２０ １９ 
２１３８ ME・MD５０ １４ １０ 焼土極小微量混入 ２２３５ MD５０ １８ １１ ２３３１ MB５３ １６ １５ 
２１３９ ME５０ ２０ １１ 土器片小微量混入 ２２３６ MD５０ １８ １２ 焼土極小少量混入 ２３３２ MB５３ ２２ １１ 
２１４０ MD５０ ２０ １０ ２２３７ MD５０ １６ １６ ２３３３ MB５３ ２４ １３ 
２１４１ ME５０ ２８ ２１ ２２３８ MD５０ ２４ ２０ 焼土極小少量混入 ２３３４ MB５３ ２４ １３ 
２１４２ ME４９ ２４ １０ ２１４２→２１３７・２１４３ ２２３９ MD５０ ４６ １３ 土器片・礫出土 ２３３５ MB５３ ２２ １２ 土器片出土 
２１４３ ME４９ １６ １８ ２２４０ MC５０ ３４ １０ ２２４１→２２４０ ２３３６ MB５３ ２８ １８ 
２１４５ MD５３ ２０ １０ ２２４１ MC５０ ４４ ２４ ２３３７ MB５３ １４ １３ 
２１４６ MD５３ ２４ １２ ２２４２ MD５０ ２２ １０ ２３３８ MB５３ １６ ６ 
２１４７ MD５３ ２０ １５ ２２４３ MC５３ ２４ １３ ２３３９ MB５３ １８ ６ 
２１４８ MD５３ ２０ ２１ ２２４４ MC５３ ２０ ２３ 焼土小微量混入 ２３４０ MB５３ １８ ９ 焼土小微量混入 
２１４９ MD５３ ２６ ２１ ２２４５ MC５３ ２８ １６ ２２４６→２２４５ ２３４１ MB５３ １４ － 
２１５０ MD５３ ２０ ５ ２２４６ MC５３ １２ １１ ２３４２ MB５２ ２０ １２ 
２１５１ MD５３ ２２ ２２ ２１５１→２１５８ ２２４７ MC５３ ２０ ３０ ２３４３ MB５２ １６ １２ 
２１５２ MD５３ ２４ １８ ２２４８ MC５３ １４ １１ ２３４４ MB５２ ３４ ３１ 土器片出土 
２１５３ MD５３ ２０ ４ ２２４９ MC５３ １６ １７ ２３４５ MB５２ ３０ １２ 
２１５４ MD５３ ３０ １７ ２２５０ MC５３ １６ １４ ２３４６ MB５２ ２０ ２１ 土器片出土 
２１５５ MD５３ ５６ ２７ ２２５１ MC５３ ３０ ３０ ２３４７ MB５２ ３０ ２４ ２３４８→２３４７ 
２１５６ MD５２ ２６ １３ ２２５２ MC５３ ２２ １０ ２３４８ MB５２ １６ ２３ ２３４８→２３４７・２３４９ 
２１５７ MD５２ １６ １８ ２２５３ MC５３ ２６ ９ ２３４９ MB５２ ２０ １０ ２３４８→２３４９ 
２１５８ MD５３ １４ ７ ２１５１・２１５９→２１５８ ２２５４ MC５３ ２８ ３４ ２３５０ MB５２ ２０ ２３ 
２１５９ MD５３ １８ １０ ２２５５ MC５３ １６ ９ ２３５１ MB５２ ３０ ８ 
２１６０ MD５２ ３０ １２ ２２５６ MC５３ ３２ １６ 焼土小微量混入 ２３５２ MB５２ ２０ １７ 
２１６１ MD５２ ４６ ２６ 土器片出土、２１６１→２１６２ ２２５７ MC５３ ２０ １４ ２３５３ MB５２ ２６ １７ 
２１６２ MD５２ １８ ７ ２２５８ MC５３ ２４ ２３ 焼土極小少量混入 ２３５４ MB５２ ３４ １９ 
２１６３ MD５２ ２４ １０ ２２５９ MC５３ ２０ ９ ２３５６ MB５２ ２８ ９ 土器片出土 
２１６４ MD５２ ３０ ９ ２２６０ MD５２ ２６ ２６ 礫出土 ２３５７ MB５２ ２８ １２ 
２１６５ MD５２ ２４ １０ ２２６１ MC５１・５２ ５０ ２７ 土器片大出土 ２３５８ MB５１ ２８ １７ 
２１６６ MD５２ ２２ １１ ２２６２ MC５２ ２２ ２３ ２３５９ MB５１ １８ ３０ 
２１６７ MD５２ ２８ ３７ ２２６３ MC５２ １６ － ２３６０ MB５１ ２４ ９ 
２１６８ MD５２ ２０ １５ ２２６４ MC５２ ２０ １３ ２３６１ MB５１ １８ １４ 
２１６９ MD５２ ２６ ２５ ２２６５ MC５２ ３０ １９ ２３６２ MB５１ ２４ １１ 
２１７０ MD５２ １６ １５ ２２６６ MC５２ ２０ １６ ２３６３ MB５１ １６ １６ 
２１７１ MD５２ １８ １１ ２２６７ MC５２ ２０ ２３ ２３６４ MB５１ １６ ５ 
２１７２ MD５２ １２ ８ ２２６８ MC５２ ２０ １６ ２３６５ MB５１ １６ ９ 
２１７３ MD５２ ２０ １８ ２２６９ MC５２ １４ １６ ２３６６ MB５１ ２２ １３ 
２１７４ MD５２ １６ ９ ２２７０ MC５２ ４０ １１ ２３６７ MB５１ ２０ １０ 
２１７５ MD５２ １６ １７ ２２７１ MC５２ ２０ １５ ２３６８ MB５１ ２０ １７ 
２１７６ MD５１ ２０ １２ ２２７２ MC５２ ２０ １０ ２３６９ MB５１ １８ １４ 
２１７７ MD５１ ２８ ９ ２２７３ MC５２ １６ ７ ２３７０ MB５０ ２０ ２４ 
２１７８ MD５１ ２０ ２６ ２２７４ MB５２ １８ ７ 焼土極小少量混入 ２３７１ MB５１ １４ １０ 
２１７９ MD５１ １６ ９ ２２７５ MB５２ ２０ ４ ２３７２ MB５１ １２ １０ 
２１８０ MD５１ １６ １３ ２２７６ MB５２ ２０ １５ ２３７３ MB５１ １４ １２ 
２１８１ MD５１ ３０ ４ ２２７７ MC５３ １８ １５ ２３７４ MB５１ １２ １０ 
２１８２ MD５１ ３４ １９ ２２７８ MC５３ ２４ １１ ２３７５ MB５１ １２ １５ 
２１８３ MD５１ １６ ６ ２２７９ MC５１ ２２ ２１ 小礫出土 ２３７６ MB５１ １４ ９ 土器片出土 
２１８４ MD５１ ２０ １２ ２２８０ MC５１ ２６ １５ ２３７７ MB５１ １４ １１ 
２１８５ MD５１ １８ １３ ２２８１ MC５１ １８ １６ ２３７８ MB５１ １６ ２０ 
２１８６ MD５１ ２０ １４ ２２８２ MC５１ １６ １５ ２３７９ MB５１ ２０ ２１ 焼土極小微量混入 
２１８７ MD５１ ３０ １９ 焼土極小少量混入 ２２８３ MC５１ １４ ４５ ２３８０ MB５０ １８ ７ 
２１８８ MD５１ ２０ １８ ２２８４ MC５１ １４ ９ ２３８１ MB５０ ２４ １１ 
２１８９ MD５１ ２６ ２１ 礫出土 ２２８５ MC５１ ２０ ２８ ２２８５→２２８６ ２３８２ MB５０ ２４ １４ 
２１９０ MD５１ ２２ １９ ２２８６ MC５１ １０ ８ 土器片出土 ２３８３ MB５０ １６ １３ 
２１９１ MD５１ １８ ２６ ２２８７ MC５１ １２ １１ ２３８４ MB５０ １６ ８ 
２１９２ MD５１ ２４ １０ ２２８８ MC５１ １４ ９ ２３８５ MB４９ １６ ５ 
２１９３ MD５１ ２８ １１ ２２８９ MC５１ ３８ １２ ２３８６ MB５０ ２６ １１ 土器片出土 
２１９４ MD５１ ３８ ２４ ２２９０ MC５１ １２ ５ ２３８７ MB５０ ３０ ２８ 
２１９５ MD５１ １４ ２０ ２２９１ MC５１ ２０ １７ 焼土小微量混入 ２３８８ MB５０ ２６ ４ 
２１９６ MD５１ ２２ １３ ２２９２ MC５１ １０ １０ 礫出土 ２３８９ MB５０ １４ ３２ 石器・土器少量出土 
２１９７ MD５１ ２６ ２２ ２２９３ MC５１ ２６ ２５ 焼土極小微量混入、２２９４→２２９３ ２３９０ MB５０ １４ １３ 
２１９８ MD５１ ２４ １８ ２１９９→２１９８ ２２９４ MC５１ ４４ ２２ ２３９１ MB５０ １８ １８ 焼土極小少量混入、土器片出土 
２１９９ MD５１ ２０ １１ ２２９５ MC５１ ２０ ８ ２３９２ MB５０ １４ １９ 
２２００ MD５１ ２２ ２０ ２２９６ MC５１ ３０ ２４ ２３９３ MB５０ １６ ９ 
２２０１ MD５１ １６ １１ ２２０２→２２０１ ２２９７ MC５１ ２０ １９ ２３９４ MB５０ １４ １０ 底部から石錘２個、礫５個出土 
２２０２ MD５１ １６ ９ ２２９８ MB５１ １６ １２ ２３９５ MB５０ １８ ２０ 
２２０３ MD５１ ２６ ７ ２２９９ MC５１ １８ １０ ２３９６ MB５０ ２０ ９ 
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第８表　柱穴様ピット一覧（８）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
２３９７ MB５０ ２０ ９ 焼土極小少量混入 ２５４８ MG４６ ２０ ６ ２６６０ LR４６ ２４ ２５ 
２３９８ MB５０ １４ １６ ２５４９ MG４６ １２ １１ ２６６１ LR４６ １４ ６ 
２３９９ MB５１ １４ ８ ２５５０ MF４５ ３２ ９ 焼土ブロック極小やや多量混入、１０YR２／２ブロック状小やや多量混入 ２６６２ LR４６ １８ １７ 
２４００ MA・MB５０ ２４ ７ ２５５１ LT４６ ３６ １８ ２６６３ LR４６ １８ ２３ 
２４１１ LT４４ １８ １９ ２５５２ LT４６ ３２ ２０ ２６６４ LR４６ １４ １５ 
２４１２ LS４４ ２６ ２３ ２５５３ LT４６ ３６ ２２ ２６６５ LR４４ １８ １９ 
２４１５ LT４４ ３６ １１ ２５５４ LT４６ ３６ ２３ ２６６６ LR４６ ３０ １３ 
２４１６ LS４３ １８ １０ ２５５５ LT４６ ３４ １８ ２６６７ LR４６ ２８ ２０ 
２４１８ LS４３ ２２ １１ ２５５６ LT４６ ３６ １３ ２６６８ LS４６ ２４ １６ 
２４１９ LS４３ ２４ １８ ２５５７ LT４６ ３４ １３ ２６６９ LR４６ １２ ５ 
２４２０ LS４３ ２２ ８ ２５５８ LT４６ １８ ２２ ２６７０ LS４６ ２８ １６ 
２４２２ LS４３ １０ １１ ２５５９ LT４６ １８ １９ ２６７１ LS４６ ３０ ２２ 
２４２４ LS４２ ２２ １１ ２５６０ LT４５ ３４ １５ ２６７２ LS４６ ２０ １６ 
２４２５ LR４３ ２４ ２３ ２５６１ LT４５ ２２ ３０ ２６７３ LS４６ １８ １３ 
２４２６ LS・LR４３ ２６ １９ ２５６２ LT４５ ２０ １６ ２６７４ LS４６ ２２ １２ 
２４２７ LR４２・４３ １８ ２０ ２５６３ LT４５ ２４ １８ ２６７５ LS４６ ２２ １１ 
２４２８ LQ４２ １８ ２６ ２５６６ LT４６ ５０ ４ ２６７６ LS４６ ３２ ９ 
２４２９ LQ４２ １８ ７ ２５６７ LT４６ ２６ ３４ ２６７７ LS４６ １６ １０ 
２４３０ LQ４２ １６ １０ ２５６８ LT４６ ２４ ５ ２６７８ LS４６ ２０ １４ 
２４３１ LQ４２ １６ ９ ２５６９ LT４６ ４２ ８ 径（２５６９～２５７０） ２６７９ LS４６ ２２ １２ 
２４３２ LQ４２ ３０ １５ ２５７０ LT４６ ４２ ８ 〃 ２６８０ LR４６ ２０ １７ 
２４３３ LQ４２ １６ ４ ２５７１ LT４６ ４２ ８ ２６８１ LR４５ １２ ２７ 
２４３４ LQ４２ ２４ １５ ２５７２ LT４６ ２６ ３１ ２６８２ LS４６ ２２ １７ 
２４３５ LQ４３ ２４ １８ ２５７３ LT４６ ４０ ７ ２６８３ LS４６ ４０ ２５ 
２４３６ LQ４３ １８ ４ ２５７４ LS４６ ２８ １７ ２６８４ LS４６ ２２ ２１ 
２４３７ LP４３ １４ ９ ２５７５ LS４６ ２２ ２６ ２６８５ LS４６ ２２ １５ 
２４３８ LP４３ １６ １７ ２５７６ LS４６ ２４ １２ ２６８６ LS４６ ２０ ３ 
２４３９ LP４３ ２０ ９ ２５７７ LS４６ １４ １０ ２６８７ LS４６ ２４ ９ 
２４４０ LP４２ ３４ １１ ２５７８ LS４６ ２６ １０ ２６８８ LS４６ １８ １３ 
２４４１ LP４２ ３２ ２３ ２５７９ LS４６ ２２ ４ ２６８９ LS４６ １８ １０ 
２４４２ LQ４２ ３２ ２１ ２５８０ LT４６ ３２ １３ ２６９０ LS４６ １６ １２ 
２４４３ LQ４２ ２４ ９ ２５８１ LT４６ １８ ８ ２６９１ LS４６ ２２ ８ 
２４４４ LQ４２ ２６ １０ ２５８２ LT４６ ３８ １４ ２６９２ LS４６ ２６ ４ 
２４４５ LQ４２ ２４ １２ ２５８３ LS４６ １６ １３ ２６９３ LS４６ ２４ １８ 
２４４６ LR４２ １８ １９ ２５８４ LS４６ ２０ ２０ ２６９４ LS４６ １２ ７ 
２４４７ LR４２ ２０ １９ ２５８５ LS４５ ３８ １３ ２６９５ LS４６ １８ ７ 
２４４８ LR４２ １４ ８ ２５８６ LS４５・４６ ２４ ２２ ２６９６ LS４６ １４ １１ 
２４４９ LR４２ ２６ ３２ ２５８７ LT４５ ２４ ９ ２６９７ LS４６ １４ ２４ 
２４５０ LR４２ ６４ １２ ２５８８ LT４６ １４ ９ ２６９８ LS４６ ２４ １５ 
２４５１ LR４２ ４２ １６ ２５８９ LT４５ １６ ９ ２６９９ LS４６ ３０ １６ 
２４５２ LS４２ ４２ １２ ２５９０ LT４５ ２２ １３ ２７００ LS４６ １８ ２１ 
２４５３ LS４２ ３８ ３７ ２５９１ LT４５ ２８ ２５ ２７０１ LS４６ ３０ １６ 
２４５４ LS４２ ４４ ２０ ２５９３ LS４５ ２２ １１ ２７０２ LS４７ １８ １２ 
２４５５ LS４２ ７２ ２３ 径（２４５７～２４５６～２４５５） ２５９４ LT・LS４４ １８ １５ ２７０３ LS４６ ２４ １４ 
２４５６ LS４２ ７２ － 径（２４５７～２４５６～２４５５） ２５９５ LS４５ ２０ ２１ ２７０４ LR４６ １６ ５ 
２４５７ LS４２ ７２ １８ 径（２４５７～２４５６～２４５５） ２５９６ LS４５ １４ ９ ２７０５ LS・LR４６ ２０ １１ 
２４５８ LS４２ ３８ １１ ２５９７ LS４５ １６ ９ ２７０６ LQ４６ １８ ２４ 
２４５９ LS４２ ３２ １９ ２５９８ LS４５ １４ １６ ２７０７ LQ４６ ２２ １４ 
２４６０ LS４２ ２４ ９ ２５９９ LS４４ ２４ ２６ ２７０８ LQ４６ １８ １３ 
２５０１ MH・MI４６ ３０ ２７ 焼土ブロック極小微量混入 ２６００ LS４４ ２２ １２ ２７０９ LQ４６ １６ ４ 
２５０２ MH４６ １８ １５ ２６０１ LS４４ ２０ １５ ２７１０ LQ４６ ２０ １８ 

２５０３ MH４６ ２６ １０ 
をおびる 
器片出土、被熱して覆土は赤み 
焼土ブロック極小少量混入、土 ２６０２ LS４４ １８ １１ ２７１１ LR４６ １６ １６ 

２６０３ LS４４ １２ １１ ２７１２ LR４６ ２４ ２６ 
２６０４ LS４４ ３２ １９ ２７１３ LR４６ １８ ３５ 

２５０４ MI４６ ２６ １４ 焼土ブロック極小微量混入 ２６０５ LR４４ １８ １４ ２７１４ LR４６ ２６ ２０ 
２５０５ MI４６ ２８ ２７ 焼土粒極小微量混入 ２６０６ LR４５ １８ １４ ２７１５ LR４６ １８ １５ 
２５０８ LT４５ ２４ ９ ２６０７ LS４５ ３８ １９ ２７１６ LR４６ １８ ２２ 
２５１１ MH４６ ２４ ４ ２６０８ LR４４ １６ １３ ２７１７ LR４６ ２４ ２６ 焼土極小微量混入 
２５１２ MF４５ ２０ １８ 焼土ブロック小少量混入 ２６１１ LR４３ ２０ １８ ２７１８ LR４６ ２６ ３１ 

２５１３ MH４５ ３０ １９ 
ク状極小少量混入 
赤みをおびる、白色粘土ブロッ 
土器片出土、　被熱して覆土は 
焼土ブロック極小少量混入、　 

２６１２ LR４４ ４４ １９ ２７１９ LR４６ ２８ ３５ 
２６１３ LR４４ １４ ２０ 焼土小微量混入 ２７２０ LR４６ ２８ １８ 
２６１４ LR４２ ５０ １５ ２７２１ LR４６ １６ ２０ 
２６２１ LQ４６ ２４ １１ ２７２２ LR４６ ２８ ２５ 

２５１４ MH４６ １８ ９ ２６２２ LQ４６ ３４ ６ ２７２４ LR４６ １８ １４ 
２５１５ MG４６ １８ １４ ２６２３ LQ４６ ２８ ７ ２７２５ LR４６ １８ １９ 
２５１７ MG４６ ２０ １５ ２６２６ LQ４７ ２２ １１ ２７２６ LR４６ ２０ １０ 
２５１８a MG４６ １４ ９ 土器片出土 ２６２７ LQ４６ ３２ ８ ２７２７ LR４６ １４ １１ 
２５１８b MG４６ １８ １３ ２６２８ LQ４６ ２０ ９ ２７２８ LR４６ １８ ２０ 
２５１９ MG４６ １４ １２ 焼土粒極小微量混入 ２６２９ LQ４７ １６ １６ ２７２９ LR４６ ３０ ２５ 
２５２０ MG４６ ２０ ４ 土器片出土 ２６３０ LQ４６ ２２ ９ ２７３０ LR４６ １６ １６ 
２５２１ MG４６ ３０ ２５ 焼土粒極小少量混入、土器片出土 ２６３１ LQ４６ １４ １２ ２７３１ LP４８ ２０ １８ ２７３２→２７３１ 
２５２２ MG４６ １４ １９ ２６３２ LQ４６ １２ ８ ２７３２ LP４８ ３０ ３４ 
２５２３ MG・MF４６ ２０ ５ 土器片出土 ２６３３ LQ４６ １０ ６ ２７３３ LP４８ ４０ ７ 土器片出土 
２５２４ MF４６ ４２ ２ ２６３４ LR４６ １８ ８ ２７３４ LP４８ １６ １２ 
２５２５ MG４６ １６ ４ ２６３５ LR４６ １４ １０ ２７３５ LP４８ ２２ － ２７３２・２７３４→２７３５ 
２５２６ MG４６ ２０ ９ 焼土ブロック極小微量混入 ２６３６ LQ４６ １８ １４ ２７３６ MA４６ ２４ ２４ 焼土極小微量混入 
２５２７ MG４６ ４０ ８ ２６３７ LQ４６ ２２ ２０ ２７３７ MA４６ ３８ ４７ 焼土極小微量混入 
２５２８ MG４６ ２６ ９ ２６３８ LQ４６ １８ １１ ２７３８ LT４６ ２４ １１ 
２５２９ MG４６ １６ １４ ２６３９ LQ４６ １４ ８ ２７３９ LT４６ ２２ ２１ 
２５３０ MH４６ ２６ ９ ２６４０ LQ４６ １４ １４ ２７４０ LT４６ １４ ５ 
２５３１ MG４６ １２ － ２６４１ LQ４６ １６ １１ ２７４１ LT４６ １８ ９ 
２５３２ MG４６ １６ ３ ２６４３ LQ４６ ２４ ２３ ２７４２ MA４６ １６ １０ 
２５３３ MG４６ ３０ １２ ２６４５ LQ４６ １６ ２２ ２７４３ LT４６ ３６ ８ 
２５３４ MG４６ １４ ２１ ２６４６ LP４６ ３８ １４ ２７４４ LT４６ ２８ ２２ 
２５３５ MG４６ ２４ ９ ２６４７ LP４６ ２４ １５ ２７４５ LT４６ １８ ８ 
２５３６ MG４６ １８ １１ 焼土ブロック極小微量混入、１０YR２／２ブロック極小やや多量混入 ２６４８ LP４６ ２０ １７ ２７４６ LT４６ ２８ １５ 
２５３７ MG４６ １６ １４ 礫出土 ２６４９ LP４６ １８ １０ ２７４７ LT４６ １２ ８ 
２５３９ MF４６ ２０ ９ 焼土ブロック極小少量混入、１０YR２／２ブロック小やや多量混入 ２６５０ LP４６ ２２ １８ ２７４８ MA４６ ３０ ８ 
２５４０ MF４６ ２０ １５ ２６５１ LP４６ ２２ １２ ２７４９ LT４６ ２２ ２３ 
２５４１ MC４５ ３２ ７ ２６５２ LP４６ ２２ ２０ ２７５０ LT４６ ２６ １９ 
２５４２ MC４６ ２０ １８ ２６５３ LP４６ ２６ １５ ２７５１ LT４６ ３０ １７ 
２５４３ MC４６ ２２ １１ ２６５４ LP４６ １６ １５ ２７５２ LT４６ ２４ １７ 
２５４４ MC４６ ２０ １２ ２６５５ LP４６ ２０ ３０ ２７５３ LT４６ ２２ １８ 
２５４５ MB４６ ２２ １９ ２６５６ LO４６ １４ １２ ２７５４ LT４７ ２２ ２０ 
２５４６ MB４６ １４ １８ ２６５７ LO４６ １８ ８ ２７５５ LT４７ ２２ １５ 
２５４７ MB４５ ２８ １６ ２６５８ LR４６ ３０ ２５ ２７５６ LT４６ ２２ １６ 
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第９表　柱穴様ピット一覧（９）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
２７５７ LT４７ １８ １０ ３０８５ ME・MD４９ １２ １１ ３１９３ MA４９ ３０ １７ 土器片大出土、３１９３→３１９４ 
２７５８ LT４６ １８ ９ ３０８６ ME４９ ２０ １１ ３１９４ MA４９ ２８ １７ ３１９３→３１９４ 
２７５９ LT４６ ２２ １０ ３０８７ ME４９ １２ ５ ３１９５ MA４９ ２６ １３ 
２７６０ LT４６ ２４ １７ ３０８８ ME４９ ２０ ２４ ３１９６ MA４９ １４ ２２ 
２７６１ LT４６ ２４ １１ ３０８９ ME・MD４９ ２０ １７ ３１９７ MA４９ ２０ １３ 
２７６２ LT４６ １８ ２０ ３０９０ ME・MD４９ １４ １０ ３０９０→３０９１ ３１９８ ME４８ ２０ １１ 
２７６３ LT４６ ４２ １２ ３０９１ ME・MD４９ １６ １０ ３１９９ ME４８ １０ ５ 焼土極小少量混入 
２７６４ LT４６ ３８ ８ ３０９２ MD４９ １０ ９ ３２００ ME４８ ２４ １６ ３２００→３２０１ 
２７６５ LT４６ １８ １２ ３０９３ MD４９ １４ ８ ３２０１ ME４８ １６ １０ 　　〃 
２７６６ LS４６ １８ １２ ３０９４ MD４９ １８ ８ ３２０２ ME４７ ２２ １６ 焼土極小少量混入 
２７６７ LS４６ ２０ ２６ ３０９５ MD４９ １６ １０ ３２０３ ME４８ ２８ ９ 焼土極小少量混入 
２７６８ LS４６ ２０ ７ ３０９６ MD４９ １２ ５ ３２０４ ME４８ １２ １０ ３２０４→３２０５ 
２７６９ LS４６ ２４ １４ ３０９７ MD４９ １６ １７ ３２０５ ME４８ ２０ ６ ３２０４→３２０５、焼土極小少量混入 
２７７０ LS４６ １６ １２ ３１００ MD４９ １８ ８ ３２０６ ME４８ １６ １０ 焼土極小少量混入 
２７７１ LS４６ ２０ １１ ３１０１ MD４９ １６ ２０ ３２０７ ME４８ １６ ９ 
２７７２ LT４６ ３６ ８ ３１０３ MD４９ １６ １０ 焼土極小微量混入 ３２０８ ME４８ １６ ９ ３２０９→３２０８ 
３００１ MA５０ １８ １１ ３１０５ MD４９ １８ １９ ３１０４を切る、焼土極小少量混入 ３２０９ ME４８ ２４ ９ 焼土極小少量混入、３２０９→３２０８ 
３００２ MA５０ １４ ９ ３１０６ MD４９ １８ ２８ ３２１０ MD４８ ２６ ２５ 
３００３ MA５０ １４ １１ ３１０７ MD４９ １４ １８ ３２１１ MD４８ １８ １３ 
３００４ MA５０ １４ １５ ３１０９ MD４９ ２８ １４ ３２１２ MD４８ １４ １９ 
３００５ MA５０ ２０ １３ ３００６→３００５ ３１１０ MD４９ １８ ６ ３２１３ MD４８ １８ １１ 
３００６ MA５０ １６ １３ ３１１１ MD４９ ３０ ９ 焼土極小少量混入 ３２１４ MD４８ １２ １４ 
３００７ MA５０ １２ １５ ３１１２ MD４９ ２０ １３ ３２１５ MD４８ ２２ １３ 
３００８ MA５０ １６ １５ ３１１３ MD４９ １６ １１ 焼土極小微量混入 ３２１７ MD４８ １６ １１ 
３００９ MA５０ ２０ １３ ３１１４ MD４９ １４ １６ ３２１８ MD４８ ２０ １１ 礫出土 
３０１０ MA５０ ２０ ８ 焼土極小少量混入 ３１１５ MD４９ ２２ ２７ 焼土小少量混入 ３２１９ MD・ME４８ １６ ５ 
３０１１ MA５０ ２４ １２ ３１１７ MD４９ １４ ７ ３２２０ MD４８ ２４ ８ 
３０１２ MA５０ ２０ ８ ３１２０ MD４９ ２０ １７ ３２２２ MD４８ １８ ８ 
３０１３ MA５０ １４ ２５ 土器片出土、３０１３→３０１４ ３１２３ MD４９ １４ １３ ３２２３ MD４８ ２４ １９ 
３０１４ MA５０ １４ １０ 土器片出土 ３１２４ MD４９ １４ １２ ３２２４ MD４８ ２４ ２０ 
３０１５ MA５０ １４ ２２ 土器片出土 ３１２５ MD４９ １６ １０ ３２２５ MD４８ ２４ １６ 
３０１６ MA５１ １８ １３ ３１２６ MD４９ １４ １０ ３２２６ MD４８ １６ ２０ 石器出土 
３０１７ MA５１ １８ １１ ３１２７ MC４９ ２０ １０ ３２２７ MD４８ ２０ １４ 
３０１８ MA５１ １８ １１ ３１２８ MC４９ ２４ １４ 土器片出土 ３２２８ MD４８ １４ １４ 
３０１９ MA５１ １８ １３ ３１２９ MC４９ ２０ ７ 焼土極小少量混入 ３２２９ MD４８ １８ １０ 
３０２０ MA５１ １８ １７ ３１３０ MC５０ １４ １４ ３２３０ MD４８ １９ ２４ 
３０２１ MA５１ ２０ ９ ３１３１ MC４９ ２０ ８ ３２３１ MD４８ ２０ １４ 
３０２２ MA５１ １８ １１ ３１３２ MC４９ ６０ １４ 土器片・フレーク出土 ３２３２ MD４８ １４ １２ 
３０２３ MA５１ １８ １１ ３１３３ MC４９ ２０ １３ ３２３３ MD４８ １６ １４ フレーク出土 
３０２４ MA５１ １８ ８ ３１３４ MC４９ １０ ６ 土器片出土、３１３５→３１３４ ３２３４ MD４８ ２０ ２１ 
３０２５ MA５１ １２ １６ ３１３５ MC４９ ３６ ７ 焼土極小微量混入 ３２３５ MD４８ １２ １４ 
３０２６ MA５１ １６ － ３１３６ MC４９ １４ ９ ３２３６ MD４８ ２０ １１ 
３０２７ MA５１ １８ １５ ３１３７ MC４９ ３０ ３４ ３２３７ MD４８ ２０ １５ 
３０２８ MA５２ １６ ６ ３１３８ MC４９ ３０ １７ ３２３８ MD４８ ３２ ２１ 土器片出土 
３０２９ MA５２ ２０ ６ ３１３９ MC４９ １４ １０ ３２３９ MD４８ ２０ １５ 
３０３０ MA５２ ２０ １７ ３１４０ MC４９ １６ １８ ３２４１ MD４８ １６ １７ 
３０３１ MA５２ ２０ ５０ ３１４１ MC４９ １６ １３ ３２４２ MC４８ １６ ６ 
３０３２ MA５２ ３４ ２０ ３１４２ MC４９ １６ １５ ３２４３ MC４８ ２０ ２５ 
３０３３ MA５２ ３４ ２６ ３１４３ MC４９ １４ １１ ３２４４ MC４８ １８ １２ 
３０３４ MA５２ ２０ ９ ３１４４ MC４９ １８ １４ ３２４５ MC４８ １６ ８ 
３０３５ MA５２ ２０ ２９ ３１４５ MC４９ １４ １２ ３２４６ MC４８ １４ １４ ３２４６→３２４７ 
３０３６ MA５２ ３２ ２９ ３１４６ MC４９ ４４ ３４ ３２４７ MC４８ １６ ８ 　　〃 
３０３７ MA５２ ２２ １６ ３１４７ MC４９ ２２ ６ ３２４８ MC４８ ８ ６ ３２４８→３２４９ 
３０３８ MA５２ ２４ １２ ３１４８ MC４９ １８ ８ ３２４９ MC４８ １８ ９ 石器出土 
３０３９ MA・MB５２ ２８ ２３ 土器片出土 ３１４９ MC４９ １８ ９ ３２５０ MC４８ １０ ３ 
３０４０ MA５２ １４ ７ 土器片出土 ３１５０ MC４９ ２２ １５ ３２５２ MC４８ ２６ ４ 
３０４１ MA５２ ３０ ６ ３１５１ MC４９ １２ １２ ３２５３ MC４８ ２４ ８ 
３０４２ MA５２ ２８ １７ ３１５２ MC４９ １６ ２１ ３２５４ MC４８ ３０ ５ 
３０４４ MA５２ １８ ８ ３１５３ MC４９ １４ １３ ３２５５ MC４８ １８ ６ 
３０４５ MA５２ １８ １２ 焼土極小微量混入 ３１５４ MC４９ ２０ １２ ３２５６ MC・MB４８ ２４ ２０ 礫出土 
３０４６ MB５３ １６ ５ ３０４７→３０４６ ３１５５ MC４９ １８ ９ ３２５７ MB４８ １６ ９ 
３０４７ MB５３ ２２ ８ ３１５６ MC４９ １８ １４ ３１５７→３１５６ ３２５８ MB４８ １８ ６ 
３０４８ MA５３ １０ ７ ３０４８→３０４９ ３１５７ MB４９ １６ １２ 　　〃 ３２５９ MB４８ ２０ １５ 
３０４９ MA５３ ２４ ２８ ３１５８ MB４９ １８ ２０ ３２６０ MB４８ １２ １０ 
３０５０ MA５３ １６ １５ ３１５９ MB４９ １６ ７ ３２６１ MB４８ ２０ １２ 
３０５１ MA５３ １８ １３ ３１６０ MC４９ １８ ７ 焼土極小少量混入 ３２６２ MB４８ ２６ ９ 
３０５２ MA５３ １８ ２６ フレーク出土 ３１６１ MB４９ １８ ２３ ３２６３ MB４８ １６ １３ 
３０５３ MA５３ １６ ７ ３１６２ MB４９ １６ １７ ３２６４ MA４８ ２０ １３ 焼土極小微量混入 
３０５４ MA５３ ８ １２ ３１６３ MB４９ ２０ １６ ３２６５ MA４８ １２ １４ 
３０５５ MA５３ １０ ９ 土器片出土 ３１６５ MB４９ １４ １５ ３２６６ MA４８ １６ ６ 
３０５６ MA５３ １０ １５ ３１６６ MB４９ １４ １１ ３２６７ ME４７ １６ １０ 
３０５７ MA５３ １８ ９ ３１６７ MB４９ ２４ ８ ３２６８ ME４７ １８ １１ 
３０５８ MA５３ １２ １０ 土器片出土 ３１６８ MB４９ １８ １３ ３２６９ ME４７ １４ ８ 焼土極小少量混入 
３０５９ MA５３ １６ １５ ３１６９ MB４９ ２２ ２６ ３２７０ ME４７ １８ ８ 
３０６０ ME５４ ２６ １９ ３１７０ MB４９ １６ １０ ３２７１ ME４７ ２６ ８ 土器片出土 
３０６１ ME５４ ２０ １９ ３１７１ MB４９ １２ １２ ３２７２ ME４７ ２８ １１ 
３０６２ ME５４ ２６ ２８ ３１７３ MB４９ １４ ９ ３２７３ ME４７ １２ １０ 
３０６３ ME５４ ３０ ８ ３１７４ MB４９ １４ １４ ３２７４ ME４７ １２ ３ 
３０６４ ME５４ １６ ７ ３１７５ MB４９ １４ １４ ３２７５ ME４７ ２８ ６ 焼土極小少量混入 
３０６５ ME５４ １６ １３ ３１７６ MB４９ ８ １３ ３２７６ ME４７ ４０ １５ 
３０６６ ME５４ １６ ２５ ３１７７ MB４９ １８ ２３ ３２７７ ME４７ ２４ １３ 
３０６７ ME５５ ２８ １７ ３１７８ MB４９ ２８ ７ 土器片出土 ３２７８ ME４７ ２０ １０ 焼土極小少量混入 
３０６８ ME４９ １６ １８ ３１７９ MB４９ １６ ２０ ３２７９ ME４７ ２８ １９ 焼土極小少量混入 
３０６９ ME４９ ２２ ８ ３１８０ MB４９ ３０ １４ ３２８０ ME４７ １６ １１ 焼土極小少量混入 
３０７０ ME４９ ２４ ５ ３１８１ MB４９ ２８ １４ ３２８１ MD４７ １８ １２ 
３０７１ ME４９ ２８ １５ ３１８２ MB４９ １６ １４ ３２８２ MD４７ ２０ １６ 土器片出土 
３０７３ ME４９ ２０ １４ ３１８３ MA４９ １６ １８ ３２８３ MD４７ １６ １６ 
３０７５ ME４９ ２４ ８ ３１８４ MA４９ １４ １０ ３２８４ MA４６ ２４ １４ 
３０７６ ME４９ １８ ２５ ３１８５ MA４９ ２０ １９ ３２８５ MA４６ ３０ ２７ 
３０７８ ME４９ ８ １０ ３１８６ MA４９ １４ ９ ３２８６ MA４６ ２０ ６ 
３０７９ ME４９ １６ １１ 焼土極小少量混入 ３１８７ MA４９ １８ ７ ３２８７ MA４６ ２６ ９ 焼土極小微量混入 
３０８０ ME４９ １４ １６ 焼土極小少量混入 ３１８８ MA４９ １８ ２２ 土器片出土、３１８９→３１８８ ３２８８ MA４６ ４４ ２２ 焼土小少量混入 
３０８１ ME４９ １８ １２ ３１８９ MA４９ ２４ ２２ ３１８９→３１８８ ３２８９ MA４６ ２４ １７ 
３０８２ ME４９ １６ ９ ３１９０ MA４９ ２４ ２２ ３２９０ MA４６ ２０ １６ 
３０８３ ME４９ １０ ６ ３０８３→３０８４ ３１９１ MA４９ ２４ ９ ３２９１ MA４６ １８ １１ 土器片出土、３２９２→３２９１ 
３０８４ ME４９ ２０ １２ ３１９２ MA４９ ３４ １２ 土器片少量出土 ３２９２ MA４６ １４ ５ 
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第１０表　柱穴様ピット一覧（１０）
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
SKP

グリッド 
径 深さ 

備　　　考 
番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 番号 （㎝） （㎝） 
３２９３ MA４６ １８ １２ ３３９０ MD４７ １８ ２ ３５０６ Lo４７ ２０ １２ 
３２９４ MA４６ １８ １２ ３４０１ MD４７ １０ ９ 焼土極小微量混入 ３５０７ Lo４７ ２０ １４ 
３２９５ MA４６ １６ １１ 土器片出土 ３４０２ MD４７ １４ － ３５０８ LP５３ ５４ ３０ 
３２９６ MA４６ ２６ １２ 土器片出土 ３４０３ MD４７ １０ ２０ 土器片出土 ３５０９ LP５３ ４２ ４１ 
３２９７ MA４５ ３０ ２４ ３４０４ MD４７ ２６ １０ ３５１０ LP５２ ３２ ３７ 
３２９８ MA４５ ２４ １８ 土器片出土 ３４０５ MD４７・４６ １２ ９ ３５１１ LP４３ ２２ ５ 
３２９９ MA４５ １０ １２ フレーク出土 ３４０６ MD４７ １０ １１ ３５１２ LP４３ ４０ １１ 
３３００ MA４５ １６ ６ ３４０７ MD４７・４６ １４ １８ ３５１３ LP４３ ２６ ２４ 
３３０１ MA４５ ２０ １２ ３４０８ MD４７ ２２ １４ 焼土極小微量混入 ３５１４ LQ４２ ２６ １１ 
３３０２ MA４５ １６ ２１ ３４０９ MD４７ １４ ９ ３４１０→３４０９ ３５１５ LQ４３ ２６ １５ 
３３０３ MA４５ １２ ９ ３４１０ MD４７ １８ １１ ３５１６ LQ４３ １２ １５ 
３３０４ MB４５ １６ １６ ３４１１ MD４７ ８ ４ ３５１７ LQ４３ ２４ ９ 
３３０５ MB４６ ２２ ２５ ３４１２ MD４７ ２８ １５ ３５１８ LQ４４ １８ ４ 
３３０６ MB４５ ２０ １３ ３４１３ MD４７ ２４ １４ 焼土極小微量混入 ３５１９ LR４２ ２２ １９ 
３３０７ MA・MB４５ ３６ １０ ３４１４ MD４７ １６ ８ ３５２０ LR４２ ２６ ４ 
３３０８ MB４６ １６ １２ ３４１５ MD４７ １０ １１ 焼土極小微量混入 ３５２１ LR４２ １６ １１ 
３３０９ MB４６ ２８ １４ ３４１６ MD４７ １４ １２ 焼土極小やや多量混入 ３５２２ LR４２ ２０ ８ 
３３１０ MB４６ ３２ １４ ３４１７ MD４７ １８ １０ 焼土極小少量混入 ３５２３ LQ・LR４２ ２６ ９ 
３３１１ MB４６ ２６ ２４ ３４１８ MD４７ １２ ７ ３５２４ LR４３ ２２ ２１ 
３３１２ MA４６ １４ ９ ３４１９ MD４７ １４ ６ ３５２５ LR４３ １８ ６ 
３３１３ MA４６ １６ ８ ３４２１ MD４７ １４ ９ ３５２６ LR４３ ３０ ３０ 
３３１４ MA４６ １４ １５ ３４２２ ME４７ １６ ７ ３５２７ LR４３ １４ ６ 
３３１５ MB４６ １２ ７ ３４２３ MD４７ ２３ １０ ３５２８ LR４３ ２２ ２３ 
３３１７ MA４６ ２４ ５ ３４２４ MD４７ １８ １８ ３５２９ LR４３ １０ ２ 
３３１８ MB４６ ６ ４ ３４２５ MD４８ ２４ ２１ 焼土極小微量混入 ３５３０ LR４３ １６ ５ 
３３１９ MA４６ ２０ ２５ ３４２６ MD４７・４８ １８ ２７ ３５３１ LR４４ ２２ １９ 
３３２０ MA４６ １８ ６ ３４２７ MD４７・４８ ２０ １９ ３５３２ LR４４ ２６ １９ 
３３２１ MA４６ ２４ ７ ３４２８ MD４８ ２４ ２１ ３４２９→３４２８ ３５３３ LR４４ ３４ １９ 
３３２２ MA４６ ２８ ８ ３４２９ MD４８ ２０ １７ ３５３４ LQ４４ ３４ １７ 
３３２３ MA４６ ２０ １５ ３４３０ MD４８ １６ ９ ３５３５ LS４２ ２４ ２０ 
３３２４ MA４６ １８ ５ ３４３１ MA４５ １４ ９ ３５３６ LS４２ １８ １０ 
３３２５ MA４６ ２８ ７ ３４３２ MA４５ １８ １１ ３５３７ LS４２ ３０ １９ 
３３２６ MA４６ ２６ ７ ３４３３ MA４４ １４ １１ ３５３８ LS４２ ８ ８ 
３３２７ MA４７ ２０ １６ ３４３４ MA４４ ２６ ４５ 焼土極小少量混入 ３５３９ LS４２ ２８ １２ 
３３２８ MA４７ ３４ １５ ３４３５ MA４４ １８ １０ ３５４０ LS４２ １２ １９ 
３３２９ MA４７ １８ ２０ ３４３６ MA４４ ２０ １４ 礫混出土 ３５４１ LS４２ １８ ８ 
３３３０ MA４７ １６ １３ ３４３７ MA４４ ４２ ４８ 土器片出土、焼土極小少量混入 ３５４２ LS４２ ２０ ９ 
３３３１ MA４７ ３０ ２０ ３４３８ MA４４ ２２ １２ 土器片出土 ３５４３ LS４３ ４８ ２１ 
３３３２ MA４７ ３６ ２７ ３４３９ MA４４ ２６ － 焼土極小少量混入、土器片出土 ３５４４ LS４３ ４４ ２０ 
３３３３ MA４７ １８ １０ ３４４０ MA４４ ２０ ８ 焼土極小微量混入 ３５４５ LS４３ ２０ ２０ 
３３３４ MA４７ １２ １２ ３４４１ MA４４ ３０ １９ 土器片少量出土 ３５４６ LS４４ ２８ １３ 
３３３５ MA４７ ２０ １１ ３４４２ MA４３・４４ ２８ ２５ 土器片出土 ３５４７ LS４４ ２８ ２８ 
３３３６a MA４７ １０ １１ ３４４３ MA４３ １６ １４ 焼土極小少量混入、土器片出土 ３５４８ LS４４ ２８ ９ 
３３３６b MA４７ １２ ８ ３４４４ MA４３ ２８ １３ ３５４９ LS４４ ６４ ５５ 
３３３６c MA４７ １０ ７ ３４４６ MA４３ ２０ ７ ３５５０ LS４４ ２０ １１ 
３３３７ MB４７ ３０ ８ ３４４７ MA４３ ３０ ２５ ３５５１ LS４４ ２２ ２ 
３３３８ MB４７ １６ ２４ ３４４８ MA４３ １８ ５ ３５５２ MF４４ ２６ １１ 
３３３９ MB４７ １４ １０ ３４４９ MA４３ ２４ １９ ３５５３ MF４４ ２８ １９ 
３３４０ MB４７ １８ ２０ ３４５０ MA４３ ２４ ３１ ３５５４ MF４４ ２８ ７ 
３３４１ MB４７ ２４ １６ ３４５１ MA４３ ４２ ４２ ３５５５ MF４４ ２４ １６ 
３３４２ MB４７ １８ １５ ３４５２ MA４２ １６ １１ ３５５６ MG４４ １４ ９ 
３３４３ MB４７ １８ １２ ３４５３ MA４２ ２２ １６ ３５５７ MG４４ ２０ ２５ 
３３４４ MB４７ １０ １１ ３４５４ MA４２ ２０ ６ ３５５８ MG４４ １８ １２ 
３３４５ MB４７ ２０ １２ ３４５５ MA４２ １２ ５ ３５５９ MG４４ １８ １５ 
３３４６ MB４７ ２６ ７ ３４５６ MA４２ ２６ ２２ ３５６０ MG４４ ２４ ９ 
３３４７ MB４７ １６ ８ ３４５７ MA４２ ２２ ７ ３５６１ MG４４ ２６ ９ 
３３４８ MB４７ １８ ９ ３４５８ MA４２ １４ １８ ３５６２a MG４４ ２０ １３ 
３３４９ MB４７ １２ １３ ３４５９ MA４２ ２６ １３ 焼土極小少量混入 ３５６２b MG４４ １４ １３ 
３３５０ MC４７ １８ １３ ３４６７ ME４４ ２６ １１ ３５６３ MD４７ １４ １３ 
３３５１ MC４７ １６ １３ ３４７１ LR４６ ４２ ３３ 焼土微量混入、土器片出土 ３５６４ MD４７ １６ ５ 
３３５２ MC４７ ２４ １１ ３４７２ LR４８・４９ ２２ ２３ ３５６５ MD４７ ２４ ５ 
３３５３ MC４７ １６ １６ ３４７３ LP４８ ３６ ２０ ３５６６ MD４７ ２６ １０ 
３３５４ MC４７ ２２ １５ ３４７４a LP４８ １８ １０ ３５６７ MD４７ １８ １５ 
３３５５ MC４７ １４ １５ ３４７４b LP４８ １８ ２０ ３５６８ MD４７ １８ ８ 
３３５６ MC４７ １８ ２２ ３４７５ LP４８ ３４ １５ ３５６９ MD４７ ２０ ２１ 
３３５７ MC４７ １８ ２２ ３４７６ LP４８ ２２ ８ ３５７０a MD４７ １０ ３ 
３３５８ MC４７ １２ １４ ３４７７ LP４８ ２６ ９ ３５７０b MD４７ １８ １５ 
３３５９ MC４７ １８ ８ ３４７８ LP４８ １２ １５ ３５７１ MD５７ ７２ ４９ 
３３６１ MC４７ １８ ２５ ３４７９ LP４８ ２０ ９ ３５７２ MC５７ ３８ ３９ 
３３６２ MC４７ １４ ７ ３４８０ LP４８ ２２ １２ ３５７３ MC５７ ３０ ２６ 
３３６３ MC４７ ２６ １９ ３４８１ LP４８ ２８ １０ ３５７４ MC５７ ２４ １５ 
３３６４ MC４７ ２０ １８ ３４８２ LP４８ １８ １７ ３５７５ MC５７ ３８ － 
３３６５ MC４７ １０ １１ ３４８３ LP４８ １８ １４ ３５７６ MC５７ ２６ ７ 
３３６６ MC４７ １２ １５ ３４８４ LP４８ １４ ５ ３５７７ MC５６ ２６ １５ 
３３６７ MC４７ １６ １８ ３４８５ LP４８ ３４ ２６ ３５７８ MC５６ ２６ ３６ 
３３６８ MC４７ １８ ８ ３４８６ LP４８ １８ １２ ３５７９ MC５６ ２０ １９ 
３３６９ MC４７ ２０ １０ ３４８７ LP４８ ２０ ２０ ３５８０ MC５６ ２６ １５ 
３３７０ MC４７ １６ ２０ ３４８８ LP４８ ２２ ２５ ３５８１ MC・MD５６ ５２ ５４ 
３３７１ MC４７ １８ １４ ３４８９ LP４８ ２４ ３７ ３５８２ MD５６ ４４ ２４ 
３３７２ MB４７ １２ １８ ３４９０ LP４８ ５４ ２８ ３５８３ MD５６ ４６ ３３ 
３３７３ MB４７ ６ ６ ３４９１ LP４８ １６ １０ ３５８４ MD５６ ２６ １６ 
３３７４ MB４７ １６ １７ ３４９２ Lo４８ ２２ － ３５８５ MD５６ ３４ ５１ 
３３７５ MB４７ １４ ８ ３４９３ LP４８ ２０ １８ ３５８６ NC５６ ２４ ７ 
３３７６ MC４７ １３ ２３ ３４９４ LP４８ １６ ２０ ３５８７a MC５６ ４４ ２９ 
３３７７ MB４７ ２２ ５ ３４９５ Lo４８ ２２ ５ ３５８７b MC５６ ４６ ５３ 
３３７８ MB４７ １８ ７ ３４９６ Lo４８ ２２ ２３ ３５８８ LP４３ １８ ５ 
３３７９ MB４７ ２０ ２６ ３４９７a Lo４８ ２２ １９ ３５８９ LS４４ ３０ ２４ 
３３８０ MC４７ １８ １７ ３４９７b Lo４８ ２６ ７ ３５９０ MC４５ ２８ １２ 
３３８１ MC４７ ２８ ２３ ３４９８ Lo４７ ３６ １３ ３５９１ MD４９ ２２ １７ 
３３８２ MC４７ ２４ １９ ３４９９ Lo４７ ２０ １１ ３５９２ MA４４ １８ ４ 
３３８３ MD４７ ２６ １１ ３５００ Lo４７ ２２ ２０ 
３３８４ MC４７ １８ １７ ３５０１ Lo４７ １８ １５ 
３３８５ MC４７ ４０ ２９ ３５０２ Lo４７ ２６ １３ 
３３８６ MC４７ １０ ７ ３５０３ Lo４７ ２８ １１ 
３３８７ MD４７ ２４ １４ ３５０４ Lo４７ １６ １６ 
３３８８ MC４７ ３０ １７ ３５０５ Lo４７ １８ ７ 



２．遺構外出土遺物

　遺構外出土遺物は、主に調査区の南側斜面に広がる捨て場から出土しており、ＭＫラインから東側

にいくにつれて出土量が増加してくる。出土層位はⅢ層とⅣ層が主で、特にⅢ層は捨て場として人為

的に形成された層と考えられる。遺物の出土量は、土製品を含む土器類が７，８６２．０４㎏、剥片・石製品

を含む石器類が、２１８，０５５点に及ぶ。このうち土器は器表面が著しく摩滅しているが、地山が浸透性

の低い粘質土なため、その上層にある包含層が水性作用を強く受けた結果と考えられる。　

（１）土器（第４０～５６図、図版２２･２３）

　土器は出土量に比べて内外面の摩滅しているものが多いため、全体の器形がわかるまでに接合・復

元のできた数量は極めて少なく、また、施された文様や縄文の原体まで読み取ることが可能な土器破

片の割合も、出土量に対しては極端に低いものとなっている。施文様、縄文原体、器形などからおお

よその時期に分類しながら、出土土器の説明を行う。

①第１群土器（縄文時代早期の土器）

　５０･５１の２点であるが、貝殻腹縁文の施された土器で、捨て場南側ＭＦ２５グリッドのⅣ層から出土

している。胎土は緻密で焼成も良好である。器外面は褐色を呈している。

②第２群土器（縄文時代前期の土器）

　円筒下層ａ・ｂ・ｄ式土器に比定できる土器である。

　１類土器（８ ･２４･２７～３０･４５･５２～５６･７２～７６･７８～８５･８７～９０･９２～９４）

　直立気味の口縁部で、縄文や撚糸文の施される土器である。縄文のみが施されるものと、口縁部に

体部と同一原体の押圧縄文が一～数条施されるものがある。なお、５２～５７では口縁部内面にも斜縄文

が付される。縄文には単節と複節がある。

　２類土器（２８･８４･８９･９６）

　口縁部に数条の綾繰文が施される土器である。口縁部に綾繰文が施される土器は次の第３群土器に

も見られるが、基本的に本類は口縁部と体部とを画する隆帯や刺突列などが施されない土器である。

　綾繰文は体部に施される縄文原体によるＳ字状結節回転文であるが、口縁部を不整に巡るものが多

い。

　３類土器（６ ･７ ･８ ･１０～１３･４２･４９･８５）

　口縁部が外反し、体部がわずかに膨らみをもつ土器である。口縁部から体部には斜縄文、撚糸文な

どが施される。６ ･７のように口唇部にも体部と同じ原体により縄文が回転施文されるものや、４９で

は口縁部上半に回転結節文が施されるものがある。

　４類土器（１～５ ･４３･４６･４７･５８～８６･９１･１０１）

　口縁部と体部とを画する隆帯のある土器である。粘土紐の貼り付けによる隆帯は一条ないしは二条

で、隆帯上には円形の刺突、縄文の側面圧痕、斜縄文などが施される。口縁部には体部と同じ原体に

よる斜縄文や、結節回転文施されるが、１・２のように隆帯下にも口縁部と同様の結節回転文が付さ

れる土器もある。体部には斜縄文、縦位の撚糸文などが施される。
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　５類土器（１０１･１０５～１１５）

　口縁部文様帯に羽状縄文や菱形文の施される土器である。口縁部と体部とを画するのは、１～３条

の縄文の側面圧痕が巡り、体部には斜縄文の施される土器が多い。

　６類土器（１０３･１０４）

　口縁部が一度内側に括れ、上半が大きく外反する器形である。口縁部には数条の縄文側面圧痕や絡

条体の側面圧痕が施され、体部には斜縄文が付される。

③第３群土器（縄文時代中期の土器）

　１類土器（１１６～１２３）

　波状を呈する口縁部が大きく外反し、波頂部から垂下する隆帯や円形の貼り付けのある土器で、口

縁部と体部とは低い隆帯で画されている。口縁部文様帯には縄文の側面圧痕や絡条体の圧痕文が数条

付され、縦位の隆帯と口縁部下端の隆帯には縄文の側面圧痕や施され、１２２ではボタン状の隆帯上に

も側面圧痕文がある。

　２類土器（１２４～１４７）

　口縁部文様帯に沈線による同心円文や鋸歯文、波状文などの施される土器である。１４３では細い隆

帯上に半裁竹管による押し引きが行われる土器もある。１２６･１４７では体部に縦位の幾何学的な沈線文

や、１４４では体部に縦位の平行沈線文が施され、１２４･１４５には細い沈線により格子状の文様が描かれる。

④第４群土器（縄文時代晩期の土器、１４８～１５０）

　３点とも鉢形土器の体部破片で、ＲＬ縄文が縦位に回転施文されている。同一個体の破片である。

（２）土製品（第５７図）

①土錘（１５１～１５９）

　円筒形の土錘で、粗いケズリ痕を全面に残して成形している。胎土には砂粒を多く含むが、焼成は

良好である。１５２が最も軽く４．９ｇで、１５９では９９．２ｇある。

②土器片錘（１６４～１７０）

　第２群土器の破片を利用したもので、打ち欠きが２側面にのあるものと、４側面にあるものとの２

種がある。１６８･１６９の側面は丁寧に面取りが行われている。重さは最も軽い１６５が１８．６ｇで、最も重い

のは１６７で６０．４ｇである。

③丸玉（１６０･１６１）

　直径１．５㎝ほどの丸玉で、中央に穿孔がある。２点ともほぼ同じ大きさであり、土錘の可能性もある。

１６０が３．４ｇ、１６１が４．５ｇである。

④筒状土製品（１６２）

　直径２．２㎝、高さ３．４㎝上面・底面を含む全面に成形時の擦痕が残っている。
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⑤円形土製品（１６３）

　直径３．２㎝、厚さ１．６㎝、後述する石製品の円形岩盤に似ている。片面中央には小さな刺突があり、

それを中心に擦痕が残っている。

⑥円盤状土製品（１７１～１７３）

　第２群土器片を利用した円形の土製品で、１７３の直径は３．８㎝である。

（２）石器（第５８～８６図、図版２５～２９）

　石器は剥片も含めて２１８，０３４点が出土しているが、このうち剥片が１９７，７４７点で全体の９０．７％を占め

ている。以下に主な石器について説明を行う。

①石鏃（１～４７）

　石鏃は２７７点出土しており、全体の０．１３％である。石質は全て頁岩が用いられている。形態から２

分類とした。

１類：無茎鏃で、基部が直線的な１～６、丸みのある、内側に湾曲する、全体の形が菱形で基部も突

出するものがある。

２類：有茎鏃である。

②石槍（４８～５４、１９０～２０８）

　石槍は５１９点出土しており、全体の０．２％である。石質は下記に述べるように、類によって石質が異

なっている。

１類（４８～５４）：珪質頁岩を石材とするものである。いずれも両面に調整が施され、平坦剥離が全面

に及ぶ５１や、長さが１４㎝にもなる大型の５４などがある。

２類（１９０～２０８）：赤玉、流紋岩、輝石安山岩、シルト岩などの扁平な小判形をした礫を素材として、

周辺を打ち欠いて１９０～１９４のような石槍状に作出したものである。１９０～１９２では、基部がつまみ状に

作り出され、両面の周辺に剥離作業を行っているが、中央部には広く礫皮面を残している。本類は１

類と違い、軟質の素材を使用しており、明瞭な使用痕なども確認できず石槍としての機能を有してい

るものとは考えがたいが、形態的に石槍と相似することから類別した。

③石匙（５５～８７）

　石匙は２，１２０点（２１点は欠損）出土しており、全体の０．９７％である。石質は全て頁岩である。

１類（５５～８１･８３･８５）：縦型である。縦長の剥片を素材として、素材剥片の打面側につまみ部を設け

ている。背面の周縁にのみ二次調整を行い、主要剥離面にはつまみ部を除くと先行剥離面を広く残す。

１，６３３点が本類である。

２類（８２･８４･８６･８７）：横型である。素材剥片の打面と９０゚ に位置する側縁につまみ部を設けるもの

で、８７を除いた他は１類と同じく両面に広く先行剥離面を残している。８７は両面に深い平坦剥離が行

われる。４６６点が本類である。
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第４０図　遺構外出土土器（１）
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第４１図　遺構外出土土器（２）
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第４２図　遺構外出土土器（３）
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第４３図　遺構外出土土器（４）
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第４４図　遺構外出土土器（５）
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第４５図　遺構外出土土器（６）
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第４６図　遺構外出土土器（７）
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第４７図　遺構外出土土器（８）
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第４８図　遺構外出土土器（９）
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第４９図　遺構外出土土器（１０）
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第５０図　遺構外出土土器（１１）
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第５１図　遺構外出土土器（１２）
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第５２図　遺構外出土土器（１３）
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第５３図　遺構外出土土器（１４）
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第５４図　遺構外出土土器（１５）
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第５５図　遺構外出土土器（１６）
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第５６図　遺構外出土土器（１７）
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第５７図　遺構外出土土製品
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④石錐（８８～１１８）：素材となる剥片の形状を変えることなく、一端に錐部を設けるもので、剥片の大

きさは長さ４㎝から１１㎝前後まである。剥片の二次調整は先端部のみに行われるが、８９･９５･９６･ 

１０４･１０５では全周縁に浅い剥離を行っている。また１１１～１１３では断面が三角形の厚みのある剥片が素

材として用いられている。

⑤掻器（１１９～１４１）

　掻器は２，５１４点出土しており、全体の１．１５％である。石質は全て頁岩である。

１類（１１９～１３１）：剥片の一端に急角度の刃部を設けるもので、１３０以外は全て剥片素材の打面とは反

対方向の縁辺部に刃部を作出している。１９７点が本類である。

２類（１３２～１３４･１３７）：半月形の剥片の湾曲部に刃部を設けるものである。１３２･１３３は湾曲する側縁

に対する側縁にも二次調整が行われている。１４３点が本類である。

３類（１３５･１３６･１３８～１４１）：素材剥片の片側縁また両側縁に刃部を設けるものである。本類は２，１７４

点である。

⑥石箆（１４２～１６１）

　石箆は１，１８８点出土しており、全体の０．５４％である。石質は全て頁岩である。両面に二次調整を施

し、急角度の刃部を剥片素材の一端に設けるもので、形態的には撥形又は短冊形を呈している。

⑦楔形石器（１６２～１６９）

　楔形石器は１５９点出土しており、全体の０．０７％にすぎない。石質は全て頁岩である。剥片の片側縁

に敲打による剥離痕があり、それに対する側縁にも抉り状の剥離のある石器である。

⑧磨製石斧（１７０～１７５）

　磨製石斧は１０３点出土しており、全体の０．０５％にすぎない。石質は輝石安山岩、粗部玄武岩、砂岩

変質凝灰岩（グリーンタフ）などである。１７２･１７５では擦り切りの痕跡が認められ、１７４ではくぼみ石

へ転用されている。

⑨くぼみ石（１７６～１８９）

　くぼみ石は４２５点出土しており、全体の０．１９％である。石質は凝灰岩、花崗閃緑岩、輝石安山岩な

どである。素材となる礫の形状も円形や長方形など多種にわたり、くぼみ部も多面に残されている。

⑩石錘（２０９～２４３）

　石錘は５，７５０点（欠損品３７４点を含む）出土しており、全体の２．６％と全石器の中で最も多い。石質

は輝石安山岩が最も多く次いで安山岩、石英斑岩などである。全て扁平な礫の端部に敲打を行い抉り

を入れており、抉りの位置から２分類した。

１類（２０９～２３２）：楕円形ないしは長方形の長軸の両端に抉りを入れたもので、本類は４，８０７点である。

２類（２３３～２４３）：抉りが４方向にあるもので、本類は５６９点である。
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　１・２類５，３７６点の重量は、最も軽いものが５．２ｇで最も重いものは１，７００ｇである。このうち、２０

ｇ～２００ｇの間に１・２類全体の４，８９２点（９１％）が集中し、さらに１００ｇを中心として５０ｇ～１５０ｇま

でに３，８３９点（７１．４％）が集中するという偏向性がみられる。なお、１，０００ｇを超える石錘も８点ある。

⑪半円状扁平打製石器（２４４～２６７）

　礫の長軸方向に抉りを入れ、打ち欠いた片側縁に磨り面の残る石器である。石質は安山岩が多用さ

れ、次いで凝灰岩、流紋岩などもある。２，０２５点出土しており、重量は最も軽いもので１３．８ｇで最も

重いものでは１，４５０ｇもある。このうち５０ｇ～５００ｇまでに１，６９６点があるが、一定の重量幅に偏向す

ることはない。但し、全周縁を打ち欠いたり（２６２～２６７）、厚みを除去するために片面に剥離を加え

ている２６０～２６２などがあることから、この石器にはある程度決まった形が求められたものと考えれら

る。

⑫敲き石（２６８～２７０）　

　礫の両端または一端に敲打痕の残るもので、１１８点出土しているいが全体の０．０５％にすぎない。石

質はデイサイト、輝石安山岩、頁岩、流紋岩などが用いられている。

⑬砥石（２７１～２７５）

　砥石は１０７点出土しているが、全体の０．０５％にすぎない。石質はデイサイト、輝石安山岩などが多

用されている。２７１・２７４のように繊細な沈線や、太く粗い沈線が残るものがある。

（３）石製品（第８６～８９図、図版２９･３０）

①岩偶（２７６･２７７）　

　２点とも抽象的な岩偶で、石質は凝灰岩である。２７６は扁平な礫を素材として、三角形をした頭部

とやや張った肩の部分を表現しているにすぎないが、側面も含めて全面を磨き出している。２７７は丸

みのある礫を素材として、頭部と肩から腕を表現しており、２７６よりはやや写実的である。全体を削

り出した後に磨きを行っているが、それほど丁寧な磨きではない。

②有孔石製品ほか（２７８･２７９）

　２７８はデイサイトの礫を素材とし、一端に両面から穿孔行った有孔石製品である。２７９もデイサイト

の礫を素材とし両端を磨き出したもので、擦痕が明瞭に残っている。

③円形岩盤（２８０～２９８）

　縄文時代晩期にみられる円盤状石製品と混同を避けるために、円形岩盤という呼称をを付した。村

越氏は、これら円筒土器に伴う石製品の一つとして円形をなした板状のものを円形岩版として紹介し

ているが、狐森遺跡出土の一連の石製品には、厚さが７㎝以上のものもあることから、板状とするよ

りは盤状とするほうがより適切と判断したもので、村越氏のいう円形岩版も含めるものである。

　出土点数は１４３点で、重さ１ｇ・厚さ６㎜から、重さ１，２４０ｇ・厚さ７．９㎜まである。石質は凝灰岩
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が最も多く使用され、次いで凝灰質砂岩・グリーンタフ・安山岩・砂質凝灰岩が用いられている。い

ずれも円く削り出すための面取りや磨きが行われているが、最終的な整形は粗い。中央に孔が穿たれ

る２８２や２８３、格子目状の刻線がある２９０、両面の中央部が突出する２９１などがある。また、

２８６･２９１･２９２･２９３･２９６などでは側面にも粗い刻線が巡っている。この円形岩盤については、整形

が粗いこと、穿孔のあるもの、格子目状の文様が描かれるものなど最終的な完成品がどういう形態で

あったのかを判断するのは極めて困難であるし、あるいはそれぞれに独自の用途があった可能性も否

定できない。但し、側面に残る刻線については、さらに輪切りにして切断しようとした痕跡と考えら

れる。

（４）琥珀

　琥珀が１点出土している。整理作業中に３個に割れてしまっているが、表面には一部白色の礫皮面

があり、その他は琥珀特有の飴色を呈している。琥珀は秋田県内では、大館市の池内遺跡から出土例

があるだけで、本例は県内では２例目となる。
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第５８図　遺構外出土石器（１）
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第５９図　遺構外出土石器（２）
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第６０図　遺構外出土石器（３）
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第６１図　遺構外出土石器（４）
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第６２図　遺構外出土石器（５）
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第６３図　遺構外出土石器（６）
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第６４図　遺構外出土石器（７）
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第６５図　遺構外出土石器（８）
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第６６図　遺構外出土石器（９）
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第６７図　遺構外出土石器（１０）
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第６８図　遺構外出土石器（１１）
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第６９図　遺構外出土石器（１２）
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第７０図　遺構外出土石器（１３）
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第７１図　遺構外出土石器（１４）
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第７２図　遺構外出土石器（１５）
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第７３図　遺構外出土石器（１６）
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第７４図　遺構外出土石器（１７）
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第７５図　遺構外出土石器（１８）
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第７６図　遺構外出土石器（１９）
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第７７図　遺構外出土石器（２０）
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第７８図　遺構外出土石器（２１）
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第７９図　遺構外出土石器（２２）
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第８０図　遺構外出土石器（２３）
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第８１図　遺構外出土石器（２４）



第４章　調査の記録

―　　―１３４

第８２図　遺構外出土石器（２５）
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第８３図　遺構外出土石器（２６）
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第８４図　遺構外出土石器（２７）
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第８５図　遺構外出土石器（２８）
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第８６図　遺構外出土石器（２９）・石製品（１）
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第８７図　遺構外出土石製品（２）
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第８８図　遺構外出土石製品（３）
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　　第３節　古代の遺構と遺物

　ここでは、古代以降につくられた可能性のある遺構も含めて扱った。

１．遺構と出土遺物

（１）掘立柱建物跡

　ＳＢ２８（第９０図、図版１８）

位置：ＭＥ２７～２９、ＭＦ２８～３０グリッド

規模：北東－南西７．９ｍ、北西－南東８．０ｍ

　北東隅の柱穴は木の根による撹乱のため、確認することができなかったが１６基の柱穴による総柱の

掘立柱建物跡と考えられる。柱穴は１５基検出されたが、中心に位置する４本の柱穴が他より大きいの

が特徴である。まわりの柱穴の直径が４０㎝前後であるのに対し、これら４基の柱穴は７０㎝前後である。

Ｐ３からは根固めに使用したと考えられる円礫が多く出土した。Ｐ７から出土した炭化物の放射性炭

素年代測定ではＢＰ８４０という年代が得られている。

（２）土坑

ＳＫ２７（第９１図、図版１９）

位置：ＭＨ２６グリッド

規模：長軸（北東－南西）１．１ｍ、短軸（北西－南東）０．７ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は２重底で西側が一段深くなって

いる。覆土の観察から、外側の浅い掘り込み（ａ）と中心部の深い掘り込み（ｂ）の切り合いと判断

した。新旧関係はｂが新しくａが古い。１層から石錘５（未完成２点）点、磨製石斧片１点、剥片、

礫等が出土した。遺構の性格は不明であるが、一次使用の後、遺構の埋没過程で石器等を廃棄したも

のと考える。

　ＳＫ３５（第９１図、図版１９）

位置：ＭＦ２７グリッド

規模：長軸（北東－南西）１．１２ｍ、短軸（北西－南東）０．９８ｍ

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は不明瞭である。覆土は自然堆積

と考えられる。壁際から石錘、底面付近から剥片や割れた礫などが多く出土した。遺構の性格につい

ては、剥片や礫などを廃棄した遺構と考える。底面付近出土の炭化物の放射性炭素年代測定では、Ｂ

Ｐ４００という結果が得られている。

　ＳＫ４７（第９１図、図版１９）

位置：ＬＴ２８グリッド

規模：径０．６ｍほどの円形

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は平で壁は急に立ち上がる。覆土

の１層には炭化物が多く含まれていた。遺構の時期や性格は不明であるが、１層、２層の堆積状態か

ら柱穴の可能性もある。
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　ＳＫ５７（第９１図、図版１９）　

位置：ＭＣ・ＭＤ４０・４１グリッド

規模：径０．８５ｍほどの円形

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。一部撹乱の影響受けている。底面は平

で、壁は緩い角度で立ち上がる。遺物は出土しなかった。時期や性格については不明である。

　ＳＫ９０（第９１図、図版１９）

位置：ＭＢ５９グリッド

規模：径約０．５ｍの円形

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面と壁の境界は不明瞭で、壁は緩い

角度で立ち上がる。覆土は自然堆積であると考える。遺物は出土しなかった。時期や性格については

不明である。

　ＳＫ９１（第９１図、図版１９）

位置：ＭＢ５９グリッド

規模：径約０．７ｍの円形

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ平で、南側に一段深いピッ

ト状の掘り込みがある。覆土は人為堆積の可能性がある。遺物は、鉄滓１点、被熱礫１点が出土した。

時期は古代以降と考えられるが性格については不明である。

　ＳＫ９３（第９１図、図版１９）

位置：ＭＢ５８グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．８５ｍ、短軸（南西－北東）０．７６ｍ

　Ⅵ層で黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面には凹凸があり、壁の立ち上がり

の角度は場所によって異なる。遺物は出土しなかった。時期や性格については不明である。

（３）炭窯

　ＳＷ０１（第９２図、図版２０）

位置：ＭＡ３６・３７、ＭＢ３６・３７グリッド

規模：長軸（北北東－南南東）１．７ｍ、短軸（西北西－東南東）１．６３ｍ

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面はほぼ円形で平坦である。壁は急

な角度で立ち上がる。底面は被熱した状態で、底面から３層にかけて多量の炭化材が出土した。覆土

は１・２層が自然堆積層、３～５層が遺構の機能に伴い形成された層と考える。２層には地山土がブ

ロック状に含まれるが、遺構構築時に掘り出された地山土が再堆積したものと考える。３層は炭化材

を母材する層である。出土遺物は炭化材の他、剥片（１点）、被熱礫（２点）がある。Ｐ１と切り合

うが、当遺構の方が新しい。

　遺構の性格については、底面の被熱や多量の炭化材の存在から炭窯としての機能を推測する。出土

した炭化材の放射性炭素年代測定では、ＢＰ１０５０±５０という結果が得られた。

　ＳＷ２８（第９２図、図版２０）

位置：ＭＩ３０グリッド

　　　　　第３節　古代の遺構と遺物

―　　―１４３



規模：長軸（東－西）１．６８ｍ、短軸（北－南）１．１８ｍ

　ＳＱ３８の周囲に広がる黒褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。底面は起伏があり、壁

は緩い角度で立ち上がる。遺構の性格については、２層には大量の炭化物を含むこと、底面が被熱し

ていること等から炭窯としての機能を推測する。放射性炭素年代測定ではＢＰ１０１０という結果が得ら

れている。

　ＳＷ３４（第９２図、図版２０）

位置：ＭＨ２８グリッド

規模：径１ｍほどの円形

　Ⅵ層で暗褐色土の落ち込みとして遺構の平面形を確認した。確認面からの掘り込みが浅いため、壁

は不明瞭である。底面は部分的に被熱している。壁際（２層）から多量の炭化物が出土した。覆土は

自然堆積と考えられる。遺構の性格については、多量の炭化物の存在から、炭窯としての機能を推測

する。

　ＳＷ４１（第９２図、図版２０）

位置：ＭＨ２９グリッド

規模：長軸（南－北）（０．８３）ｍ、短軸（東－西）（０．１８）ｍ

　サブトレンチの断面（Ⅳ層）で炭化物の集中地点として確認した。確認時点でほとんどが消失して

いたため、全体の形は不明である。覆土からは多量の炭化物が出土しているため、遺構の性格につい

ては、炭窯としての機能を推測する。炭化物の放射性炭素年代測定では、ＢＰ１０６０という結果が得ら

れた。

（４）集石遺構

　ＳＱとしたものは、全て集石遺構である。これらの遺構の特徴は、石錘や半円状扁平打製石器等の

石器と礫が集積されていることである。このような遺構は４基確認したが、いずれも捨て場の下位斜

面に位置する。このうち、ＳＱ３８はＳＷ２８の覆土の上に形成されている。ＳＷ２８は炭焼き窯と判断し

た遺構で、放射性炭素年代測定法では古代の年代が与えられている。このため、ＳＱ３８はこれより新

しく古代以降の遺構といえる。他の集石遺構も同様な位置、特徴をもっていることから全て同じ時期

につくられたものと判断した。性格については、穴を掘りこれらの石器や礫を廃棄したもののと推測

するが掘り込みは確認することができなかった。そのため本来は土坑として扱わなければいけない遺

構かもしれない。土坑として考えた場合、ＳＫ３５のような遺構になると推測する。遺構形成の動機に

ついては耕作等で邪魔になる石を集めて廃棄したこと等が考えられる。なお、これらの遺構は、１．

表土除去後の精査ではプランを確認することができなかったこと、２．遺物直上の堆積土がⅠ層とは

異なること、等の理由から近年のものではないと判断し、報告書に掲載することにしたものである。

規模については遺物の広がりを遺構の大きさとして扱った。

　ＳＱ３７（第９１図、図版１９）

位置：ＭＪ３０グリッド

規模：長軸（西北西－東南東）０．６３ｍ、（北北東－南南西）０．３７ｍ

　Ⅳ層で確認した。遺物には半円状扁平打製石器、石錘、掻器、石核、剥片、礫等がある。
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第９０図　ＳＢ２８掘立柱建物跡
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ＳＢ２６
Ｐ２
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　黄褐色混じる　白色粘土径２～５㎜少量含む
３　１０ＹＲ５／６　黄褐色　　黒色ブロック状に含む

Ｐ３
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色　黄褐色と互層状に堆積
３　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色
　　　　　　　　　径２０～３０㎜の黒色ブロック含む
　　　　　　　　　礫多く出土
４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　黄褐色ブロック状に含む
５　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径約１０㎜の地山ブロック
　　　　　　　　　少量含む
６　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色
　　　　　　　　　黄褐色ブロック状に少量含む

Ｐ４
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径約５㎜の地山ブロック少量含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径約５㎜の地山ブロック少量含む
３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径約５㎜の地山ブロック少量含む
４　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約１０㎜の地山・白色粘土ブロック多く含む
５　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約１０㎜の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　　　　径約５㎜の白色粘土ブロック僅かに含む
６　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径１０～２０㎜の地山・白色粘土ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　　　　径約５㎜の白色粘土ブロック僅かに含む

Ｐ６
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約５㎜の地山・白色粘土ブロック少量含む
３　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　径約５～３０㎜の地山ブロック多く含む
　　　　　　　　　　　　　　　　径約５～１０㎜の白色粘土ブロック少量含む
４　１０ＹＲ３／３　暗褐色　　　　黄褐色ブロック状に多く含む
　　　　　　　　　　　　　　　　径５～２０㎜の白色粘土ブロック少量含む
５　１０ＹＲ３／３　暗褐色　　　　径５～３０㎜の地山ブロックやや多く含む
６　１０ＹＲ５／３　にぶい黄褐色　地山ブロック多く含む
７　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　地山・白色粘土ブロック状に多く含む
８　１０ＹＲ３／３　暗褐色　　　　径５～３０㎜の地山ブロックやや多く含む

Ｐ８
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
　　　　　　　　　径５～３０㎜の
　　　　　　　　　地山ブロック
　　　　　　　　　多く含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　地山
　　　　　　　　　ブロック状に
　　　　　　　　　含む
３　１０ＹＲ６／６　明黄褐色
　　　　　　　　　黒褐色少量混
　　　　　　　　　じる

Ｐ１１
１　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色
　　　径約５～１０㎜の地山ブロック多
　　　く含む　径約１０㎜の焼土ブロッ
　　　ク僅かに含む
２　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色
　　　径約５～３０㎜の地山ブロック多
　　　く含む
３　１０ＹＲ４／２　灰黄褐色
　　　径１０～３０㎜の地山ブロック多く
　　　含む

Ｐ１２
１　１０ＹＲ２／３　 黒褐色　炭化物
　　　　　　　　　 　　微量含む
２　１０ＹＲ４／６　 褐色　黒色少量
　　　　　　　　 　　混じる
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色
　　　　径５～１０㎜の地山ブロック
　　　　多量含む

Ｐ１３
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径約５㎜の地
　　　　　　　　　　山ブロック少量含む
２　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　径約２０
　　　　　　　　　　㎜の黒褐色・地山ブ
　　　　　　　　　　ロックやや多く含む

Ｐ１４
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～１０
　　　㎜の地山ブロックやや多く含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色
３　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色
　　　暗褐色混じる　径２～１０㎜の地
　　　山ブロックやや多く含む
４　　１０ＹＲ３／２　黒褐色
　　　　　　　　（２よりしまり強い）



　ＳＱ３８（第９１図、図版２０）

位置：ＭＩ３０グリッド

規模：長軸（北西－南東）０．６３ｍ、短軸（北東－南西）０．４ｍ

　ＳＫ２８の覆土上にある。遺物には半円状扁平打製石器、石錘、石槍、掻器、石箆、剥片、礫等があ

る。

　ＳＱ３９（第９２図、図版２０）

位置：ＭＨ２９グリッド

規模：径約０．３５ｍの円形

　Ⅳ層で確認した。遺物には半円状扁平打製石器、石錘、二次加工のある剥片、石核、剥片、礫等が

ある。

　ＳＱ４５（第９２図）

位置：ＭＧ３０グリッド

規模：径約０．５５ｍ前後の円形

　Ⅳ層で確認した。遺物には半円状扁平打製石器、石錘、石核、剥片、礫等がある。

（５）溝状遺構

ＳＤ９５～ＳＤ９７（第９３図、図版２１）

位置：ＭＧ５７・５８・５９、ＭＨ５７・５８・５９グリッド

規模：ＳＤ９５　長さ１３．６ｍ、幅０．５ｍ前後

　　　ＳＤ９６　長さ４．０５ｍ、幅０．４ｍ前後

　　　ＳＤ９７　長さ２．３ｍ、幅０．４５ｍ前後

　Ⅵ層で確認した。それぞれの溝の底面は、傾斜のみられる部分もあるがほぼ平坦である。ＳＤ９５は

調査区外へと続くため、全体のプラン、規模は不明であるが、ＳＤ９６・９７隅丸方形状に囲む溝という

可能性も考えられる。ＳＤ９６・９７は長軸方向（溝の方向）が９０°異なり、そのまま溝を延ばすと直交

する関係にある。ＳＤ９５を隅丸方形状に回る溝と捉えた場合、ＳＤ９５の辺に平行する形でＳＤ９６・９７

が配置されている可能性もある。ＳＤ９５～９７を一つの遺構と捉えた場合、古代の周溝墓に類似してい

る。覆土は自然堆積と考える。遺物は出土しなかった。ＳＤ９５はⅣ層を切ってつくられているため、

縄文時代前期以降につくられたと考えられるが、詳細な時期については不明である。

　ＳＤ９８（第９３図、図版２１）

位置：ＭＧ５８・５９グリッド

規模：ＳＤ９８長さ４．５ｍ、幅０．５ｍ前後

　Ⅵ層で確認した。底面は傾斜しているが一つの面としてとらえられる。覆土は自然堆積と考えられ

る。遺物は出土しなかった。ＳＤ９６とは長軸方向（溝の方向）が同じであるため、あまり時間差のな

い遺構の可能性もある。
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１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ４／４　褐色
３　１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色
４　１０ＹＲ３／４　暗褐色
５　１０ＹＲ４／４　褐色　地山多く含む

ＳＫ３５
１　１０ＹＲ６／８　 明黄褐色
２　１０ＹＲ３／４　 暗褐色
３　７．５ＹＲ５／８　明褐色
４　１０ＹＲ４／４　 褐色　礫多く含む
５　７．５ＹＲ５／８　明褐色　　
６　１０ＹＲ１．７／１　黒色　底面に炭化物堆積

ＳＫ４７
１　１０ＹＲ２／２　黒褐色　炭化物を含む
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色

ＳＫ５７
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径２～５㎜地山ブロック少量含む

ＳＫ９０
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色

ＳＫ９１
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径１０㎜程度の地山ブロック少量含む

ＳＫ９３
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径１㎝程度の炭化物少量含む
２　１０ＹＲ４／４　褐色　径５㎜前後の地山ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　しまり強い

ＳＱ３８（ＳＫ２８）
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
２　炭化物層
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第９２図　ＳＱ３９･４５配石遺構、ＳＷ０１･２８･３４･４１炭窯

ＳＷ０１
１　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　径２～５㎜の炭化物少量含む　
　　　　　　　　　 　　　　径１～２㎜の焼土ブロック少量含む
２　１０ＹＲ３／３　 暗褐色　地山斑状に多く含む　径１～５㎜の炭化物少量含む
３　１０ＹＲ３／２　 黒褐色　炭化材・炭化物を多く多く含む　
　　　　　　　　　 　　　　径２～５㎜の焼土ブロック少量含む
４　７．５ＹＲ３／２　黒褐色　径１～５㎜の炭化物多く含む
５　１０ＹＲ２／１　 黒色

ＳＷ２８
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色
２　炭化物層

ＳＷ３４
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎜程度の炭化物微量含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径２～２０㎜の炭化物大量含む
３　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径１㎜ほどの焼土粒多量含む
　　　　　　　　　　　　　径２～３㎜の炭化物少量含む

ＳＷ４１
１　１０ＹＲ２／１　黒色　黒褐色混じる　炭化物、炭化在多量含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　焼土微量含む　炭化物少量含む
３　１０ＹＲ３／２　黒褐色
※１～３ともしまり弱い
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第９３図　ＳＤ９５～９８溝跡
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ＳＤ９５・９６・９８（Ａ－Ｂ）
ＳＤ９５
１　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径５㎜程度の地山ブロック少量含む
２　１０ＹＲ４／４　褐色
ＳＤ９６
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径２～１０㎜の地山ブロック多量含む
ＳＤ９８
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎜程度の地山ブロック微量含む
２　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径５㎜程度の地山ブロック少量含む

ＳＤ９５（Ｃ－Ｄ）
１　１０ＹＲ３／３　暗褐色
２　１０ＹＲ３／３　暗褐色（１より赤みがかる）
３　１０ＹＲ３／３　暗褐色　径５㎜程度の地山ブロック少量含む
４　１０ＹＲ３／３　暗褐色（３より黒味がかる）
５　１０ＹＲ３／２　黒褐色　径５㎜程度の地山ブロック微量含む
６　１０ＹＲ３／３　暗褐色（５より黒味がかる）
７　１０ＹＲ３／２　黒褐色（７より黒味がかる）
８　１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　暗褐色まじる
　　　　　　　　　　　　　　　　地山ブロック状に少量混じる



２．遺構外出土遺物（第９４図）

　古代以降の遺構外出土遺物は第９４図に示した３点だけである。１・２は須恵器甕の体部破片である。

３は珠洲系陶器の擂鉢で、内面には４本１組の卸し目がある。全体に灰オリーブ色を帯びている。
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第５章　自然科学分析

　　第１節　狐森遺跡出土石器等の岩質鑑定報告

パリノ・サーヴェイ株式会社　

はじめに

　秋田県山本郡琴丘町狐森遺跡の発掘調査では、縄文時代前期を中心にした石器群が出土している。

今回これらの石器のうち代表的な器種・石材について肉眼鑑定を行い、器種毎の石材の使用傾向を把

握した。また、石材産地と思われる遺跡付近および周辺の踏査を行い、可能な限り産地に関する情報

を得ることにした。

１．試料

　肉眼鑑定を行った試料は、本遺跡から出土した縄文時代前期の石器５６４点である（表１）。そのほか、

現地踏査時に採取した原石試料についても、随時鑑定を行った。

２．方法

　肉眼鑑定は、平成１５年３月１２日～３月１４日の計３日間、当社技師１名が中央調査課に赴き実施した。

なお、現地調査は、途中３月１３日午後に実施した。

３．結果

（１）秋田県山本郡地方の地質の概略

　太平山を中心とする山地には基盤となる先第三系の太平山複合プルトン（花崗岩類と変成岩類の複

合岩体）が露出し、この岩層の上部を覆って漸新統～中部中新統下部の主に火山岩および火山砕屑岩

で構成されるいわゆるグリーン・タフを経て、中部中新統～鮮新統の主に珪質頁岩・泥岩・シルト

岩・砂岩で構成される含油第三系が分布している。さらにこの上部を段丘堆積物・沖積層・砂丘堆積

物・火山噴出物などの第四系が覆っている。

　秋田県山本郡地方の地質の主役は新第三紀層である。新第三紀層は男鹿半島に分布する地層を対比

の標準として扱われている。

（２）狐森遺跡後背地の地質

　狐森遺跡は八郎潟干拓地の東側の段丘上にあり、段丘を横断する河川はいずれも小沢で、段丘東側

の主として上部新第三系で構成される丘陵地から流出している。

　広域的にみた狐森遺跡の後背地はほとんど新第三系が広く露出し、下部から小谷沢層・女川層・船

川層・天徳寺層に区分され、その上に更新世中期の石倉山層と後期の潟西層が堆積している（大沢ほ

か、１９８５）。最下部の小谷沢層はいわゆるグリーン・タフに属し、玄武岩を主とする大潟玄武岩部層

を伴っている。女川層・船川層・天徳寺層は含油第三系とも呼ばれ、中部中新統上部～鮮新統にわた

る堆積岩が優勢な地層であるが、しばしば火山岩類を挟在することが多く、凝灰岩を挟在している。
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以下に各地層および火成岩類の概略を述べる。

①中新世中期

小谷沢層：模式的には琴丘町小谷沢に露出し、さらに北方に分布が広がっている。主として泥岩・酸

性凝灰岩で構成されている地層を小谷沢層の主部、玄武岩を主とする部分を大潟玄武岩部層に区分し

ている。化石から男鹿半島の西黒沢層に対比されている。

②中部中新世後期～鮮新世

・女川層：女川層は主として珪質頁岩で構成され、遺跡周辺に広く分布し全域的に酸性凝灰岩を挟在

している。珪質頁岩は非常に微細な葉理を有し、ときに無葉理の玉髄質レンズを挟む。珪質頁岩の割

れ口は貝殻状断口を示す。秋田油田第三系の代表的な地層の一つで、「硬質頁岩」とも呼ばれている。

狐森遺跡から出土する石器の多くは珪質頁岩を材料としている。

・船川層：本地域の船川層は女川層を被覆して段丘東側の丘陵地に広く分布する。主として暗灰色泥

岩で構成され、下部に下部七座凝灰岩部層、上部に上部七座凝灰岩部層を挟在する。女川層とともに

秋田油田第三系の代表的な地層の一つで、「黒色頁岩」とも呼ばれている。

・天徳寺層：本層は船川層を被覆して主に塊状のシルト岩で構成され砂岩・酸性凝灰岩・砂質凝灰岩

を伴う。船川層と同様の分布を示す。

③　第四系

・石倉山層：狐森遺跡周辺では丘陵西斜面の高位段丘堆積物として、南北に細長く分布している。砂

を主構成物とし、礫と泥を伴っている。礫は安山岩・流紋岩・凝灰角礫岩および花崗岩の細～中礫を

主とし、赤色風化を受けている特徴を有している。

・潟西層：主として礫・砂・泥で構成され、潟西段丘を形成している。狐森遺跡は潟西段丘面に立地

している。潟西層の礫は一般に亜円－円礫で、安山岩・流紋岩・凝灰角礫岩・花崗岩および泥岩の中

－細礫を主とし、部分的には珪質頁岩礫に富み、赤玉（鉄石英）等の含有も認められる。これらの礫

種から潟西層は主に米代川から供給された堆積物で構成されていると判断される。米代川は脊梁山地

に源とする流域面積の大きい河川で、地質的には上流地域には多種の岩石が分布する。米代川支流の

大又川や小阿仁川上流には太平山複合プルトンとよばれる花崗岩類と変成岩類の複合岩体が分布し、

小又川上流には竜ヶ森－小繋森花崗岩体が露出し、安山岩で構成される森吉火山も存在する。また、

流域は全域的にグリーン・タフと総称される第三系漸新統～中新統が堆積している。狐森遺跡から出

土した石器のうち安山岩類は森吉火山起源と見られる新鮮な岩相を示し、流紋岩・デイサイト等は上

部新第三系を貫く火成活動とみられる岩相を有している。

（３）狐森遺跡出土石器の石質

①石器の岩種

観察した試料は合計５６４試料である。狐森遺跡出土石器試料は多種にわたり、今回の肉眼鑑定では次

の２９の岩種と３種の鉱物に区分した。石器の石質を器種別に整理し第１１票に総括した。本遺跡から出

土した石器の石質構成は第９５図－１に示すように火山岩類がもっとも多く３０３試料で全体の５４％であ

る。次いで、堆積岩類が１０４試料（１８％）、火山砕屑岩類が１０３試料（１８％）である。半深成岩・深成

岩類は２２試料（４％）、変質岩類は２０試料（３．５％）、変成岩類は５試料（０．９％）、鉱物は６試料（１％）

で構成比は低い（第９５図－１）。
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　第９５図－２に堆積岩類・火山砕屑岩類の岩石構成を示した。凝灰岩に区分される岩石が８５試料で４１％

を占め、次いで凝灰質砂岩が４０試料（１９％）、珪質頁岩が２４試料（１１．６％）、頁岩が２０試料（９．７％）、

シルト岩が１７試料（８．２％）、砂質凝灰岩が１６試料（７．７％）の順になり、凝灰質岩石（凝灰岩・砂質

凝灰岩・凝灰質砂岩）の比率が１４１試料（６８％）と高いことが特徴となっている。

　第９５図－３には火山岩類の岩石構成を示した。火山岩の中では安山岩類の占める比率が２４５試料で

８０．１％と圧倒的に高く、全石器試料の４３．４％となっている。次いでデイサイトが４２試料（１４％）、流

紋岩が１１試料（３．６％）、玄武岩が５試料（１．７％）の順になる。

堆積岩類（１０４試料）

　頁岩　２０、珪質頁岩　２４、シルト岩　１７、砂岩（古期）　３、凝灰質砂岩　４０

火砕岩類（１０３試料）

　砂質凝灰岩　１６、凝灰岩　８５、　火山礫凝灰岩　２

火山岩（３０３試料）

　流紋岩　１１、デイサイト　４２、安山岩類　２４５（安山岩　４２、輝石安山岩　１９３、角閃石輝石安山岩

　２、緻密質安山岩　６、玄武岩質安山岩　２、玄武岩　５

半深成岩（２１試料）

　石英斑岩　１５、アプライト　１、粗粒玄武岩　５

深成岩（１試料）

　花崗閃緑岩　１

変成岩（５試料）

　黒色千枚岩　３、珪質千枚岩　１、ホルンフェルス　１

変質岩（２０試料）

　変質凝灰質砂岩　４、変質砂質凝灰岩　３、　変質凝灰岩　１０、　変質火山礫凝灰岩　１、変質流紋

岩　１、　珪化岩　１　

鉱物（６試料）

　赤玉（鉄石英）　４、　石英（珪石）　１、琥珀　１

②岩種と器種の関係

１）．　石錘の石質構成

　鑑定対象とした石器のうち、石錘は１６８試料で最も多く検出される石器で多種の岩石が使用される。

第９５図－４に示すように安山岩類が最も多く、安山岩と輝石安山岩の合量は１０２試料で石錘の６１％は

安山岩類である。次いでデイサイトが１０％、シルト岩が８％、石英斑岩が６％となる。

２）．半円状扁平打製石器

　石錘に次いで多く見られる石器で、１６６試料対象とした。安山岩類が用いられる比率はさらに高く、

６９％に達する。次いで、凝灰岩・砂質凝灰岩・凝灰質砂岩と流紋岩・デイサイトがそれぞれ１１％を占

める（第９５図－５）。

３）盤状製品

　前二者と異なり、円盤状製品では全１１６試料のうち凝灰岩・砂質凝灰岩・凝灰質砂岩の合計が９３試

料で８０％を占め、ついでグリーン・タフに属する火山砕屑岩が１３試料で１１％である。従って火山砕屑
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岩系の岩石で全体の９１％となり、盤状製品の大部分は火山砕屑岩を石材としている特徴が明瞭である。

安山岩は８試料で７％に過ぎない。

　火山岩についで多く見られる岩種は堆積岩類および火山砕屑岩類で、とくに凝灰岩・砂質凝灰岩・

凝灰質砂岩は合計１４１試料で堆積岩・火山砕屑岩の６８％を占め（第９５図－２）、石器全体の２５％に達し

ている。これらの岩種も多角的に使用されているが、とくに円盤状製品に多用され８０．２％が凝灰岩・

砂質凝灰岩・凝灰質砂岩となっている（第９５図－６）。

（４）岩石の産地推定

①堆積岩（５種　１０４試料）

砂岩（古期）：砂岩（古期）とした岩石は堅硬なグレーワッケ質砂岩で磨製石斧に用いられている。

中－古生層起源の砂岩で本地域では異地性岩と判定される。

頁岩：半円状扁平打製石器に使用されている黒色頁岩。黒色頁岩は船川層を構成する主要岩石で入手

しやすい岩石の一つであり、在地性岩石と認められる。

珪質頁岩：岩質から女川層を構成する岩種であると判定される。典型的な在地性岩石である。

凝灰質砂岩：円盤状製品に３１試料使用されているほかに、砥石に１試料、石皿に３試料、磨製石斧に

１試料、半円状扁平打製石器に３試料、石錘に１試料が使用されている。凝灰質砂岩は新第三系の構

成員として普通に存在する岩石で、在地性と考えられる。

②　火山砕屑岩（３種　１０３試料）

砂質凝灰岩：円盤状製品に７試料、石錘に３試料、半円状扁平打製石器に４試料、磨製石斧に１試料、

凹石に１試料使用している。磨製石斧に使用されている砂質凝灰岩は比較的緻密堅硬で岩相から新第

三系下部の地層に起源すると思われる。砂質凝灰岩は凝灰質砂岩と同様に新第三系に普遍的に存在し、

在地性岩と考えられる。

凝灰岩：円盤状製品に５５試料、半円状扁平打製石器に１１試料、石製品に６試料使用しているほかに、

石錘・石皿・くぼみ石、線刻礫、礫石器、岩遇に使用されている。凝灰岩は凝灰質砂岩と同様に新第

三系に普遍的に存在し、在地性岩と考えられる。

火山礫凝灰岩：くぼみ石として２試料検出されている。火山礫凝灰岩は凝灰岩と同様に新第三系に普

遍的に存在し、在地性岩と考えられる。

③　火山岩（５種　１７４試料）

流紋岩・デイサイト：遺跡が立地する潟西層を構成する、段丘堆積物中の基底礫を利用したものと考

えられる。米代川流域には複数の山地が存在している。在地性と判定される。グリーン・タフ地域に

おける流紋岩とデイサイトの肉眼的な区別は困難であることが多い。流紋岩は石英斑晶を伴うことが

あり、また、一部は黒雲母を伴っている。流紋岩は礫石器として検出されるものが５試料と最も多く、

このほか、石錘・半円状扁平打製石器・くぼみ石・線刻礫に使用されている。

　デイサイトは暗灰色から明灰色まで多彩な色調を示す火山岩で、秋田県下では流紋岩とほぼ同一の

地域を産地とすることが多い。石錘に１７試料、半円状扁平打製石器に１６試料、礫石器に５試料が使用

されているほか、磨製石斧・石皿・くぼみ石・円盤状製品に各１試料が使用されている。

安山岩類：表１では肉眼的に斑状組織を有する安山岩のうち、輝石を斑晶とする安山岩を輝石安山岩、

角閃石・輝石を斑晶とする安山岩を角閃石輝石安山岩、輝石を多量に含むものを玄武岩質安山岩、斜
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長石斑晶は存在するが輝石斑晶に乏しいものを安山岩とした。緻密質安山岩としたものは全般に緻密

ガラス質で肉眼的に無斑晶に近い岩相を有している。遺跡近辺には安山岩を産する地点は見られない

が、安山岩類は潟西層の主要礫種となっている。米代川流域には森吉火山をはじめとして複数の安山

岩産地があり、在地性岩石と判定される。安山岩類は石錘として１０６試料、半円状扁平打製石器とし

て１１４試料が使用され、主石材となっている。この他には磨製石斧として６試料、くぼみ石として５

試料、盤状製品として８試料礫石器として５試料が用いられている。

玄武岩：玄武岩は石錘として３試料、半円状扁平打製石器として２試料が検出されている。米代川流

域の新第三系中にはしばしば玄武岩の活動がみられる。これらの玄武岩体を起源とする礫として潟西

層に含まれることから在地性の岩石と判定される。

④　半深成岩（３岩種　２１試料）

石英斑岩：石英斑岩は石錘として１０試料、半円状扁平打製石器に３試料、礫石器として２試料が検出

されている。米代川流域では仁別花崗岩類とされているものの構成岩石の一つで、太平山複合プルト

ンあるいは新第三系下部層中の貫入岩体として産出している。潟西層の礫から採取したとすると在地

性岩である。

アプライト：石錘に１試料使用されている。花崗閃緑岩と同一起源を有する岩石である。

粗粒玄武岩：半円状扁平打製石器に２試料、磨製石斧に２試料、石錘に１試料使用されている。米代

川流域の新第三系中には諸所に貫入岩体として粗粒玄武岩が産することが知られている。在地性岩石

であろう。

⑤　深成岩（１岩種　２試料）

花崗閃緑岩：花崗岩は石錘に１試料、くぼみ石に１試料が使用されている。片理構造が認められ太平

山複合プルトンを構成する深成岩類を起源とする岩石で潟西層礫の構成礫伴っている。在地性岩石と

認められる。

⑥　変成岩（３岩種　５試料）

黒色千枚岩・珪質千枚岩：石製品に４試料が使用されている。本地域では分布が報告されていない岩

種で、異地性岩と判定される。

ホルンフェルス：石錘として１試料検出されている。泥質岩が花崗岩マグマの貫入により熱変成され

て生成した変成岩である。太平山複合プルトンを構成する深成岩活動に伴う岩石で潟西層礫の構成礫

の一つと考えられる。

⑦　変質岩（６岩種　２０試料）

変質凝灰質砂岩・変質砂質凝灰岩・変質凝灰岩・変質火山礫凝灰岩・変質流紋岩：これらはいわゆる

「グリーン・タフ」に属し、本地方では新第三系下部層に産する在地性岩である。円盤状製品に１３試

料、磨製石斧に３試料用いられているほかに、石製品・線刻礫・礫石器に使用されている。

珪化岩：岩石が熱水作用を受けて珪化した硬質岩石で、原岩は不明である。グリーン・タフ地域には

普遍的にみられる変質岩で在地性岩と判定される。礫石器として１試料検出されている。

⑧　鉱物（３種　８試料）

赤玉（鉄石英）：赤玉としたものは礫石器として４試料検出される。酸化鉄に富む玉髄質鉱物で、流

紋岩が熱水変質して生成される。潟西層礫の構成員の一つで在地性の鉱物である。
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石英（珪石）：熱水性石英脈の破片で、石英の集合体である。グリーン・タフ地域には比較的普遍的

にみられる。在地性の鉱物である。

琥珀：褐色半透明の琥珀。東北地方では岩手県久慈地方が琥珀の特産地となっているが、秋田県下で

の産地は知られていないことから異地性の鉱物と判定される。しかし、秋田県下にも阿仁合炭田など

琥珀を産する可能性が残されている地区がある。詳細な産地を推定するためには、今後琥珀の産出情

報および赤外線分析による産地推定などが必要になると考えられる。

４．まとめ

　狐森遺跡から出土する縄文時代前期の石器は、多種の岩石で構成されているが、今回の鑑定試料で

みる限りでは安山岩類に富む特徴がある。また、岩種の組み合わせは、一部の異地性と考えられる硬

質砂岩や千枚岩類を除くと潟西層中の礫種と一致するものが多い。大沢ら（１９８５）によれば礫の大部

分を占める安山岩・流紋岩・凝灰角礫岩および花崗岩の礫は当時の米代川から供給されたと推定して

いる。石器に使用されている安山岩類についても（１）大部分の安山岩の有色鉱物は新鮮で変質作用

を受けていないのにもかかわらず、（２）やや風化が進んでいる特徴を有している。（１）の特徴は火

山活動が第四紀であること、（２）の特徴は堆積してやや長時間を経過していること、すなわち現在

の河川礫等ではなく、段丘堆積物としてやや風化が進んだ状態であると考えられ、安山岩の供給源は

米代川支流の上流域にある森吉火山である可能性が最も高い。

なお、異地性の岩石としては、磨製石斧に使用されている砂岩（古期）と石製品に使用されている黒

色千枚岩および珪質千枚岩の３岩種７試料にすぎない。

　参考文献

大沢・鯨岡　明・粟田泰夫・高安泰助・平山次郎（１９８５）森岳地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅）、地質調査所．
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第９５図　岩種別構成
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　　第２節　狐森遺跡の樹種同定と年代測定結果

株式会社　古環境研究所　

Ⅰ．狐森遺跡出土炭化材の樹種同定

１．試料

　試料は、ＳＫ０１の３層より出土した炭化材１点である。

２．方法

　試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作成し、落射顕微鏡

によって７５～７５０倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

３．結果

　結果は第１２表に示し、各断面の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

第１２表　狐森遺跡出土炭化材の樹種同定結果

ケヤキ　Ｚｅｌｋｏｖａ　ｓｅｒｒａｔａ　Ｍａｋｉｎｏ　ニレ科

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が１～２列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複

合して円形、接線状ないし斜線状に配列する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんど

が平伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

　接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでいるも

のがある。幅は１～６細胞幅である。

　以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常

高さ２０～２５ｍ、径６０～７０㎝ぐらいであるが、大きいものは高さ５０ｍ、径３ｍに達する。材は強靱で従

曲性に富み、建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

４．所見

　同定された樹種はケヤキであった。ケヤキは温帯の適潤地に広く分布する。考古遺跡では刳り物と

して多く出土している。

　参考文献

佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．２０－４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．４９－１００．
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Zelkova serrata Makinoケヤキ炭化材



Ⅱ．狐森遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

１．試料と方法

２．測定結果

１）１４Ｃ年代測定値

　試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から、単純に現在（１９５０年ＡＤ）から何年前（ＢＰ）かを計算した値。１４Ｃの半減

期は５，５６８を用いた。

２）δ１３Ｃ測定値

　　試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物資（Ｐ

ＤＢ）の同位対比からの千分偏差（‰）で表す。
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測定法前処理・調整試料の種類試　料Ｎｏ．

β－線計数法酸／アルカリ／酸洗浄炭化物ＳＫ０１１

（液体シンチレーション）ベンゼン処理

β－線計数法酸／アルカリ／酸洗浄炭化物ＳＫＦ０４２

（液体シンチレーション）長時間測定

ベンゼン処理

β－線計数法酸／アルカリ／酸洗浄炭化物ＳＫＦ０５３

（液体シンチレーション）ベンゼン処理

ＡＭＳ法酸／アルカリ／酸洗浄炭化物ＳＫ１０４

（加速器質量分析法）石墨調整

測定ＮＯ．暦年代補正１４Ｃ年代δ１３Ｃ　１４Ｃ年代　試料名

Beta-（年ＢＰ）（‰）（年ＢＰ）

１２８８３９交点 ＡＤ　１０００１０５０±５０－２７．７１０９０±５０Ｎｏ．１

２σ ＡＤ　８９０　ＴＯ　１０４０

１σ ＡＤ　９７０　ＴＯ　１０２０

１２８８４０交点 ＢＣ　３４９０，３４６５，３３７５４６５０±７０－２６．３４６７０±７０Ｎｏ．２

２σ ＢＣ　３６３５　ＴＯ　３３３０，ＢＣ　３２１５　ＴＯ　３１８０

１σ ＢＣ　３５１５　ＴＯ　３３５５

１２８８４１交点 ＢＣ　３５１０，３４２０，３３９０４７００±７０－２６．０４７２０±７０Ｎｏ．３

２σ ＢＣ　３６４５　ＴＯ　３３５０

１σ ＢＣ　３６３０　ＴＯ　３５７５，ＢＣ　３５５　ＴＯ　３３７０

１２８８４２交点 ＢＣ　３６４５４８４０±６０－２５．４４８５０±６０Ｎｏ．４

２σ ＢＣ　３７１０　ＴＯ　３５１５

１σ ＢＣ　３６６５　ＴＯ　３６３０，ＢＣ　３５６５　ＴＯ　３５４０

（２σ：９５％　ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ，　１σ：６８％　ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ）



３）補正１４Ｃ年代値

　δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

４）暦年代

　過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変動を補正することにより、暦年代（西暦）を算

出した。補正には年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定値を使用した。この補正は１０，０００年ＢＰよ

り古い試料には適用できない。

５）測定Ｎｏ．

　測定は、Ｂｅｔａ　Ａｎａｌｙｔｉｃ　Ｉｎｃ．　（Ｆｌｏｒｉｄａ，　Ｕ．Ｓ．Ａ）において行われた。Ｂｅｔｅ－は同社の測定Ｎｏ．を意

味する。
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　　第３節　狐森遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社　

はじめに

　狐森遺跡は、八郎潟東岸に分布する段丘上に位置する。この段丘は、標高と分布から、八郎潟をは

さんで対岸の男鹿半島東部に広がる、潟西段丘に対比される。潟西段丘を構成している潟西層は、砂

層や泥層および砂礫層からなる高海面期の沿岸成堆積物であるとされ、関東における下末吉層に対比

されている（潟西層団体研究グループ，１９８３）。したがって、狐森遺跡の位置する段丘は、下末吉面

に相当する。

　発掘調査では、様々な遺構とともに約３０００基の柱穴状ピットが検出されている。これらは、その形

態や単位などが検討されているが、発掘調査所見により縄文時代のものと古代のものとが認識されて

いる。また、これらとは別に、時期不明の炭窯様の遺構や炭化物が充填された性格不明の遺構なども

検出されている。このような状況から、放射性炭素年代測定によるこれらの遺構の年代資料作成が要

望された。

　今回の分析調査では、上記各遺構の覆土中から採取された炭化材について、放射性炭素（１４Ｃ）年

代測定を行い、遺構の年代に関する資料を得る。なお、炭化材については樹種同定も行い、当時の古

植生や用材について考察する。

１．試料

　試料は、１１基の遺構覆土から採取された炭化材である。試料は、遺構ごとに試料番号１～１１が付さ

れてまとめられている。一つの試料の中には多数の炭化材片が含まれているが、試料によっては炭化

材片の非常に少ないものもある。

　ここでは、炭化材の非常に少ない試料番号６、７、１１の３点を測定対象から外し、計８点の試料に

ついて年代測定を行った。また、炭化材の樹種同定は一試料につき１片の炭化材を抽出して、試料番

号１～１１までの全点について行った。なお、試料番号１０では明らかに形状の異なる複数種の炭化材と

炭化種子が認められたため、それぞれについて同定を行った。

　なお、各試料の採取された遺構の詳細については、各結果を示した表１、表２に併記する。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

　測定は、ベンゼン合成による液体シンチレーション法を用いた。ただし、炭化材のやや少ない試料

番号５と９の２点については、微少量でも測定の可能な加速器質量分析計（ＡＭＳ）による測定を行っ

た。ＡＭＳによる測定は、（株）地球科学研究所の協力を得た。以下に、液体シンチレーション法の

処理過程を述べる。

ａ）前処理

　乾燥、粉砕したものを水に入れて、浮上してきたものを除去した。次に水酸化ナトリウム溶液で煮

沸した。室温まで冷却した後、水酸化ナトリウム溶液を傾斜法で除去した。この作業を除去した水酸
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化ナトリウム溶液の色が薄い褐色になるまで繰返した。次に、濃硝酸を加えて煮沸した。室温まで冷

却した後、傾斜法により除去した。充分水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き（無酸素状態で４００℃に

加熱）にした。蒸し焼きにした試料は、純酸素中で燃焼して二酸化炭素を発生させた。発生した二酸

化炭素は捕集後、純粋な炭酸カルシウムとして回収した。ただし、試料が少量（試料表中で試料少量

と記載がある試料）の場合は、水酸化ナトリウム溶液による処理を省略し、硝酸の代わりに塩酸で煮

沸した。

ｂ）測定試料の調製

　前処理で得られた炭酸カルシウムから、真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成

した。最終的に得られた合成ベンゼン３�（足りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して３�とし

た）に、シンチレイターを含むベンゼン２�を加えたものを測定試料とした。

ｃ）測定

　測定は、１回の測定時間５０分間を２０回繰返す、計１，０００分間行った。未知試料の他に値が知られて

いるスタンダード試料と、自然計数を測定するブランク試料を一緒に測定した。

ｄ）計算

　放射性炭素の半減期として、ＬＩＢＢＹの半減期５，５７０年を使用した。

（２）炭化物の同定

ａ）炭化材

　木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

ｂ）種実

　試料を実体顕微鏡で形態的特徴を観察し、種類を同定する。

３．結果

（１）放射性炭素年代測定

　測定結果を表１に示す。測定した８点の試料のうち、試料番号１、２、９、１０の４点は約４５００～

４９００年前の縄文時代中期頃、試料番号４、５、８の３点は８００～１０００年前の平安時代、試料番号３は

４００年前の中世末～近世の年代をそれぞれ示す。
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（２）炭化物の同定

　同定結果を表２に示す。炭化材は、針葉樹１種類（マツ属複維管束亜属）と広葉樹３種類（ハンノ

キ属ハンノキ亜属・クリ・エゴノキ属）に同定された。また、炭化種実は、コナラ属に同定された。

炭化材の主な解剖学的特徴や種実の形態的特徴等を、以下に記す。

＜炭化材＞

・マツ属複維管束亜属（����������	�
���������）　　　マツ科

　仮道管の早材部から晩材部への移行はやや緩やか。垂直樹脂道および水平樹脂道が認められる。分

野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、１～

１５細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（����������	�
������）　　　カバノキ科

　散孔材で、管孔は単独または２～４個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁

孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、１～３０細胞高のものと集合放射組織とがある。

・クリ（����������	������
�����������）　　　ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は１～４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～１５細胞

高。

・エゴノキ属（������）　　　エゴノキ科

　散孔材で道管は単独または２～４個が複合して散在し、年輪界付近で管径を減ずる。道管は階段穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性ＩＩ型、１～３細胞幅、１～２０細胞高。

＜種実＞

・コナラ属（����������	）　　　ブナ科

　炭化した子葉が検出された。大きさは１㎝程度。一方のみが残存しているので半球状であるが、両

方の子葉があわさるとほぼ球形になる。表面には維管束の跡が筋状に残る。
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第１３表　放射性炭素年代測定結果

測定方法測定番号補正年代δ１３Ｃ（‰）
誤差測定

年代
所見層位遺構

試料
番号 ±１σ－２σ＋２σ

液体シンチレーションＰＡＬ－６１９－－－３６０３８０４７９０縄文時代層位１ＳＢ６６Ｐ８（掘立柱建物跡）１

液体シンチレーションＰＡＬ－６２０－－－２８０２９０４９３０縄文時代層位５ＳＢ６６Ｐ８（掘立柱建物跡）２

液体シンチレーションＰＡＬ－６２１－－－１６０１６０４００時期不明底付近ＳＫ３５（土坑）３

液体シンチレーションＰＡＬ－６２２－－－１４０１５０１０６０時期不明ＳＷ４１（炭窯）４

ＡＭＳＢｅｔａ－１３９３４７８４０－２７．７４０－－８４０古代ＳＢ２８Ｐ７（土坑・掘立柱建物跡）５

液体シンチレーションＰＡＬ－６２３－－－１５０１５０１０１０時期不明ＳＱ３８（集石・炭窯？）８

ＡＭＳＢｅｔａ－１３９３４８４５６０－２６．３４０－－４５６０縄文時代ＳＢ２１６Ｐ２（掘立柱建物跡）９

液体シンチレーションＰＡＬ－６２４－－－２１０２１０４８９０縄文時代ＳＫＰ２２２（柱穴）１０

注．（１）所見：発掘調査所見による推定年代。

　　（２）年代値：１，９５０年を基点とした値。

　　（３）誤差：測定誤差２σ・１σ（測定値の９５・６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

　　（４）δ１３Ｃ：試料炭素の１３Ｃ／１２Ｃ原子比を質量分析器で測定し、標準にＰＤＢを用いて算出した値。

　　（５）補正年代：δ１３Ｃにより同位体補正された年代。

　　（６）ＰＡＬ：パリノ・サーヴェイ株式会社で測定。Ｂｅｔａ：Ｂｅｔａ Ａｎａｌｙｔｉｃ社により測定。



４．考察

（１）遺構の年代について

　放射性炭素年代が４５００～４９００年前の縄文時代中期頃を示した試料は、いずれも発掘調査所見により

縄文時代とされたＳＢ６６Ｐ８、ＳＢ２１６Ｐ２、ＳＫＰ２２２の各遺構から採取されたものである。また、

後述するようにこれらの試料は、いずれも縄文時代に住居構築材に使用されることの多かったクリで

ある。これらのことから、年代測定試料とした炭化物は、検出された掘立柱建物に伴う可能性が高い。

したがって、上記３遺構の掘立柱建物跡は、縄文時代中期頃の遺構である可能性が高い。なお、ＳＢ

６６Ｐ８とＳＫＰ２２２は、その試料の年代がおよそ４８００～４９００年前で、１００年程度の間で近接している。

放射性炭素年代の測定精度を考慮すれば、これらの遺構はほぼ同時期にあった可能性があるといえる。

これに対してＳＢ２１６Ｐ２は、これらの遺構より若干新しい可能性がある。

　古代の年代を示した試料が採取された遺構のうち、ＳＢ２８Ｐ７は３間×３間の総柱の掘立柱建物跡

の柱穴であるとされている。測定年代は古代末頃を示しており、遺構の状況とも調和する。誤差を考

慮すれば、ほぼ遺構に係わる年代を示している可能性が高い。一方、他の古代の年代を示した試料が

採取された遺構は、ともに炭窯の可能性が考えられているが、２遺構ともに約１０００年前という年代で

あることから、これら２遺構とＳＢ２８Ｐ７を含む掘立柱建物跡との関連性は低いかも知れない。ただ

し、ＳＢ２８Ｐ７試料と他の２遺構の試料とでは測定方法が異なっているため、これも年代値の違いに

影響している可能性がある。この場合には、３遺構がともに同時期のものであることも考えられる。

　今回の年代測定では、ＳＫ３５出土試料のみが中世末～近世の年代を示した。採取された炭化物は土

坑の底にあったことから、その年代は土坑の年代に近いと考えて良い。そうであるとすれば、ＳＫ３５

は近接する古代の掘立柱建物とは関係のない遺構になる。樹種同定結果において縄文時代の年代試料

も古代の年代試料もいずれもクリが多い中にあって、ＳＫ３５の試料のみがマツ属複維管束亜属である

ことも、ＳＫ３５が中世末～近世の土坑であることを示唆する。
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第１４表　樹種同定結果

樹　　　種試料の質所見層位遺構試料番号

クリ炭化材縄文時代層位１ＳＢ６６Ｐ８（掘立柱建物跡）１

クリ炭化材縄文時代層位５ＳＢ６６Ｐ８（掘立柱建物跡）２

マツ属複維管束亜属炭化材時期不明底付近ＳＫ３５（土坑）３

クリ炭化材時期不明ＳＷ４１（炭窯）４

エゴノキ属炭化材古代ＳＢ２８Ｐ７（土坑）５

クリ炭化材時期不明ＳＫ８９（土坑）６

クリ炭化材時期不明ＳＫＰ２１６（掘立柱建物跡）７

クリ炭化材時期不明ＳＱ３８（集石）８

クリ炭化材縄文時代ＳＢ２１６Ｐ２（掘立柱建物跡）９

ハンノキ属ハンノキ亜属
炭化材

縄文時代ＳＫＰ２２２（柱穴）１０ クリ

コナラ属炭化種実

クリ炭化材時期不明ＳＫＰ１３３２（柱穴）１１



（２）炭化材の樹種について

　炭化材は、柱穴や土坑から出土しており、構築材や燃料材などに由来する可能性がある。また、炭

窯とみられる土坑から出土した炭化材は、製炭材に由来する可能性がある。今回は、これらの炭化材

に合計４種類が認められた。

　掘立柱建物跡の柱穴などから出土した炭化材は、全ての試料でクリが確認された。また、ＳＫＰ２２２

ではクリの他にハンノキ亜属の炭化材とコナラ属の種実も認められた。このことから、ＳＫＰ２２２では、

構築材以外の炭化物も混入していることが推定される。

　クリは、縄文時代の住居構築材などに多数利用されていたことが知られており、秋田県内でも小田

Ⅳ遺跡、上谷地遺跡、虫内遺跡等で報告されている（未公表資料）。この背景には、クリの強度や耐

朽性に優れた材質を考慮した用材と共に、栽培によるクリ材の有効活用があったと考えられている

（千野，１９８３）。実際に、青森県三内丸山遺跡では、花粉分析やＤＮＡ分析からクリ栽培の可能性が

指摘されている（辻，１９９７；佐藤，１９９７）。本遺跡でもクリの栽培が行われ、果実の安定した収穫と、

クリ材の有効活用が行われていた可能性もある。

　土坑から出土した炭化材についても、クリが多く見られ、構築材の他にも燃料材などにも利用され

ていたことが推定される。時期不明の炭窯でもクリが確認され、クリの木炭が製炭・利用されていた

ことが推定される。

　一方、ＳＫ３５ではマツ属複維管束亜属が認められた。この炭化材の年代測定結果は、中世末～近世

を示している。群馬県館林市茂林寺沼の調査では、複維管束亜属が人間の植生干渉によって増加した

ことが指摘されている（辻ほか，１９８６）。本遺跡でも、同様に人間活動の拡大に伴って、周囲に複維

管束亜属が増加した可能性がある。

　引用文献

千野裕道（１９８３）縄文時代のクリと集落周辺植生－南関東地方を中心に－．東京都埋蔵文化財センター研究論集，Ⅱ，ｐ．２５

－４２．

潟西層団体研究グループ（１９８３）男鹿半島北東部潟西地域における潟西層．地球科学，３７，ｐ．６９－８０．

佐藤洋一郎（１９９７）ＤＮＡ分析でよむクリ栽培の可能性．岡田康博・ＮＨＫ青森放送局編「縄文都市を掘る　三内丸山から原

日本が見える」，ｐ．１６３－１７３，ＮＨＫ出版．

辻　誠一郎（１９９７）三内丸山を支えた生態系．岡田康博・ＮＨＫ青森放送局編「縄文都市を掘る　三内丸山から原日本が見え

る」，ｐ．１７４－１８８，ＮＨＫ出版．

辻　誠一郎・南木睦彦・小杉正人（１９８６）館林の池沼群と環境の変遷史．１１０ｐ．，館林市教育委員会．
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第６章　まとめ

　　第１節　遺構について

　今回の調査で狐森遺跡の当調査区は縄文時代前期後半から中期初頭と古代の遺跡であることがわ

かった。このうち、主体となるのは縄文時代で、捨て場を中心とする調査区のほぼ全域にわたって円

筒下層ａ・ｂ式期、円筒下層ｄ式土器が多く出土した。これ以外にも円筒上層ａ１式の古手の土器が

出土している。遺構については、遺物を伴う遺構が少なかったため、これらのどの時期に伴うものか

不明な点が多く、調査結果そのものからは各時期の集落の状態を復元することはできなかった。そこ

で捨て場、掘立柱建物跡等の遺構の位置関係や周辺遺跡の調査結果を検討し、以下に遺跡の復元を試

みることにする。

　１．捨て場について

　調査結果から調査区南側の緩斜面には大規模な縄文時代前期の捨て場が広がっていることがわかっ

た。捨て場はさらに調査区外の東西にかなり広い範囲にわたっていることが周辺の状況から推測でき

る。調査区外東側は水田造成に伴い、台地の縁の斜面が大きく削平され、その法面周辺には縄文時代

前期の土器を中心とする多くの遺物が散在している。西側については調査区境界付近でも遺物量が多

いことや同様な地形が調査区外へ続くことから、捨て場がすぐに途切れることは考えにくく、むしろ

平坦にちかい緩斜面に捨て場の他にも様々な遺構が残されている可能性が高いといえる。

　捨て場からは主に円筒下層ａ・ｂ式期と円筒下層ｄ式期の２つの時期の土器が出土しているが、こ

の他に円筒上層ａ１式の古手の土器や大木式土器も少数ではあるが出土している。出土量は円筒下層

ａ・ｂ式期のものが多い。数値で示すことはできなかったが、遺物の出土傾向として、下層ａ・ｂ式

は捨て場の全域で出土しているのに対し、下層ｄ式期については捨て場の南東部で多く出土している。

出土層位については下層ｄ式期のものはⅢ層から多く出土し、下層ａ・ｂ式期のものはⅣ層から多く

出土している。なお、下層ａ・ｂ式期の土器は繊維を多量に含んでいるせいか非常に脆弱で表面も劣

化が著しく、縄文原体が判別できないものが多かった。

　捨て場からは、土器とともに石器も多く出土している。石器の中では石錘の出土量が際立っている。

石錘の用途については様々な見解があるが、沿岸部に位置するという遺跡の立地と出土量の多さをみ

ると当遺跡の石錘は魚撈に使用されたものが多いと考える。

　２．大型の掘立柱建物跡について

　今回の調査では縄文時代の２つの大規模な掘立柱建物跡が検出された。この遺構の特徴として、桁

行き方向の直線を意識してつくられた遺構であることがあげられる。また、このうちの１棟であるＳ

Ｂ６６は、南北に並ぶ２つの柱穴を境にして東西に対称構造をもつことが大きな特徴である。柱の配置

をみるとロングハウスのような竪穴住居跡を想定することもできるが、本文中に述べた理由により、

倉庫または作業場としての機能を考える。この遺構で注目されるのは、２つの柱穴Ｐ１５、１６の底から
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石錘を中心とする石器や礫が多数出土している点である。これらの遺物は、柱や裏込め土を入れる前

に柱穴底面に置かれたことが土層断面から確認できる。つまり建物廃絶後に埋納されたものではない

ことが明らかといえる。この２つの柱穴の特殊な遺物の出土状態は、建物を建てる手順（柱の位置を

決める手順）を明らかにするうえで重要と考える。

　この建物は２６．２ｍ（Ｐ１～１０）にわたって桁行きの軸線上にほぼ正確に柱穴が配置されている。こ

のように正確に柱を配置するためには、長い縄や紐を張ることによってできる直線上に柱穴の位置を

設定して行く方法がある。この他にも増築時に、既存する建物の柱が見通せる場合、その延長線上に

柱を設置することができる。では、どの柱から最初に位置を決めていったかという点であるが、その

手順を示すと次のようになる。

　最初に特殊な遺物の出土状態を示す柱穴であるＰ１５（東）、１６（西）の位置が決められる。次にこ

の２点の西方向延長線上にＰ１７の位置が決められる。Ｐ１５から１６までの距離とＰ１６からＰ１７までの距

離はほぼ同じであるため、Ｐ１７はＰ１６を中心にするとＰ１５と対称の位置に設置されたといえる。この

段階で直線上に同間隔で並ぶ３つの柱穴の位置が決まる。その後、これら３つの柱穴に対応する梁行

き方向のＰ８・７・６の位置が決められる。こうして２基の柱穴をもとに６基の柱穴が他の柱穴に先

がけて決定された。

　以上のように考える根拠として、

　①　６基の柱穴による方形プランは桁行き（約３ｍ）・梁行き（約２．２５ｍ）の間隔がほぼ同じで他

の柱穴に比べ正確に配置されている。

　②　６基の柱穴は遺構内の他の柱穴よりプランが一回り大きい。

という２点をあげる。特に重要なのが１点目である。６基の柱穴は梁・桁行きとも一定の間隔で配置

されているのに対して、これ以外の柱穴は桁行きの軸線上には位置するものの、間隔は一定ではない。

つまり６基の柱穴の位置は他の柱穴に比べ、より正確に決められていることがわかる。２点目につい

ては、建物を構成する全ての柱穴の中で６基の柱穴による方形プランを明確に区別できるということ

である。この２点から、６基の柱穴（プラン）が、建物を構成する全柱穴の中で中核をなす柱穴であ

ることがわかる。中でもＰ１５、１６の他の柱穴にはみられない特殊な遺物の出土状態は、建物を建立す

る際の地鎮のような儀式を意味する可能性が高いといえる。従ってこの２つの柱穴は６本の柱の中で

最も重要な柱、つまり最初に設置された柱と考えるのである。また、この６基の柱穴はある尺度を基

準にして造られた可能性が高いことが柱穴間の距離からいえる。この６基の柱穴の間隔は桁行き方向

が３．０１～３．０９ｍ、梁行き方向が約２．２５～２．２７ｍであるが、これを岩田重雄氏の縄文時代の尺単位（Ｂ

Ｃ５０００～１０８７）１７．３㎝を基準にして考えてみると梁行きは１７．３㎝の１３倍が２．２４９ｍとプラス０．１～２．１㎝

の差で極めて近い値を示すことがわかる。桁行きについても最初に決められたと考えるＰ１５～１６間が

３．０７ｍ、Ｐ１６～１７間が３．０９ｍと１７．３㎝の１８倍にあたる３．１１４ｍとはマイナス２．４、４．４㎝の差とこれも近

い値といえる。このため、この建物は１７．３㎝前後の長さを基準に造られた可能性が高いと考える。

　

　３．縄文時代前期後半から中期前葉の狐森遺跡周辺の状態

　ここでは周辺の調査区や周囲の遺跡の調査成果から、当調査区（平成１０・１１年度調査）の性格につ

いてふれたい。
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　まず、当調査区の北側の沢を挟んだ台地（北に２００ｍ）にある金仏遺跡では、縄文時代、弥生時代、

古代、中世の遺跡であることがわかっている。このうち縄文時代においては縄文時代前期末葉から中

期初頭と中期末葉の２時期の遺構・遺物が確認され集落跡であることがわかっている。前時期につい

ては、竪穴住居跡２軒、土坑墓等の遺構が検出され、遺物はこれらの時期に伴うものとみられる円筒

下層ｄ式から上層ａ式土器が少量出土している。

　平成１２年度調査部分（当調査区から北東に１５０～２００ｍ）は、縄文時代と平安時代の集落跡であるこ

とがわかっている。縄文時代前期末葉から中期前葉については竪穴住居跡４軒、中期後半の竪穴住居

跡１軒、多数のフラスコ状土坑などがみつかっている。包含層からは円筒上層ａ、ｂ、ｃ式土器が出

土している。

　当調査区から沢を挟んで東にあたる部分（圃場整備事業関連調査）は、主に中世の集落跡であるこ

とがわかっている。縄文時代の遺構遺物ともに希薄な部分といえる。

　当調査区の南の沢を挟んだとところにある兵ヶ沢遺跡（当調査区から南に１００ｍ）は、縄文時代と

古代の遺跡であることがわかっている。縄文時代では、円筒下層ｂ式期の竪穴住居跡１軒、遺構外遺

物として円筒上層ｂ式、ｄ式が数点出土している。

　以上、当調査区の周辺の状況から円筒下層ａ・ｂ式期については当調査区の南側つまり台地の南縁

を中心に沢を挟んで向かい側の台地にも居住の痕跡が残されていること、逆に当調査区のより北側で

は円筒下層ａ・ｂ式期の遺構や遺物が検出されていないことがわかる。

　円筒下層ａ・ｂ式期については住居の位置が問題となる。一般的には大規模な捨て場は居住区域よ

り低いところ形成されるため、当遺跡の捨て場を残した人々の居住区域は、捨て場より標高の高い調

査区中央部や調査区外の東西にあるのが自然と考える。ＳＩ２１は捨て場より低い面に位置し、ＳＩ１０１

については捨て場から遠く離れたところにあるため、これらの住居と円筒下層ａ・ｂ式期の遺物が大

量に廃棄された捨て場とを関連ずけるには地形的にみて不自然である。この２つの住居についてはこ

れ以前・以後の竪穴住居の可能性が高いといえる。住居の可能性があるものとしては、炉がないもの

のＳＫＩ５９やＳＫＩ１０４などの竪穴状遺構があげられるが、これらをもって大規模な捨て場に対応させ

るには不十分である。当該期の集落として県内では上ノ山Ⅱ遺跡を代表としてあげることができるが、

当調査区からは上ノ山Ⅱ遺跡のような複数の炉をもつロングハウスは検出されなかった。ただし、Ｓ

Ｂ８７は本文中に述べたようにロングハウスのような竪穴住居であった可能性がある。ＳＢ１３、１９は柱

穴の配置だけをみるとロングハウスに似ているが炉がなく、柱穴の配列にもＳＢ６０・６６のような規則

性がないため性格については不明な点が多い。当調査区からは約３０００基の縄文時代の柱穴様ピットが

検出されている。これらは本来、竪穴住居や掘立柱建物を構成するものと考えるが、調査ではこれを

明らかにすることができなかった。ピットの覆土には焼土を含むものが少なからずみられ、この焼土

の由来が竪穴住居の地床炉の可能性も考えられる。これらのピットについては今後、調査区外の東西

にある柱穴の分析によって、竪穴住居や掘立柱建物への復元が達成される可能性がある。

　次に下層ｄ式～上層ａ式期であるが、当調査区の北側の金仏遺跡から１２年度調査部分を経て当調査

区に至る広い範囲にわたって遺構・遺物が散発的に存在する傾向がある。この中で、金仏遺跡と１２年

度調査区については住居とフラスコ状土坑・土坑墓のセット関係から小規模な集落の存在が指摘され

ている。当調査区の掘立柱建物跡（ＳＢ６０・６６）は縄文時代前期末から中期初頭に属する可能性が高
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いが、この時期の竪穴住居跡と断定できるものは当調査区からは検出されなかった。当調査区では中

央部より南側にフラスコ状土坑が集中する傾向がある。これらの遺構が仮に当該期に属するのであれ

ば、住居とフラスコ状土坑や土坑墓とのセットを考えた場合、居住区域は調査区外東側の畑地に存在

する可能性もある。

　以上のように縄文時代前期末から中期初頭にかけては、当遺跡周辺の広い範囲にわたって人々の生

活の痕跡が認められるため、当調査区周辺には小規模な集落が点在していた可能性が高い。このよう

な環境の中で、突出したあり方を示すＳＢ６０・６６は周辺集落共有の施設あるいは共同作業の場であっ

たことが推測される。仮にＰ１５・１６の遺物の出土状態を、様々な共同作業で使用する道具を地鎮の意

味で埋納したとものと考えるのであれば、出土した石錘は共同作業の一つとして魚撈が行われていた

ことを示唆するものになるだろう。

　　第２節　遺物について

　１．土器

　狐森遺跡からは、総重量７８，６７２㎏の土器が出土している。これは主に調査区南側の緩斜面に東西に

広がる捨て場から出土したものである。既述のとおり土器はその出土量に比べて、図示できた資料は

極めて少ない。第１群土器は数量的にも少なく、詳しい時期については明らかにできないが、縄文時

代早期中葉の物見台式の系統と考えられる。第２群土器については、縄文前期中葉と後葉の円筒下層

ａ式、ｂ式と円筒下層ｄ式として捉えている。狐森遺跡の捨て場の主体をなすのは前者の円筒下層ａ

式、ｂ式で圧倒的に多い。円筒下層ａ式については、江坂氏はａ１式とａ２式とに分け、ａ２式にな

り隆帯が巡るとし、山内氏は少数ではあるが隆帯を有するものがあるとしている。また、村越氏も当

該形式に隆帯のある土器も存在することを述べている。これらに対し三宅氏はａ２式には隆帯を有す

る土器は含まないとし、両者で見解が異なっている。狐森遺跡の第２群土器のうち第４類の隆帯の巡

る土器は、口縁部文様帯に綾繰文や斜縄文が施されるものの、網目状の撚糸文はみられない。また口

縁部も波状を呈するものが無いことなどからも、円筒下層ａ式とするのが妥当と思われるが、詳細な

検討が必要である。第３群土器は縄文時代中期前半の土器であり、１類は円筒上層ａ式、２類は大木

７式として捉えている。秋田県の中央部から北部では、縄文時代前期中葉から後葉にかけては円筒下

層様式と、大木様式の土器が供伴して出土するようになる。協和町の上ノ山Ⅱ遺跡では、円筒下層ｂ

式に並行して大木５式土器が出土する。中期前葉の山本町の和田Ⅲ遺跡では、円筒上層ａ式及びｂ式

に多少の大木７ａ式が伴う。また、男鹿市の大畑台遺跡でも上層ａ式、ｂ式に伴って大木７式が出土

している。縄文時代前期中葉には秋田県の中央南部まですでに円筒下層様式と前期大木様式の土器が

供伴し、中期前葉には両様式の土器が中央部より北の地域である能代山本地域においても共伴するこ

とが認められる。これらからは、前期から中期にかけて大木様式の土器が徐々に北の地域にも浸透し

ていったことがうかがえるのであり、こうした過程の中に狐森遺跡も位置付けられものと考えられる

のである。
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第９６図　狐森遺跡と周辺の遺跡

金仏遺跡 

狐森遺跡 
平成１２年度調査区 

狐森遺跡 
ほ場整備関連調査区 

当調査区 

兵ヶ沢遺跡 

金仏遺跡 

狐森遺跡 
平成１２年度調査区 

狐森遺跡 
ほ場整備関連調査区 

当調査区 

兵ヶ沢遺跡 
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　２．石器・石製品

　石器・石製品は剥片も含めて２１８，０３４点が出土している。土器同様に捨て場から出土したものが大

半で、円筒下層ａ式とｂ式に伴うものと判断される。石器の種類には、既述のとおり多岐にわたるが、

石錘が極めて多く、次に掻器や石匙、半円状扁平打製石器などがある。各器種の出土点数をまとめた

ものが第１５表である。

　石器の器種構成と出土量が、遺跡あるいは遺構群の性格を反映するかどうかは慎重な検討を要する

が、狐森遺跡との比較資料として、縄文時代前期の協和町の上ノ山Ⅱ遺跡における石器の器種組成と

種別毎の出土頻度をまとめたものが第１６表である。

　狐森遺跡における石錘の出土頻度は全石器の３７．１％を占めており他を圧倒している。次いで掻器や

石匙などの加工具と考えられる石器群が優位といえる。一方、上ノ山Ⅱ遺跡では、石匙、半円状扁平

打製石器、くぼみ石が優位であるが、狐森遺跡の石錘のように突出する器種はみあたらない。上ノ山

Ⅱ遺跡では、第１６表に掲げた石器のほかに、�状耳飾りや多様な石製品も数多く出土しており、縄文

時代前期が保有する石器・石製品が全て揃っているとみることも可能である。それに対して、狐森遺

跡のようにある器種のみが出土頻度が高いことは、それ自体遺跡の特徴を顕しているものと考えるこ

とができないだろうか。石錘には漁網錘や編物の製作時に使用する錘とする説などがあるが、狐森遺

跡の石錘の場合、その重さのピークが５０ｇ～２００ｇで、また１㎏を超えるものも８点あり、編物の錘

とは考えがたい。また、全てが漁網錘とする説にも肯定できるほどの根拠は持たないが、何れにしろ

狐森遺跡の石器組成と器種別の出土頻度は、遺跡で行われた生業を示す資料となり得る可能性をもっ

ているものと考えることもできるのではないだろうか。　

　参考文献

日本鉱業株式会社船川精油所『大畑台遺跡発掘調査報告書』１９７９（昭和５４）年

秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書Ⅱ－上ノ山Ⅰ遺跡・館野遺跡・上ノ山Ⅱ遺跡－下』秋田県文化財

　　第２節　遺物について

―　　―１７３

総計石皿磨製石斧砥石敲石楔型石器石錐石鏃くぼみ石石槍石箆半円状扁平
打 製 石 器石匙掻器石錘器種

１５，４７９４２１０３１０７１１８１５９１９４２７７４２６４５６１，１８８２，０２５２，１２０２，５１４５，７５０点数

１００．０％０．３％０．７％０．７％０．８％１．０％１．３％１．８％２．７％２．９％７．７％１３．１％１３．７％１６．２％３７．１％割合

第１５表　狐森遺跡出土石器の器種別出土量

第１６表　上ノ山Ⅱ遺跡出土石器の器種別出土量

総計石皿磨製石斧砥石敲石楔型石器石錐石鏃くぼみ石石槍石箆半円状扁平
打 製 石 器石匙掻器石錘器種

１２，０２６３９２７０－２５２２２５９７８２，２４０２９８１，０７６２，４６６２，５０７９５８９４２点数
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狐森遺跡遠景（南→）

捨て場精査

兵ヶ沢遺跡兵ヶ沢遺跡

狐森遺跡狐森遺跡
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北側調査区終了（北東→）

北側調査区終了（南東→）
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側道南側終了

（北西→）

９８年度調査区終了

（北西→）

南側調査区終了

（北東→）
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側道南側土層断面

（北西→）

南側調査区土層断面

（西→）

南側調査区土層断面

（西→）



―　　―５

図
版
５

捨て場遺物出土状態

（北西→）

捨て場遺物出土状態

（北西→）

捨て場遺物出土状態

（南東→）
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ＳＩ２２完掘（南東→）

ＳＩ１０１完掘（東→）
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ＳＢＳＢ１３ 

ＳＢＳＢ１９ 

ＳＫ２３ 

ＳＩ２２ 

Ｐ 

ＳＢ１３・１９完掘

（西→）

ＳＢ１３・１９完掘

（西→）

ＳＢ２４完掘

（北西→）
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ＳＢ６０・６６周辺（南東→）

ＳＢ６０確認（南→）
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ＳＢ６０・６６（南東→）

ＳＢ６６ ＳＢ６０ 

ＳＢ６６Ｐ１５遺物出土状態（下位） ＳＢ６６Ｐ１６遺物出土状態（下位）

ＳＢ６６Ｐ１５遺物出土状態（上位） ＳＢ６６Ｐ１６遺物出土状態（上位）
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ＳＢ８７・ＳＢ１０９周辺（南西→）

ＳＢ２１５完掘（北西→）
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ＳＢ８７・ＳＢ１０９・ＳＢ１１０（南西→）

ＳＫＩ５９（南→）

ＳＢ１１０ 

ＳＢ１０９ 

ＳＢ８７ 
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ＳＫＩ１０４完掘（南東→）

ＳＫＦ０５土層断面（南西→） ＳＫＦ０５・１４土層断面（南→）

ＳＫＦ０４土層断面（南西→） ＳＫＦ０４完掘（南西→）
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ＳＫＦ０６土層断面（南→） ＳＫＦ０６完掘（南東→）

ＳＫＦ２０土層断面（西→） ＳＫＦ２０完掘（南西→）

ＳＫ０２完掘（西→） ＳＫ１０土層断面（南西→）

ＳＫ１１完掘（南西→） ＳＫ３１完掘（西→）
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ＳＫ３３完掘（西→） ＳＫ５４完掘（西→）

ＳＫ５５完掘（南西→） ＳＫ７１完掘（東→）

ＳＫ７２完掘（東→） ＳＫ７６完掘（南→）

ＳＫ７３周辺完掘（南東→） ＳＫ８６完掘（南西→）
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ＳＫ８８完掘（南西→） ＳＫ８９完掘（南西→）

ＳＫ９４完掘（南西→） ＳＫ９９完掘（南→）

ＳＫ１０５完掘（南→） ＳＫ２０１土層断面（西→）

ＳＫ２０２土層断面（北東→） ＳＫ２０３土層断面（北東→）
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ＳＫ２０４土層断面（南→） ＳＲ０９断面（南西→）

ＳＲ１２断面（南→） ＳＲ１５断面（南東→）

ＳＲ３０断面（南西→） ＳＮ６１周辺（南東→）

ＳＲ６２断面（南西→） ＳＲ６９断面（南→）
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ＳＲ７８断面（南→） ＳＲ８４・８５断面（西→）

ＳＮ０３確認（南東→） ＳＮ１８確認（南→）

ＳＮ６１確認（南東→） ＳＮ７０確認（南西→）

ＳＮ１０２確認（西→） ＳＤ２５完掘（南西→）
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ＳＢ２８完掘（西→）
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